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一　海の悪魔

それは、息が詰まりそうなほど暑苦しい、アルゼンチンのある一月の夏の夜のことだった。

星々におおわれた暗い夜の底に、メドゥーサ号が、ひっそりと錨を下ろしていた。船側に打ちつける波もなく、船板がきしむこともない静かな夜で、まるで海そのものが、深い眠りに落ちたかのようだった。

この帆船のデッキには、半裸のインディオの真珠採りたちが、横たわっていた。日中の仕事と熱い日差しで疲れきり、ぐったりと眠り込んでいるのだ。時折うめき、手足をひきつらせているのは、たぶん彼らの敵……サメに襲われる夢でも見ているのだろう。

その日は暑くて風もなく、そのせいで仕事を終えて海から上がるころには疲れ果て、帆船にボートを引き上げる気力すら残らなかった。それに、天気は当分変りそうになかったので、ボートは錨鎖にもやうだけにして、そのまま海に浮かべてある。

帆船も、前帆を留める索具も緩んだまま、傾いた帆桁で片づけられていない三角帆が、時折のわずかなそよ風にも、パタパタとはためかせている。へさきから船尾まで、真珠貝の貝殻・サンゴの欠片・潜水に使うロープ・真珠貝を入れる袋・空の樽……で、いっぱいだ。

後ろのマストの近くには、大きな水の樽がある。鉄の柄杓が鎖で繋いであり、樽のまわりはこぼれた水で黒くぬれている。

ときおり眠っていた真珠取りが、ふらふらと起き上がった。そして眠っている連中の足や腕を蹴つまずきながら水の樽に近づき、その水で喉をうるおす。寝ぼけ眼で、柄杓から水をこぼしながら飲むその姿は、まるで酔っ払いののようだ。

真珠採りたちは、疲れ果てているだけでなく、喉もからからだった。彼らは強い水圧に耐えるため、仕事中は何も食べない。朝から水中が見通せなくなるほど暗くなるまで何も食べずに働き続け、寝る前に塩づけの肉を食べる。だから夜中、喉が渇くのだ。

インディオのバルタザールが、夜の見張りをしていた。メドゥーサ号の持ち主の、ズリタに直接雇われている男だ。

バルタザールは、有名な真珠取りだった。若い頃は人並みの二倍以上、九十から百秒も、水に潜っていることができた。

「なんでそんなことができるのかって？　そりゃ仕込みは早い方がいいってこった」

バルタザールは若い真珠取りたちに、そんなふうに話したものだ。

「俺が十になるとすぐ、親父が俺を、はしけのホセんところに連れていった。そこには同じように修行しに来たガキが十二人いた。あいつは俺たちをこんなふうにして仕込んだもんだ。

まず白い石や貝殻を海に投げ入れて、一人づつ飛び込んで取って来いという。取ってくれば、もっと深い場所に投げいれる。取ってこれずに戻ってくれば鞭で打って『もういっぺん行ってこい！』と、子犬のように海ん中に放り込む。そうやって俺たちに潜り方を仕込んだもんさ。

それが終わると、次は長く潜る訓練さ。まずベテランの真珠取りが、錨にカゴを紐で結んでくる。そして俺たちが潜ってほどいて取ってくる。取ってこれなきゃ、また鞭だ。俺たちは容赦なく叩かれたよ。

ほとんどのヤツが、これにゃ最後まで耐えられずに逃げ出した。けれど俺は最後まで居残って、このあたりの海じゃ一番稼ぐ真珠取りになったってわけさ」

しかしバルタザールも年を取り、左足はサメに、わき腹を錨の鎖にえぐられて、真珠を探す危険な仕事を引退した。そしてブエノスアイレスで、サンゴの欠片や、真珠や、貝殻や、海に関する骨董品を売る小さな店を始めた。けれど結局彼は陸の生活に飽き足らず、頻繁に店を抜け出しては、真珠採りたちと一緒に海に出るようになっていた。

どの船主も、喜んで彼を雇い船に乗せたがった。バルタザールほど、ラプラタ湾のことを知り尽くした男はいなかったからだ。彼の言う通りに錨を下ろせば、真珠採りたちも船主も、大満足の成果を手にすることができたのである。

バルタザールは、若い真珠採りたちに、いろんな仕事のコツも教えてやった。息の溜め方、襲ってくるサメの追い払い方、そして機嫌がよければ……船主に気づかれないよう真珠を着服する方法までをも。

実のところ船主は、それに気づいていた。けれどバルタザールがいると、短時間で良質の真珠をたくさん集めることができ、ずっと大きな儲けが出る。だから喜んで、彼を雇い入れるのだ。

バルタザールは小さな樽に座り、ゆっくりと太い葉巻を煙らせていた。マストに備えられたランプが、彼のアウラカン族の、立派な鼻と、大きな美しい目と、頬骨の張っていない細面の顔を、照らし出している。彼の瞼が重く垂れ下がり、そしてゆっくりと持ち上がっていく。居眠りをしているのだ。けれど、彼の目が眠っていても、その耳は起きていた。彼が深い眠りの中にあっても、常に耳はいち早く危険を察知し、あらゆる暗礁を回避することができる。

しかし今バルタザールの耳に入ってくるのは、眠っている者たちの、ため息とつぶやきだけだ。

海岸から、腐った貝の臭いが漂ってくる。……真珠を取り出しやすくするために貝を腐らせているのだ。生きている真珠貝を開くのは、なかなか手間がかかるからだ。それはとにかく酷い臭いで、慣れぬ人には耐えられぬものだったが、バルタザールの鼻は、その臭いを喜んで嗅ぎ取っていた。流浪の真珠採りとして生きてきた彼は、この臭いを嗅ぐたびに、自由気ままでスリルに満ちた海の生活を、あざやかに思い出すのだ。

船主のズリタは抜け目なく、真珠を取り出した後の大きな貝殻を、メドゥーサ号に積みこませて、ボタンやカフスを作る工場に売っていた。

バルタザールは、こっくりと船をこいだ。頭が傾き、指先から葉巻が落ちる。けれどその意識は、海の遠くから聞こえてきた音に気がついた。彼は目を見開く。音は近づき、繰り返された。

誰かが角笛を吹いているようだ。そしてその時、朗らかな若者の叫び声がした。

「アー！」

そしてまた、１オクターブ高く、

「アァー！……」

角笛の音は汽船の汽笛とは似ても似つかなかったし、陽気な声は助けを求める叫びとはまるで違っている。

聞いたこともない、未知の何かだった。

バルタザールは立ち上がった。背筋がぞっとした。

船側に近づき、用心深く穏やかな海を見た。

誰もいない。

静かだ。

バルタザールは、デッキで寝ているインディオを足で押して起し、ささやいた。

「何かが叫んでいる。あれかもしれん」

「何も聞こえませんぜ」

ヒューロン族のインディオが静かに答えて膝立ちになった時、静寂を破って角笛の音が鳴り響いた。

「アーア！…」

その声がまるで鞭であり、その鞭で叩かれたかのように、ヒューロンがのけぞった。

「確かに、こいつは、たぶん」

ヒューロンは、歯をがちがちと鳴らしながら、そういった。

他の真珠取りたちも目を覚まし、暗闇から逃れるかのように、黄色いランプの明かりのある場所に寄り集まって座り込んだ。

角笛と声を、今度はみんなが耳にした。

再び角笛と声がひどく遠くから聞こえ、そして何も聞こえなくなった。

「あれは、海の悪魔に違いない」と、真珠取りたちはささやいていた。

「これ以上、ここにいちゃいけない」

「サメなんかより、ずっと悪い！」

「船主に言わないと」

そこに素足の足音が、近づいてきた。船主のペドロ・ズリタが、あくびをしながら甲板にやってきて、毛深い胸をぼりぼりかいた。キャンバス地のズボンだけで、ジャケットは着ていない。広い革ベルトには、連発銃のホルスターがぶらさがっている。

ズリタが真珠採りたちに近づくと、ランプが日焼けした眠そうな顔を照らし出した。額の上のモジャモジャした青銅色の髪、眉毛は黒く、灰色がかったあごひげは上向きに跳ね上がっている。

「何があった？」

その投げやりな、よく言えば平然とした声と、堂々とした振る舞いに、真珠採りたちは落ち着きを取り戻した。

そして一斉にしゃべり始めたので、バルタザールは、手を上げて静かにさせると、代表して話し始めた。

「俺たちは、聞いたんでさ……。海の悪魔の……」

ペドロは眠そうにうつむいたまま、手を上げてバルタザールを止めた。

「見たのか！」

真珠採りの一人が叫んだ。

「いいや、姿を現したわけじゃねぇ。けど俺たちみんな『アーア！』てな声と、角笛の音を聞いたんだ！」

再びバルタザールは、真珠採りたちに静かにするよう、合図した。

「この耳で確かに聞いたんでさ。海の悪魔のほかに、誰も海であんな声を出し、角笛を吹きゃしません。一刻も早くここを離れなきゃならないってもんですよ」

「おとぎ話だ」と言ったものの、ペドロ・ズリタも自信はなさそうだった。

ペドロは、海岸からここまで臭ってくるような、まだ腐りきってない貝を船に積みたいとも、錨を上げたいとも、思っていなかった。けれど真珠採りたちを説得することは、できそうにない。

今彼らは手を振り上げ、口々に、もしズリタが錨を上げないのなら、夜が明けたらボートで海岸に向かい、あとは歩いてでもブエノスアイレスに帰ると、わめいている。

「あんたがここに残るってんなら、海の悪魔と一緒にのろわれちまえ！」

ついにズリタは、最後にはこう言わなければならなくなた。

「お前たちには負けたよ。夜が明けたら錨を上げればいいんだろうが」

そしてぶつくさ文句をいいながら、彼の船室に戻っていった。

ズリタはもう眠れるような気分ではなくなっていた。灯りをつけ、葉巻をくわえ、小さな船室の隅から隅へとゆっくり歩き回る。そして、このあたりの海に現れて漁師や沿岸の住民を怖がらせている、わけのわからないもののことを、考え始めた。

　

この怪物を、はっきり見たという者はいなかったが、噂だけはいくつも飛び交っている。

船乗りたちは、まるで怪物に聞かれることを恐れているかのように、肩越しに後ろを振り返りながら、こそこそと話す。そいつは悪さをするが、助けてくれることもある。

年老いたインディオは、こう言った。「海の神だ。千年に一度海の底から世直しに現れる海の神だ」

カトリックの司祭は、迷信におびえるスペイン人たちに、『海の悪魔』に違いないと話して聞かせた。私たちが、神聖カトリック教会への信仰を疎かにしたから現れたのだと。

こうした噂話は、口から口へと伝えられ、ブエノスアイレスにまで広まっていた。

ここ数週間、タブロイド新聞の記者たちは、喜んで『海の悪魔』のことを書きたてている。たとえば、漁船や帆船が沈んで原因がわからなかったり、漁網がダメになったり、あるいはなくなったり、船に積んでおいた魚が消えてしまったりすると、一斉に『海の悪魔』の仕業だと非難するのだ。けれど『悪魔』は、時には漁師のボートに大きな魚を投げ込んだり、溺れかけた人を助けることもあった。

少なくとも、ある男が溺れ沈みかけた時には、誰かに後ろから抱え上げられた。そしてそのまま海岸へ向かい、足が砂地を踏んで助かったと思った瞬間、救護者は磯の波間に姿を消した。

しかし驚くべきは、こうした個々の事件ではなく、『海の悪魔』そのものを誰も目にしていないということであり、その神秘的な実体を記録したものがいないということだ。

目撃者は確かにいた。けれど彼らは、『悪魔』の頭には角がある。山羊のようなアゴ髭がある。ライオンの前足と魚の尻尾があると言った。人間の足を持つ巨大なヒキガエルだと言う者もいた。

役人は最初、こうした噂も新聞記事も、いずれ立ち消えて終わるだろうと、気にしていなかった。

けれど噂は、漁師たちの間で大きく膨らみ、不安が不安を呼び覚ましていった。彼らは海に出ることを恐れるようになり、ついに漁獲量にまで影響し、ブエノスアイレスで魚不足が発生した。ここに来て、自治体の役人が警察に調査を命じたのである。

沿岸警備隊の数隻のカッターとモーターボートの隊員が、「この沿岸で騒動を引き起こしている、謎の人物を逮捕せよ」と上陸を命じられた。そして二週間にわたってラプラタ湾沿岸を歩き回り、悪意をもってデマを流し人々を不安に陥れた罪で、数人のインディオを逮捕した。しかし『悪魔』を捕まえようとは、考えもしなかった。

警察署長は、こんな公式見解を、発表した。

「噂は無知な人々の作り話であり、『悪魔』など存在しない。噂を漁師たちに広めた者は、すでに逮捕した。彼らには厳罰が下されるであろう。漁師は、こうした作り話に怯えて漁を取りやめる必要はない」

これでこの騒ぎは、終息すると思われた。

しかし『悪魔』のイタズラは、終わらなかったのである。

ある時は、海岸からは十分に離れた沖の漁師たちが、小ヤギのメェーと鳴く声で目を覚ました。小船の中に、ふってわいたかのように小ヤギが現れたのだ。別の漁師たちは、漁網が切り裂かれていることに気がついた。

待ってましたとばかりに喜んで、新聞記者たちが科学者たちに、この新事実についてのコメントを求めた。

大半の科学者は、「このようなことをなしうる、未知の海の怪物など、科学的に存在しえない。その能力があるのは、ただ人間だけである」と、平凡な回答をしてから、一部の科学者はこう続けた。「ただし、調査されていない深海については、存在の可能性を否定しきることはできない」。しかし科学者たちは、知性のある未知の生物の存在を、認めようともしなかった。警察署長と同じように、科学者もこの事件は、イタズラ者の仕業だと考えていた。

しかし、科学者の全てがそう考えたわけではない。

ある年配の科学者は、有名なスイスの博物学者、ゲスナーの著を引き合いに出して、こう言った。

「長年博物学者に強い影響を与えた十六世紀のコンラッド・ゲスナーの『動物誌』には、『人魚、海の悪魔、海坊主、海僧正』についても、書かれています。中世の学説は、近年の科学によって否定されてきました。しかし、最終的には古代や中世の科学者が正しかったと立証されたことも多々あります。神の天地創造説は、今なおすたれておりません。そして科学者である我々は、誰よりも謙虚に、注意深くあらねばなりません。早急に結論に飛びついてはならないのであります」

しかしながら、こうした「謙虚で注意深い人々」の御説は、科学的な講義というよりも宗教的な説教のようなものにすぎず、問題を解決してはくれなかった。

ついに、論争にケリをつけるため、科学調査団がおくりこまれることになった。

調査団のメンバーは、早々悪魔を発見する幸運には恵まれなかったが、「謎の人物」について、いくつかの発見をした。(もっとも年配のメンバーは、人ではなく生物と表記するよう、強く主張した。)

そして新聞は、調査団の報告を書きたてた。

『一　砂浜で我々は、細長い人間の足跡を発見した。足跡は、海からやってきて、海に去っていた。ただし、ボードで海岸までやってきた人は、そのような足跡を残すことができる。

二　網は、水中の鋭い岩か、沈んでいる鉄片、沈没船によっても、鋭いカッターで切り取られたようになりえる。

三　嵐で砂浜に乗り上げたイルカが、夜の間に爪で引っかいたような後を残して海に引きずり込まれた。この話については、どこかの心優しい漁師がイルカを海まで引きずっていったと考えられる。イルカは魚を海岸に追い込んで漁をすることが知られている。また一方、漁師はしばしば不幸なイルカを助けてやることが知られている。爪跡は、人の指でも作り出すことができる。それが爪跡に見えたのだ。

四　小ヤギは、イタズラ者がボートで運び、船に乗せたと考えられる。』

悪魔事件の真相を、科学者はいくつも簡単に見つけ出した。そしてこの事件の全てを、ただ一体の海の怪物が行うことは不可能であるという結論を導き出した。

にもかかわらず、この説明は、すべての人々を納得させることはできなかった。それどころか、科学者の中にさえ、この説に懐疑的な者がいた。このしつこいイタズラ者が、どんなに抜け目なかったとしても、こんなにも長く誰にも見つからずにいられるわけがない、というわけだ。

それに調査団の科学者たちが示した、イタズラ説の根拠は、事件が短期間に、いくつもの遠く離れた場所で起きていることを、明らかにしてしまった。『悪魔』は、信じられないほどの早さで泳ぐことができるか、あるいは複数いると考えることもできる、ということだ。すべての事件をイタズラだと言い切ることには無理があり、調査団の報告は人々をより怖がらせる結果に終わってしまった。



ペドロ・ズリタは、船室を歩き回りながら、こうした今までに起きている不思議な事件を、片っ端から思い起こしていた。

そのうち夜が明け、ついに薄紅色の光の筋が、船室に差し込んだ。

ズリタはランプを消し、顔を洗い始めた。そして生ぬるい水を頭からかぶったときだ。甲板から、驚愕の叫びが聞こえてきた。彼はずぶぬれのまま、急いで階段を駆け上がった。

帆船の手すりの上で、半裸の真珠採りたちが、手を振り回しながら、めちゃくちゃに叫んでいる。

ズリタが見下ろすと、ボートがもやいをとかれ、夜の間に漂い出してしまっている。そよ風がボートを海に散らし、今は朝の浜風によって、ゆっくりと向きを変えつつあるところだ。しかもオールはボートから放り出されて、入り江のあちこちに浮かんでいる。

ズリタは真珠採りたちに、ボートを集めろと命令した。

しかし、誰も甲板から降りようとはしない。

ズリタは命令を繰り返した。

誰かが「あんたが海の悪魔んところへ行きやがれ」と応えた。

ズリタは腰の連発銃に手をかける。

真珠採りたちは後退って、マストの周囲に集まった。彼らは敵意をむき出しにして、ズリタを睨んでいる。

衝突は避けられないかと思われた。

しかし、そのときバルタザールが前に出た。

「アウラカン族は、なにをも恐れはしない。サメも齧らぬこの老骨が、悪魔の息の根を止めてやる」

そして彼は腕を上げると、海に飛び込んだ。そして、急いでもっとも近いボートまで泳ぎ始めた。

真珠取りたちは、恐れながらも、みな並んでバルタザールを見守った。

もう年で、足もうまく動かないにもかかわらず、すばらしい泳ぎっぷりだ。何度か水をかくと彼はボートに泳ぎ着き、近くのオールを拾って乗り込んだ。

「ロープがナイフで切られてるぞ！　すごい切り口だ！　まるでカミソリのようだ！」

バルタザールの無事を見て、何人かの真珠採りが彼に続いて海に飛び込んだ。



二　イルカに乗る者

昇ったばかりの太陽が、すでに容赦なく照りつけていた。輝く青空に雲はなく、海にはさざ波の気配もない。

メドゥーサ号は、バルタザールの意見で、ブエノスアイレスの南方二十キロあたりにある、水面に二つの岩礁が頭を出した、小さな岩の入り江に錨を下ろしていた。

入り江のいたるところに散ったボートには、真珠採り二人づつ乗り込んでいる。二人は潜水役と引き上げ役となり、時々交代するのだ。

海岸近くの一隻のボートから、ロープを体に結んだ潜水役が、サンゴ質の大きな塊を錘に抱えて飛び込み、すばやく海底に潜っていく。

水はとても温かく澄んでいて、ボートの上からも海底の岩がはっきりと見えていた。水中庭園であるかのように、ばら色のサンゴが枝を伸ばしている。銀色の泡が藻の茂みから立ちのぼり、その間を金色にきらめく小魚が泳いでいる。

潜水役は海底に到着すると体勢を立て直す。そして急いで貝を集め、ベルトの脇の袋に入れた。

ボートの上にいる、引き上げ役のヒューロン族のインディオにも、相棒がロープを手繰りながら体勢を変える姿が、よく見えていた。

と、突然その相棒は、ロープを引っ張りながら足をばたつかせて浮上し、ヒューロンに捕まった。ボートが揺れる。ヒューロンはあわてて相棒を引き上げた。

相棒は、大きく口を開けてぜいぜい言いながら、ボートの底に倒れこんだ。目はまん丸に見開らかれ、全身青ざめ、顔は土気色になっている。

「サメか？」

しかし相棒は、口を利くことすらできないようだ。

何が彼を驚かせたのだろう？　ヒューロンは振り返って、海底を覗き込んだ。

確かに何かがおかしかった。

鷹に追われる小鳥が森の中に逃げ込むように、小魚が密生した藻の中に急いでいる。

突然水中に、深紅色の煙のようなものが立ち上った。煙はピンク色になりながら、ゆっくりと広がっていく。ヒューロンの身の毛がよだった。

暗い影が横切った。サメだ。ゆっくりと身をひねりながら、岩影に姿を消していく。水中の深紅の煙は、海中に流れ出たサメの血だ。

何が起きているのか？

相棒は、まだ大きな口を開けてぜいぜいと息を切らしている。唇を突き出し、言葉を失ったかのように、口をパクパクさせているが、うめき声しか出てこない。

ヒューロンは、急病の相棒をメドゥーサ号に運ぼうと、オールをつかんで急いで漕ぎ出した。

到着早々、船にいた真珠採りたちが、何事かと集まってきて、二人を取り囲む。

「ねえ！」と、若い真珠採りが病人を揺する。「何を怖がってるのか、言ってくれなきゃ、わからないじゃないか」

「あれを見た……。海の悪魔を」

「あれ？　まさか」

「いいから話せ、話すんだ！」と、真珠採りたちがすぐさま叫ぶ。

「サメがいた。サメは私の方にまっすぐ泳いできた。大きな暗い口が迫ってきて、もうおしまいだと思った。けれどあいつがやって来た。俺はあいつが泳いで来るのを見たんだ……」

「別のサメか？」

「悪魔だ！」

「どんな？　頭はあったのか？」

「頭か？　そう、あったような気がする。目は……桶みたいな…」

「目があるなら、頭だってあるさ」若い真珠採りが断言する。

「目のことはわかった。しかし、足はあったのか？」

「足は、カエルみたいだった。指が長くて、爪があって、水かきがあって、緑色だった。体には魚みたいな光る鱗があった。そいつはサメに向かって泳いでくと、輝く前足を突き出した　サメにだ！　すると、サメの腹から血が流れ出した」

「後ろの足はどうなってた」

「後ろ足か」彼は思い出そうとする。「足はまるでなかった。大きな尻尾だ。蛇のようにくねくねした二股の尾だ」

「それでサメと怪物の、どっちを怖がってるんだ」

「もちろん怪物だ」と、彼は即答した。「オレの命を救ってくれたが、怪物は怪物だ」

「もちろんだ。怪物は怪物だ」

「海の悪魔は」と、年配の真珠採りが言った。「貧乏人を助けてくれる海の神様かもしれん」

このニュースは、あっというまに入り江中のボートに広まった。

真珠採りたちは帆船に急ぎ、ボートを船に引き上げると、海の悪魔に助けられた男を取り囲んで質問攻めにした。求められるまま他の者たちに話を繰り返すうちに、彼の話では、怪物は鼻からは赤い炎を出し、歯は鋭く長く、耳は動き、オールような尻尾があることになってしまった。

ズリタも、ソンブレロ帽に白い半ズボン、素足でサンダルをつっかけ、ベルトの上は裸といういでたちで甲板にやってきて、この話を聞いた。そしてよくよく聞いた上で、サメに襲われかけて怖がった男の作り話だと確信した。

(しかし、まったくの作り話ではなさそうだ。誰かがサメの腹を割いた。ピンクに染まった海の水を俺も見た。こいつの話には、真実が含まれている。今までの奇妙な事件と、関係があるに違いないぞ！)

突然聞こえてきた角笛の音によって、ズリタの思考はさえぎられた。

音は雷鳴の轟きのように、メドゥサ号の人々に衝撃を与えた。

皆青ざめ、おしゃべりの声が消える。

迷信におびえる真珠採りたちが、角笛の音がした岬の方を見る。

岬からそう遠くないところで、イルカの群れが海面で遊んでいた。

一頭のイルカが、角笛の音が合図であったかのように群れから離れ、高々と潮を吹きながら岬の向こうに姿を消す。

そして張り詰めた一瞬の後、ふいに岬の向こうからイルカが姿を現した。

姿を消した一瞬の間に、イルカは男が話した通りの『悪魔』を、背に乗せていた。

まるで馬に乗るかのように、『悪魔』はイルカにまたがっている。

体つきは人間のようだが、とてつもなく大きな顔に、自動車のライトのガラスのような目があり、それが太陽を反射して光っている。肌は青っぽい銀色の鱗で覆われ、カエルのように指が長く、その間に水かきのある手は、暗い緑色だ。足の先は水面下にあるので、尾なのか、人間の足のようになっているのかは、わからない。

手には巻貝を持っていた。そして貝を吹き、陽気な笑い声を上げ、突然はっきりとしたスペイン語でこう叫んだ。

「もっと早く、リーディング！」

リーディングはスペイン語ではなく英語で、「先へ」か「前へ」だ。

そして怪物は、イルカのつやつやした背中を、カエルの手で強く叩き、足でわき腹に拍車をかけた。するとイルカは、よい馬のようにスピードを上げた。

真珠採りたちが、ついに悲鳴を上げた。

すると『悪魔』は、トカゲのようにするりとイルカから滑り落ちて、イルカの体の影に隠れてしまった。緑色の手だけが水面に残り、その手がイルカの背中を叩くと、イルカも水中に潜ってしまった。そして『悪魔』とイルカは、ぐるりと水中を先回しながら、岬の向こうへと姿を消した……。

これらの異様な出来事が始まってから一分たらず。ついに見物人たちの心の奥底までに、驚愕が染み渡ったらしい。

真珠採りたちは叫び、甲板を走り、マストの天辺に駆け上がった。インディオたちは、ひざまづいて海の神に許しをこい、若いメキシコ人は、恐怖から逃れようと、メインマストに登って叫び、黒人は船倉の隅に転がり込んで隠れていた。

もう真珠採りどころではない。

ズリタとバルタザールには、メドゥサ号の錨を上げて、北へ戻ることしかできなかった。



三　ズリタの失敗

ズリタは、船室に閉じこもり、水差しの生ぬるい水を頭に注いで、頭をはっきりさせようとした。落ち着いて今起きたことを考えたかった。

(海の怪物が、まっとうなスペイン語を話しやがったぞ！　なぜだ！　イタズラだからか？　それとも俺の妄想か？　いや、妄想ならみんな一緒ってことはない。夢だって、他人と同じ夢を見るなんてことはできないんだ。俺たちはみんな、同じ海の怪物を見た。こいつは間違いなく現実だ。いるはずのないものが、確かにいた。)

彼はもう一度、頭に水をかけて、考えをまとめようとする。

(もしこいつが現実なら、何を意味するんだ？　どうなってるんだ。見たところ水中でも空気中でも生きていられるようだった。そしてスペイン語を話す。つまり、話ができるってことだ。ってことは……。もし俺が怪物を捕まえたら、真珠を採ってくるように、飼いならすことができるってことだ！　船の真珠採りの連中全部を、ヒキガエル一匹と取り替えることができたら、儲かるぞ！　なにせ真珠採りには、採った真珠の四分の一をやらなきゃならんが、ヒキガエルには何もやる必要がない。そうなったら、あっというまに何百万だって稼ぐことができる！)

ズリタには、まだ発見されていない真珠貝の群生地を見つけて、金持ちになるという夢があった。

ペルシャ湾、セイロンの西側、紅海、オーストラリアの領海。有名な真珠の産地は、すでに荒らされてしまっている。なら、トマスやマルガリタ島、メキシコ・カリフォルニア湾には？　今のズリタには、アメリカでもっとも有望なベネズエラの海まで行くことができない。あまりにもこの帆船が古いからだ。スピードも出ないし、真珠採りたちや、必要な物を乗せられるだけの広さもない。大きな船が欲しくても金がない。だからアルゼンチンにいるしかない。

しかし今！　もし今海の悪魔を捕まえることができたら、一年で金持ちになれるだろう。そしてその金を使えば、アメリカへ行くことができる。金が全て導いてくれる。人々はみな、ペドロ・ズリタの名を口にするようになる。

しかしそのためには、注意深くやる必要がある。一番大切なのは、誰にも知られぬうちに行動を起こすことだ。

ズリタはまず甲板に上がると、乗組員を全員集めた。

「海の悪魔のことを話したヤツが、どうなったか知ってるか？　警察にしょっぴかれて、務所入りだ。だから俺はお前らに注意しておく。務所で腐りたくなけりゃあ、忘れるんじゃないぞ。命が惜しけりゃ、悪魔のことは一言も口にするな。わかるな？　生きてお天道様の下を歩きたければ、悪魔のことは一切口にするんじゃない」

こう口止めしはしたが、もしこの出来事が噂になったとしても、あまりにもおとぎ話めいていて、誰も信じはしないだろうとズリタは思った。

次にバルタザールを、自室に呼んだ。そして自分の計画を、彼に話した。

バルタザールはズリタの話をよく聞くと黙り込み、そして答えた。

「いいですな。海の悪魔は、真珠採り何百人分もの価値がある。ヤツを捕まえて使うことができれば、ですがね。しかし、どうやって捕まえるつもりなんです？」

「網だ」

「ヤツは、サメの腹のように、網も切り裂くでしょうなぁ」

「なら金網を使う」

「それで捕まえられますかねぇ？　それに、悪魔のことを他の連中に何って言うんです？　人手を使わないわけにはいきません。けど、いくら金を積んだって、やりたがるモンはいやしませんよ」

「バルタザール、お前はどうなんだ」

バルタザールは、腕を振った。

「海の悪魔を見つけることができたとして、ヤツが肉と骨からできてるんなら、殺すことだってできるでしょうな。けど、ダンナが欲しいのは、生きたままの海の悪魔だ」

「怖くはないのか？　バルタザール、海の悪魔は何者だと思う」

「天駈けるジャガーか、はたまた木に登るサメか。知らない動物は恐いもんです。けれど俺は、恐ろしい動物ほど狩ってみたくなるんでさ」

「よし。報酬はたっぷり出すぞ」

ズリタはバルタザールの手をしっかり握った。

「関係者は少ない方がいい。お前のような、勇敢で賢いアラウカンの男を五人集めてくれ。それ以上はダメだ。船で見つけられなきゃ陸のヤツを入れろ。悪魔の隠れ家は、海岸に近いところにあるはずだ。そこに網をかければうまくいくに違いない」

すぐさま二人は、この計画に取り組んだ。

まずズリタは、蓋のない大きな樽のような金網を手配した。蜘蛛の巣のように広げた麻の網で海の悪魔を絡め取り、金網で捕まえるつもりなのだ。

バルタザールは、メドゥーサ号のアラウカンを二人を、海の悪魔探索に加わるように説得した。そしてブエノスアイレスで三人加えた。

そして、わずかな手がかりでもつかもうと、メドゥーサ号が初めて海の悪魔と遭遇した場所から、探索を始めることにした。

まずメドゥーサ号は、海の悪魔に感づかれないように、入り江から何キロか離れた場所に錨を下ろした。そして、まるでそのために来たかのように漁をしながら、三交代で海岸の岩を注意深く見張った。

その間バルタザールは、捕った魚を付近のインディオの農家に安く売りさばいて住民たちと懇意になり、海の悪魔の噂を聞き出した。それにより彼は、自分たちが正しい場所を探索していると確信した。入り江周辺のインディオたちは、角笛の音をその耳で聞き、砂の上に残された足跡をその目で見ている。話によると、そのかかとは人間によく似ているものの、指はかなり細くて長いらしい。

インディオは、砂浜に寝転がった跡さえ、ときおり目にするという。けれど海の悪魔の実害はないので、このあたりの人々はとっくに海の悪魔について騒ぐのをやめてしまっていた。

そして、そのまま二週間が過ぎたが、魚釣りをしているように見せかけながら、海を見張っていた者たちの前には、海の悪魔は現れず、何の手がかりもつかめなかった。

ズリタは心配になってきた。何も得る物がなく、イライラしてきた。毎日海の悪魔に待たされたあげく、雇っている連中への支払いに、金だけが消えていく。

彼は疑いはじめていた。もし海の悪魔が超自然的な存在なら、彼の網で捕まえることはできないだろう。悪魔に関われば呪われてしまう。

ズリタは迷信深かった。もしそうなら、司祭を呼んでお払いをしてもらわなければならなくなる。そうすると、また余計な出費がかさんでしまう。

彼はこうも考えた。海の悪魔は、人々を驚かすために悪魔に変装した、お調子者の水泳の名人ではないだろうか？　あるいは、お調子者のイルカか？　しかし動物なら、どんな動物でも、飼いならして訓練することができるはずだ。いまさらこの計画を中止することなんて、できるものか。

ズリタは、最初に悪魔を見つけた者への報酬を約束して、あと数日待つことにした。

そして幸運なことに、三週間目に入ると海の悪魔が現れ始めた。

ある夜、バルタザールが翌朝買取人に受け渡す魚をボート一杯に積んだまま、近くの知り合った農家に出かけた。そして戻って来ると、ボートが空になっていた。すぐに彼は、海の悪魔の仕業に違いないと合点したが、驚きもした。

「しかしヤツは、こんなにもの沢山の魚を、本当にむさぼり喰うのか？」

同じ夜、見張りは入り江の南方から聞こえてくる角笛の音に気がついた。

その二日後の早朝、見張りの若者が、ついに海の悪魔を見た。

悪魔はイルカには乗っていなかったが、イルカのヒレを持って一緒に泳いでいた。そして悪魔は切り立った岬の近くでイルカの体を叩くと水中に潜ってしまい、イルカは水面を泳いでいなくなった。

ズリタは見張りに報酬を約束してから、こう言った。

「海の悪魔は、昼間はほとんど出てこないようだ。だから、入り江の底を見てこなきゃならん。誰がやる？」

しかし誰も、どんな危険が待っているかわからない海底に潜りたがりはしなかった。

「俺が行く！」

バルタザールが前に出て、ただこう言った。

メドゥーサ号に見張りを残して、ボートで岬に移動した。

バルタザールは、ロープを身に結び、襲われる危険に備えてナイフを手に持ち、足の間に石を挟んで、海の底へと潜っていった。

アラウカンたちは、はらはらしながら、崖の影の下の青い海底でちらちらと動く点を凝視し、戻ってくるのを待っていた。

四十秒、五十秒、一分。バルタザールは、戻ってこない。

ついに合図があり、バルタザールはロープで引き上げられた。

バルタザールは、息を整えてから言った。

「陸の方に続いている狭い洞窟があったよ。まるサメの腹の中のように真っ暗で、壁が滑らかな洞窟さ。海の悪魔がいるとしたら、ここに違いないね」

「そいつはすごい」と、ズリタは叫んだ。「そんなに暗いなら、好都合だ！　網を仕掛けるのにちょうどいい！　小魚がかかるぞ」

日没のすぐ後で、アラウカンたちは洞窟の入り口に、丈夫なロープで金網を仕掛けた。

バルタザールは、ちょっとでも何か掛かったら鳴るように、そのロープの端に鐘を取りつけた。

ズリタとバルタザールと五人のアラウカンたちは、その上の陸で静かに座り、敵を待ち構えた。

帆船には、誰も残らなかった。

あっというまに真っ暗になった。

月が昇り、月明かりが海に映った。

静かだった。

異常な胸騒ぎが、全てを包んだ。

多分、今夜彼らは、真珠取りと漁師たちを恐れさせた、その正体を目にするだろう。

夜の時はゆっくりと流れていく。

みな、いつしか居眠りを初めていた。

突如、鐘が鳴り始めた。

アラウカンたちが飛び起きてロープを掴み、網を上げ始める。

重かった。

ロープが震えている。

誰かが網の中で、暴れているのだ。

網が海面に現れた。月の明かりの中で、半人半獣の怪物が暴れていた。

月明かりを反射して、巨大な目が銀色に輝いている。

網に絡まった手を引き抜こうと、海の悪魔はじたばたしていた。そしてついに、手を引き抜くと、腿の薄いベルトからナイフを抜いて、網を切り始めた。

「金網が切れるものか。お前は囚われの身だ！」

バルタザールが、獲物から目を離すことなく、静かに言った。

しかし、驚くことに、ナイフは金網を切り開き始めた。

海の悪魔は器用にその穴を広げ、狩人たちは急いで網を引き上げる。

「もっと力を入れろ！　それ、それ！」

バルタザールは叫んでいた。

しかし、そのとき、ついに脱出口が完成した。海の悪魔はその切り口に飛び込み、水しぶきを上げて、深みへと姿を消した。

必死に引き上げていた狩人たちから力が抜けて、網が落ちる。

「なんてナイフだ！　金網を切りやがった！」バルタザールが、ため息をついた。「水の中の鍛冶屋は、ワシらの鍛冶屋より、腕がいいらしい」

ズリタは頭を下げ、全財産が沈んでいるかのように、海を覗き込んだ。それから顔をあげるとモジャモジャした髭をかきむしり、足を踏み鳴らした。

「まだだ、まだだ！　お前の洞窟で死ぬことになろうと、あきらめはせんぞ。戻ってくるからな！　金は惜しまん。潜水夫を雇い、入り江に網と罠を張り巡らせ、絶対に捕まえてやる！」

彼は無鉄砲で、頑固で、執念深かった。

ズリタの中で、先祖から伝わるスペイン人の、征服者の血が騒いでいた。

海の悪魔は、超自然的な全能の存在ではないことを証明した。バルタザールが話した通り、ヤツは骨と肉からできている。なら、海の底からズリタの富を取ってこさせるために、捕まえることができるということだ。

海の悪魔が三又の槍を持った海の神に守られているとしても、バルタザールなら必ず捕まえることだろう。



四　サルバトール博士

ズリタはすぐさま実行した。

入り江全体に、もつれたロープのついた網の罠を仕掛けたのだ。

しかし、目当ての怪物は地にでも潜ったのか、掛かるのは魚ばかり。海の悪魔は、まるで姿を見せなかった。

例のイルカも、その奇妙な友人を探して、入り江をいったり来たりしているけれど、やはり無駄足を踏んでいるようだ。イルカは、友達が来ないのを怒ったかのように、最後に潮を噴くと、入り江の外に泳いでいった。

天候が崩れてきた。東からの風が波を立て、入り江の底から舞い上がった砂で海が濁り、高い波が水面を覆い、誰も海の中を見ることができなくなった。

ズリタは海岸に立って、押し寄せる波を眺めていた。轟音を立てる滝のように、次々と大波が押し寄せて、ズリタの足元にも砂や小石や貝殻が転がってくる。

「あきらめやしないからな」と、ズリタは自分に言い聞かせた。

「別の方法を考えなきゃならん。海の悪魔が海底から動かないってなら、やることは決まってる。こっちから出向いてやらなきゃならん！」

そしてズリタは、やり方を変えると言って、バルタザールを呼んだ。

「すぐにブエノスアイレスへ行って、酸素ボンベのついた潜水具を２つ手配してこい。空気を送り込むホースがついている普通のヤツじゃないぞ。海の悪魔はホースを切っちまうからな。そういうヤツじゃ海の底から戻れんぞ。あと、水中ランプも忘れちゃならん」

「海の悪魔のところに、お客に行こうっていうんですか」

「頼んだぞ、バルタザール」

「あんたとは、長い付き合いですからねぇ」

バルタザールは、首を傾げてうなずいた。

そして潜水具とランプと、複雑に曲がりくねった青銅色のナイフを手に入れて戻ってきた。

「こういう物は、もう今じゃ作り方もわかりませんが」と、バルタザールはそれを見せた。「こいつはアラウカンの古代のナイフでさぁ。ワシのひいじいさまが、あんたのひいじいさまの腹をかっさばいたかもしれませんが、あんたを裏切りゃしませんよ」

「まぁ、いいナイフではあるな」

ズリタは嫌そうな顔をしつつも、ナイフを認めた。

　

翌日、波は高かったけれど、夜が明けるとズリタとバルタザールは、潜水具を身に着けた。そして入り口に仕掛けた罠を苦労してどかし、狭い水中洞窟に潜り込んだ。

完全な暗闇が、あたりを包む。

バルタザールがナイフを鞘から抜くと、ランプを灯した。

小魚たちが驚いて逃げ出し、それから光に集まる虫のように、その青白いランプに寄ってきたので、ズリタは手を振って、鱗をきらめかせる小魚たちを追い払った。

洞窟の内部は、十分に広かった。

高さは４メートル以上もあり、幅はその５倍か６倍はある。

洞窟は空っぽで、荒れた海や大きな魚から隠れている小魚の他は、何も棲んでいないようだ。

ズリタとバルタザールは、注意深く奥へと進んだ。

洞窟は、次第に狭くなってくる。

そしてズリタは驚いて動きを止めた。

ライトに照らし出されているのは、太い鉄格子だった。

ズリタは、自分の目が信じられなかった。手で鉄格子を引っ張ってみたが、まるで開かない。ランプを近づけ、鉄格子は洞窟の内側の壁に、しっかりとボルトで止められていることを、確かめた。

これは新しい謎だった。

海の悪魔に、イルカを飼いならしたり、金網から抜け出したりするような知能があることは、わかっている。

その上、海の底にある棲家を守るために、丈夫な鉄の障害を作ることができるらしい。

しかし、そんなはずはない！　水中で鉄を鋳造することなど、できるはずがないのだ。

つまりそれは、海の悪魔は水中に棲んでいるとしても、同じぐらい長く水から出て、地上にいられるということだ。

ズリタは、それから数分間水中にいたが、酸素がなくなってきたのか、こめかみがじんじんとしてきたので、バルタザールに合図して、水中洞窟を後にして水面に出ると、船で待っていたアラウカンたちが、無事に探索を終えて戻ってきたことを大喜びした。

潜水帽を取って一息つけると、ズリタはバルタザールに相談した。

「おい、どう思う」

バルタザールは、手を上げた。

「鉄格子をダイナマイトでぶっこわさないかぎり、どれだけ待ったって無駄でしょうな。あそこには魚がたくさんいる。腹を減らして出てくることなど、ありゃしやせん」

「それよりバルタザール。他にも入り口があるとは思わないか？　ひとつは入り江。ひとつはどこか別の場所。たとえば地面の上……」

バルタザールは思いつきもしていなかった。

「バルタザール、こいつを考えて見る必要があると思わないか？　俺たちはもっとまわりを見て、そのことに早く気づくべきだったんだ」

そして彼らは、海岸を調べることにした。

　

すぐにズリタは、海岸沿いの１０ヘクタールはありそうな広い地域が、高い壁に囲まれていることに気がついた。壁の周囲を一回りしたが、内側に蓋のあるのぞき穴のある分厚い鉄板の扉がついた門がひとつあるきりだ。

(まるで刑務所か要塞じゃないか。)と、ズリタはいぶかしんだ。(農夫はこんなに厚くて高い壁なんか作らないし、中が見えるような隙間ひとつないなんて、おかしすぎる。まわりは人っ子一人いない荒野で、棘だらけの藪とサボテンしかないってのに。それに、まさにあの入り江の真上だぞ。)

それから何日か、ズリタはこの壁の門のところに毎日行っては、長い時間見張ってみた。けれど門が開くことはなく、誰も通らないし、何の音も聞こえてこない。

ズリタはメドゥーサ号に戻って、バルタザールに尋ねてみた。

「入り江の上の要塞に、誰が住んでいるか知ってるか」

「あぁ、地元のインディオから聞いてますよ。サルバトール博士だそうで」

「そりゃあ何者だ？」

「神様」

ズリタは驚いて、黒くて太い眉をしかめた。

「バルタザール、冗談を言うな」

老インディオは、真顔のままだ。

「聞いた話を、そのまま話してるんですよ。このあたりのインディオは、サルバトール博士のことを、『神様』とか『救い主』とか呼んでるんでさ」

「そいつは何から……そいつらを救うんだ」

「死。

サルバトール博士は、奇跡を起こす。指先で生死をあやつり、足の曲がった者にはまっとうな足を与え、目の見えない者には鷲のように鋭い目を与え、さらには死人をも生き返らせる」

「こんちくしょう！」

もじゃもじゃしたヒゲを指でしごきながら、ズリタがつぶやく。

「海の悪魔がいる入り江の上に、神がいる……。バルタザール、悪魔と神は、関係あるとは思わないか？」

「ワシに何か言わせてもらえるなら、奇跡で頭ん中をどろどろのミルクにされて、まともに考えられなくなる前に、ここをさっさと引き上げるべきですな」

「実際に、サルバトール博士に治療されたヤツと会ったのか？」

「ええ、会いましたとも。野生馬みたいに走れるヤツが、ダメにした足をサルバトール博士に治してもらったと、ワシに教えてくれましたよ。

それに生き返らせてもらったというヤツもいた。頭が割れて脳みそがはみだして、冷たくなって博士のところに担ぎこまれて、で、元気になって戻ってきて、今じゃ結婚もして子供も生まれたんですとさ」

「サルバトール博士は、誰でも診てくれるのか？」

「インディオだけですよ。アタカマやアスンシオン砂漠、ファゴ諸島、それからアマゾン、インディオならどこから来ても診るらしい」

ズリタはこの話を聞くと、一旦ブエノスアイレスに戻って、街の医者たちに聞いて回った。

どうやら博士は、天才的な外科医ではあるものの、かなりの変わり者であるらしい。

年配の新聞記者や科学者たちは、サルバトール博士の名前を、よく知っていた。アメリカでは、斬新な外科手術をすることで、有名だったそうだ。

医者の誰もがサジを投げるような絶望的な状況の仕事を頼まれても、決して断ることはなく、勇気と機知に富んだ高い処理能力は無限であるかのようだったという。

第一次世界大戦では、フランス前線において、ほとんど全ての脳外科手術を一手に引き受け、何千人もの命を救ったらしい。

戦争が終わり、故国アルゼンチンに帰郷したときには、医者としての仕事と遺産で、サルバトール博士はひとかどの富豪になっていたそうだ。

そしてブエノスアイレスからさほど遠くないこの土地を買い入れて、巨大な壁でそれを囲み、その中に落ち着いてしまった。

今や彼は研究に没頭し、インディオだけを治療して、神と呼ばれている。

現在サルバトール博士の広大な敷地がある場所には、戦前から石の壁に囲まれた彼の小さな家と果樹園があり、博士が前線に行っている間も、黒人と何匹もの大きな犬によって管理されていたそうだ。

近頃は、大学時代の僚友とすら会おうとしないほど、人を遠ざけているという。

これらのことを調べ上げると、ズリタは心を決めた。

(サルバトールが医者ならば、病人を診ないということは無いはずだ。俺が患者のふりをして、サルバトール博士のところにもぐりこみ、秘密をあばいてやろう。)

ズリタはサルバトール博士の敷地を守っている壁へ向かい、鉄の扉を叩き始めた。しかし、長い間叩き続けても扉は開かなかった。

怒ったズリタは、大きな石を拾って、死者をも目覚めよとばかりに扉に叩きつけ始めた。

やがて犬が吠え始め、最後には扉ののぞき窓が、わずかに開いた。

「何か用か」

訛ったスペイン語で、誰かが尋ねた。

「患者だ。すぐに診てくれ」と、ズリタが答える。

「患者はそんなふうには叩かない」と、のぞき窓の向こうの、穏やかな目の持ち主は、静かに言った。

「博士は診ない」

「患者を診ないってのか！」と、ズリタが怒鳴る。

しかしのぞき穴は、すでに閉まっていた。

聞こえるのは、犬が吠える声だけだ。

ズリタはしばらく罵って、メドゥーサ号に戻って考えた。

(ブエノスアイレスに戻ってから、サルバトール博士に文句でも伝えるか。いや、それじゃなんの解決にもなりゃしない。)

ズリタは怒りで震えていた。

彼の黒い口ひげは引っ張られて、気圧計の下がった針が嵐の到来を伝えるごとく、彼のイライラをあらわしている。

しかし次第に落ち着いて、次に何をすべきか考えはじめた。

それにつれ、ヒゲは日焼けした茶色の指でくしけずられ、落ち着いていく。

彼の気圧計の針が、上がってきた。

ズリタは、甲板にいる者たちの予想に反して、錨を上げてブエノスアイレスへ向かえと命令した。

「そいつはいいですな」と言ったバルタザールに、ズリタはこう答えた。

「いいものか！　どれだけ無駄にしたと思ってるんだ！　神も悪魔も呪われてしまうがいい！」



五　病気の孫娘

太陽が、情け容赦なく照りつけていた。

麦やトウモロコシやオート麦の畑にそった埃だらけの道を、やせ衰えた身をボロ着に包んだ老インディオが歩いている。

彼は、日差しから守るように古い毛布に包んだ、病気の子どもを抱きかかえていた。

半ば目を閉じた子どもの首には、巨大な腫瘍が取りついている。

時おり老人がつまづくと、子どもはしわがれ声でうめき、わずかに瞼を開く。

老人は立ち止まり、子どもにやさしく息を吹きかけた。

「どうかたどり着くまでは、生きていますように！」

そして再び、急ぎ足で歩き出す。

鉄の扉に到着すると、子どもを左手に抱いて、鉄の扉を四度叩いた。

のぞき窓が少しだけ開き、誰かの目が覗く。

掛け金がきしむ音がして扉が開いた。

老インディオは、恐る恐る中に入る。

そこには白衣を着た、縮れた白髪の、年老いた黒人が立っている。

「病気の子どもを診て欲しいんです……」　

黒人は無言でうなずき、扉を閉ざして、ついてこいと身振りで示した。

老インディオは、あたりを見回す。そこは、石畳に舗装された、小さな裁判所のような場所だった。そして壁の内側にもさらに壁がある。この裁判所は、二つ目の壁によって、さらに内側から隔てられている。

壁と壁の間には、青々と草が茂っている。すみには大きな窓のある白い建物もある。

地面にインディオたちが、男と、女と、たくさんの子どもたちが座り込んでいた。

子どもたちはまったく健康そうで、何人かは貝殻を使って、静かに「奇数か偶数か」遊びをしている。

白髪の黒人は、老インディオに、子どもたちの後ろで静かに待つようにと言った。

老インディオは家の影にそっとすわり、子どもを降ろして覗き込んだ。

近くに座っていた、足の張れたインディオの老女が、一緒に子どもを覗き込む。

「娘さんかい？」

「孫娘でさ」

老女はうなずいた。

「あんたの孫娘は、沼地の精に取りつかれたんだ。でも先生は、邪悪な精よりもずっと強い。沼地の精を追い払われ、あんたの孫娘はきっと元気になるよ」

老インディオは、黙ってうなずいた。

患者を見回っていた黒人にまねかれた。老インディオと子どもは石畳の広場から、大きな部屋に入る。

そこは白いシーツで覆われた、狭くて長いテーブルのある部屋だった。

奥にある曇りガラスの扉を開け、陰気な顔つきのサルバトール博士がやってきた。背が高く、肩幅が広く、白衣を着ている。黒い眉毛と睫毛のほかは、サルバトール博士の頭には髭一本なかった。見たところ、日焼けした頭は、絶えず剃られているようだ。厳しい鋭い顎と薄い唇の中で、カラスのような大きな鼻が目立っている。

冷静なはしばみ色の目に見られるうちに、老インディオは、まるで自分が自分でなくなっていくような感じがした。彼はゆっくりと腰を曲げて、博士に挨拶をした。

サルバトール博士は、自身に満ちた手で、素早く、そして注意深く、老インディオの手から病気の女の子を抱き上げると、子どもを包んでいたボロきれを、部屋の隅の箱に放り込んだ。

それを老インディオが拾おうとすると、サルバトール博士はきっぱりと制止した。

「離れなさい。触ってはいかん！」

そしてテーブルの上に女の子を置くと、その上に覆い被さった。

老インディオは、その横顔を見て、コンドルが小鳥を襲っているようだと思った。

サルバトール博士は、指先で子どもの喉の腫瘍を調べ始めた。

この指は、またも老インディオを驚かせた。

指は長くて、異様に思えるほど、よく動いた。その関節は、まるで上下左右自在に曲げられているかのようだった。

老インディオは、恐れる気持ちを抑えつけた。

「こいつは見事だな」

サルバトール博士は、まるで賞賛するように、腫瘍に触っている。

診察が終わると、サルバトール博士は老インディオに顔を向けた。

「今日は新月だ。次の新月は、元気になったこの子を返そう」

そして子どもを患者用の担架に乗せると、ガラスの扉の向こうへと連れていった。

黒人が次の患者、足を患った老女を部屋に案内して来た。

老インディオは、すでに閉じられた曇りガラスの向こうにいるはずのサルバトール博士に、深々と頭を下げて帰っていった。

　

きっかり二十八日が過ぎ、老インディオの目の前で、同じガラスの扉が開かれた。

薔薇色の頬をした元気な女の子が、扉の向こうに立っていた。

そして、祖父を見て怯えた素振りを見せた。

しかし老インディオは急いで女の子の手を握り、キスをして、喉を見た。

腫瘍は、その跡すら残っていない。ただほとんどわからない、小さな赤みがかった傷が、その痕跡をわずかに思わせるだけである。

女の子は、その手で祖父を遠ざけようとしていた。そしてキスされ、そのチクチクとした髭に刺されると、ついに泣き出してしまった。老インディオは、抱き上げようとしていた女の子を床に降ろすしかなくなった。

女の子の後ろから、サルバトール博士がやってきた。

今日の博士は微笑んでいて、女の子の頭をぽんぽんと叩いて慰める。

「さぁ、お前の孫娘を連れて行きなさい。もう数時間連れてくるのが遅かったら、危なかったぞ」

老インディオは顔をしわくちゃに歪め、唇をひきつらせた。その目は涙で覆われている。そしてもう一度無理やり女の子を抱きしめると、サルバトール博士の膝にすがりついた。

「あっしの孫娘の命のお礼に、どうかこの貧しいインディオの、命をお受けくださいやすでしょうか？」

「お前の命をか？」

サルバトール博士は、驚いたようだった。

「あっしは年寄りですが、まだ力はございます」と、老インディオはすがりついている。「あっしはこの子を母親に……あっしの娘のところに送ってから、先生様のところにもどりやす。あっしはこの命の残りを、恩人である先生様のために使いたいのでございやす。あっしは犬のように役にたちやす。どうか断らないでくださいやし」

サルバトール博士は、考えた。新しい使用人を雇うのは嫌だった。雇うなら黒人の方がいいと思っていた。しかし、この老人に問題はなさそうだったし、仕事は山積みで、ジムは庭を管理しきれなくなっている。このインディオは、ジムの助手にちょうどいい。

「よし。命を私にくれるという、お前の好意を受け取ろう。で、いつから来てくれるのかね？」

老インディオは、サルバトール博士の白衣の裾にキスをしている。

「一ヶ月の四分の一が終わるまでに、ここに戻ってきます」

「名前はなんだね」

「あっしですか？　クリスト。クリストーバルです」

「ではクリスト、行きなさい。私は待っているよ」

クリストは、もう一度女の子を抱き上げた。

「さあ、一緒に行こう」

女の子は再び泣き出して、クリストは急いで出ていった。



六　脅威の庭

一週間後、クリストが戻ってくると、サルバトール博士はじっくりと彼を見ながらこう言った。

「クリスト、よく聞きなさい。私はお前を雇い、食事と賃金を与えよう」

クリストは慌てて手を振った。

「あっしは先生様のお役に立つことができさえすれば、他に何もいりやせん」

「黙って聞きなさい」と、サルバトール博士は先を続けた。「ただし、一つ守って欲しいことがある。お前がここで見たことについて、口をつぐんでもらいたい」

「一言でも話しそうになりやしたら、あっしは自分で舌を切って、犬にくれてやりやすとも」

「そうしないですむようにな」と、サルバトール博士は警告し、そして白衣の黒人を呼んだ。「彼を庭のジムの所に連れて行きなさい」

黒人は無言で頭を下げると、クリストを白い建物から連れ出すと、裁判所のような建物に入り、第二の壁の鉄の扉を叩いた。

扉はきしみながらゆっくりと開き、犬の吠える声が聞こえた。

黒人は、しわがれ声で中にいる別の黒人を呼び、クリストを扉の中に押し込んだ。

クリストは、恐ろしさのあまり、すでに閉まっていた扉まで後ずさりした。

目の前で、黄褐色と黒の毛皮の、見たこともない獣が吠えていた。

もしクリストが、パンパス草原でそいつを見たなら、ジャガーだと思っただろう。けれどその獣は犬のように吠え、走っていた。

しかし今のクリストにとって、その動物が何であり、どんな攻撃をしてくるかなど、大事なことではなかった。とにかく近くの木に走り、急いで登り始める。

黒人が、犬たちに、怒ったコブラのようにシーッと言うと、犬たちはすぐ静かになった。吠えるのを止め、黒人の足元に伏せ、細長い足を投げ出したまま、なおクリストを疑いの目で睨みつけている。

黒人は、クリストが登った木の下に来ると、もう一度シーッと言い、降りて来いとインディオに手を振った。

クリストは、木の上から聞いた。

「なんで蛇みたいにシーッって言うんだい？　舌が無いのかい？」

黒人は何も言わなかったが、怒っているようだ。

(たぶん、話せないんだ。)そして彼は、サルバトール博士の警告を思い出した。(サルバトール博士は、本当に秘密を喋った使用人の舌を切っちまうんだろうか。)

クリストは、突然登っている木が心もとなくなり、壁を見た。飛び移ることはできそうにない。しかし黒人は木に近づいて、彼の足をつかむと、気短に彼を引っ張った。

考える暇もなくクリストは木から飛び降りさせられた。

(「地獄に行ったら、悪魔とだって仲良くしろ」って言うからな)

彼は黒人に手を差し出した。そして親しみを込めて微笑んだ。

「ジムかい？」

黒人は、うなずいた。

「声が出せないのかい？」

黒人は何も答えない。

「話せないのかい？」

黒人は無視している。

(口の中を見てみたいもんだ。)

クリストは、身振り手振りで話し掛けたが、それでもジムは相手にせず、クリストの手を取ると、赤い獣の前に差し出させて舌打ちした。

獣は手の匂いをくんくんと嗅ぐと静かに立ち去ったので、クリストは少しほっとした。

ジムはクリストに、ついて来いと身振りした。どうやら庭を案内すると言っているらしい。

庭には緑があふれ、石畳と息苦しい裁判所のような建物の後では、それが心地よかった。庭は東の海岸の方に伸び、次第に下り坂になっていた。赤みがかった貝殻が敷いてある道が、四方に伸びている。道の近くには、変わったサボテンや、肉厚で薄青緑のリュウゼツランが栽培されている。このあたりの人々にとって、繊維で布を織ったり、飲み物となったりする、貴重な植物だ。

どこもかしこも緑に覆われ、果樹園では桃とオリーブが混在して、厚い下草に影を落としている。その緑のあちこちで、白い石でできた池が輝き、散水機が空気を湿らせている。

庭は、こちらをうかがい見る動物と、耳障りな鳥たちのかなきり声、そしてさえずり歌う声に満ちていた。しかしクリストは、あの妙な獣の住処であるこの庭の、珍しい動物など、見たくもなかった。

確かにこの庭には、見たこともないような動物たちでいっぱいだった。

道を横切っていく青銅色のトカゲには、足が六本あった。

木の枝から二つ頭の蛇が顔を出す。クリストは驚いて、シューシュー言っている二つ頭の爬虫類の赤い口から逃れようと、横に飛んだ。しかしジムが大きくシッと言うと、蛇は頭を振って木の枝から落ち、草むらの中に姿を消した。

金網の中からクリストをブーブーと見上げた子豚には、額の真ん中にある大きな目がひとつあるきりだ。

二匹の白ネズミは胴体がくっついていて、二つ頭で八本足の怪物のように動いていた。左右のネズミはチューチュー言いながら別々の方向に向かおうとし、それには右のネズミが勝っているようだ。

その近くでも胴体がくっついたシャム双生児の羊が牧草を食べている。彼らはネズミのようにケンカしていない。見たところ羊たちは完全に一匹として存在しているかのようだ。

次に見たものは、特にクリストを驚かせた。

それは毛のない裸の犬で、その胴から小さな猿の上半身が生えていた。

犬はクリストに近づいて尻尾を振った。猿は犬の背中をたたきながら、クリストを見ていた。そして一緒に鳴いた。

彼がポケットから砂糖のカケラを取り出して、小さな猿に差し出すと、ジムがその手をつかみ「シッシッ」と言った。

ジムが、小さな猿には食べ物を与えてはいけないと身振りで説明しているうちに、オウムの頭をしたスズメが飛んできて、クリストの指先から砂糖のカケラをついばむと、藪の中に逃げ込んでいった。

向こうの牧草地で、雄牛と一緒にいる馬がモーと鳴いた。

二匹のラマが、馬の尻尾をふりながら駈けていった。

木の枝から、藪の中から、クリストの頭上から、奇妙な爬虫類、猫のあまたを持つ犬。雄鶏の頭を持つ鵞鳥、角のある猪、鷲の嘴をもった駝鳥、ピューマと一体になた雄牛が姿を現す。

クリストは、自分がおかしくなったような気がしてきた。

噴水の冷たい水に頭を突っ込んで顔を洗ったが、何の助けにもならなかった。池には、魚の頭とエラを持つ蛇、トカゲのように長い体にカエルの足がある巨大なヒキガエルがいたからだ。クリストは、じぶんが元の世界に戻れるかどうか疑った。

ジムは、クリストを、椰子に囲まれたムーア様式の白い大理石の別荘が建ち並ぶ、砂地の広場に連れていった。

椰子の並木の向こうに門があり、イルカの形の銅の噴水が、金魚が遊ぶ透明な池にそそいでいた。

正面玄関の前にある、もっとも大きな噴水は、神話上のトリトン……ギリシャ神話に登場する海の波の神であるトリトンと同じように、イルカに乗って法螺貝を口に当てた青年に模されていた。

いくつかの住宅と、その背後にある棘だらけのサボテンの茂みの向こうに、白い壁があった。

(また壁だ！)

ジムは、小さくて涼しい部屋にクリストを案内し、身振りでここが彼の部屋だと示すと、彼を残して出ていった。



七　第三の壁

クリストは、次第にこの未知の、異様でいてなおかつ平和な環境に、慣れていった。

庭にいる動物たちは、鳥も爬虫類もよく馴れていて、彼はその中の何匹かと仲良くなりさえした。

初めて庭に入った時に彼を驚かせたジャガーの毛皮を持つ犬は、今では彼の手を舐め、後をついて歩き、踵にじゃれつくようになった。ラマは彼が手に持ったパンを食べるし、オームは腕に飛び乗ってくる。

庭と動物たちは、ジムと十二人の無愛想で寡黙な黒人たちによって管理されていた。みな無言で仕事をし、互いに話すことすらないようだった。

ジムが、彼らの仕事を管理していた。黒人たちに仕事を割り振り、監視した。

クリストは、彼自身も驚いたことに、ジムの助手に任命された。彼の仕事はそんなに多くはなく、危険でもなく、食事は充分に提供され、そのことには不満はなかった。

ただ黒人たちの不吉な沈黙だけが、彼を不安にさせた。

クリストは、最初彼らがサルバトール博士に舌を切り取られたのだと、思い込んでいた。だから博士に呼ばれるたびに、自分の舌が切り取られる番がやってきたのではないかと怯えていた。

しかしその心配もまもなく消えた。

ジムがオリーブの木陰で昼寝していたとき、クリストは注意深く彼の口の中を覗き込み、舌があることを確かめることができたからだ。それでやっと、少しばかり彼は落ち着くことができたのだ。

日中、サルバトール博士は、厳密なスケジュール通りに行動した。朝の七時から九時までは、病気のインディオたちを診察した。九時から十一時までは別棟の実験室で彼らを手術するか、研究のために動物を手術した。動物は観察された後、庭に放された。

クリストは掃除のために、この実験室に入ったことがある。

しかし、そこで目にしたものには心底驚いた。

ガラスの入れ物の中で、心臓が鼓動していた。切り離された腕や足が生きていた。

サルバトール博士は、病気の部分を切り離して治療し、後で元通りに戻すのだ。

クリストは、恐怖のあまり逃げ出して、それからは庭のおかしな動物たちと一緒にいる方が好きになったのだ。

彼はサルバトール博士に信頼されつつあったが、三番目の壁の向こうに入れてもらえることはなかった。だからこそ、気になってしかたがないのだ。

ある日の昼、休憩時間にみんなが昼寝をしているときに、クリストは三番目の壁に近づいて耳を澄ませた。壁の向こうから、子どもたちの声が聞こえてくる。インディオの言葉だ。しかし、時々子どもたちの声にまじって、甲高い声で叫ぶわけのわからない言葉が聞こえてきた。

後日、サルバトール博士が、クリストのところにやってきた。そして彼の目をまっすぐ見据えて言った。

「クリスト、私のところで仕事をするようになってから、一ヶ月が過ぎた。私はお前に満足している。実は下の庭の者が一人病気になってね、そこでお前に代わってもらおうと思う。ただし、お前はそこで見たこともない物をたくさん見るだろう。もし口の中に舌を収めておきたいと思うなら、私たちの約束を思い出すことだ」

「無口な連中と一緒にいる間に、もう喋り方なんぞ、ほとんど忘れちまいましたよ」

「よろしい。沈黙は金だ。口を告ぐむなら、お前は金を、ペソを得るだろう。二週間、足を傷めた者の代わりをしてもらう。話は変わるが、アンデスには詳しいかね？」

「あっしは山育ちでさぁ」

「それは都合がいい。近々新しい動物や鳥を補充しに行くから、お前にも連れて行くことにしよう。それはそれとして、今はすぐに新しい仕事に取り掛かりなさい」

そしてクリストはジムに案内されて、下の庭へと連れていかれた。

彼はもう充分驚いていたつもりだったが、下の庭で見たものは、予想をはるかに越えていた。

そこには日当たりの良い広い草原があり、裸の子どもたちが猿と遊んでいた。各地のインディオの子どもたちで、一番小さい子が三歳ぐらい、大きな子どもが十二歳ぐらい。みなサルバトール博士の患者で、大手術を受けて命をとりとめて、この庭で走ったり遊んだりしながら、家に帰ることができるほど体力をつけている。そして回復したころに、親たちが迎えに来るのだ。

子どもたちと一緒にいるのは、毛と尻尾のない猿だ。

驚くべきは、へたくそながら、猿たちが口を利くということだ。大半はへただが、中には上手に喋る猿もいる。彼らは甲高いキーキー声によって、猿どうしや子どもたちと、言い争っている。猿は子どもたちよりも、猿同士で言い争う傾向にあるらしい。しかし仲はよさそうだ。

一瞬クリストは、猿と人との区別がつかなくなりそうな気分になった。

他より狭いこの庭にも果樹園があり、そして立ち上がった垂直な壁に突き当たって終わっている。クリストは、すぐにその崖の向こうに海があることに気がついた。波の音が、この壁の向こうから聞こえてくる。

クリストは数日間調べて、この崖が人工的なものであることを突き止めた。厚い藤の蔦に覆われたその下に、見分けをつけにくくするために崖と同じ灰色に塗られた、鉄の扉を見つけたのだ。

クリストは扉の前で耳を澄ませた。聞こえてくるのは磯波の唸りだけだ。この小さな扉は、どこへ通じているのだろうか？　海辺だろうか。

突然興奮した、子どもたちの声が上がった。子どもたちは、空を見上げている。その視線を追って見上げたクリストの頭上を、ゆっくりと庭を横切りながら、赤い風船が飛んでいく。風船は風に運ばれて、海の方へと飛ばされていった。

庭の上を横切った風船は、クリストをうろたえさせ、落ち着きを失わせた。そして彼は、足を傷めた使用人が戻ってくると、すぐにサルバトール博士に会いに行った。

「先生！　アンデスに行くんなら、ずいぶん長い間になりまさぁ。その前に、あっしを、娘と孫娘の顔を見に行かせてやってくだせぇ」

サルバトール博士は、使用人がこの刑務所のような場所から出歩るくことに、よい顔をしなかった。誰にも会って欲しくないと思っていた。

クリストは、無愛想なサルバトール博士の視線を、じっと見返しながら返事を待った。そのクリストの冷静な様子は、サルバトール博士によく似ていた。

「舌の約束を忘れるんじゃないぞ！　三日後に戻りなさい。ちょっと待っていなさい！」

サルバトール博士は部屋を出て、金貨の入ったセーム皮の袋を持って戻ってきた。

「これはお前の孫娘と、そしてお前の沈黙のために、持って行くがいい」



八　襲撃

「バルタザール。今日のうちに来なけりゃ、お前とは縁を切って、もっとマシで信用できるヤツと組むからな」

ズリタはそう言いながら、もじゃもじゃ髭を気短に掻き毟っている。彼は白い背広にパマナ帽といったいでたちで、バルタザールを引き連れて、ブエノスアイレスの外れのパンパス草原にやって来た。

バルタザールは開襟シャツに濃紺の縞ズボン。黙って道端に座り込み、乾いた土から枯れ草を毟っている。

彼はサルバトール博士の調査に、兄のクリストを潜入させたことを、後悔し始めていた。

クリストは、バルタザールよりも十歳年上だったが、年にもかかわらず元気で、起用で、パンパスの猫のように抜け目がない。しかも、まるで信用できない。

以前彼は畑仕事をしていたが、すぐにそれに退屈し放り出してしまった。そして手に持つペポカボチャをワインに換え、港で酒場を始めたものの、まるでうまくいかず、最近はずる賢く、詐欺まがいのことばかりやっている。

スパイにはもってこいだが、自分の利益のためなら兄弟でも裏切りかねず、信用することなどかなわない。それをよく知っているからこそ、バルタザールはズリタ以上に心配しており、無言で肩をすくめて見せることしかできなかった。

「クリストは、お前が飛ばした風船を見たと思うか？」

バルタザールは投げやりに腕を振って見せた。正直いって、この計画を放り出し、家に帰って冷たい水で割ったワインで喉を潤し、眠りたかった。

小山の向こうに日が落ちかけて、舞い上がった塵を照らし出した時、長い口笛の音がした。

バルタザールが顔を上げる。

「やっと来たか！」

「長いこと待たせやがって！」と、ズリタは不満そうだ。

クリストは、すたすたと歩いてやって来た。そこには痩せ衰えたインディオの老人の面影は、まるでない。そしてもう一度口笛を吹くと、バルタザールとズリタのところにやってきた。

「どうだ。海の悪魔はいたか？」待ちかねたズリタが、気短に聞く。

目を細めて、クリストが冷笑した。

「まだだ。しかしサルバトールは、四番目の壁の後ろに、海の悪魔を隠しているに違いねぇ。今一番必要なのは、ワシがサルバトールの役に立つとこを見せて、もっと信頼させることだ。病気の孫娘を治してもらって、うまく取り入ったからな」

「孫娘なんて、どこで手に入れたんだ？」と、ズリタが不思議そうな顔をする。

「病気の女の子っていうのは、金よりずっと簡単に手に入るからな。ついでに元気になった女の子を家に返してやったら、母親はワシに五ペソくれたよ」

しかしクリストは、サルバトール博士から貰った重い金貨の袋については、一言も喋らなかった。

「サルバトールの奇跡の動物園を、あらかた見てきたぜ」

そしてクリストは、見たものについて、片っ端から二人に話した。

「そいつは興味深い話だな」と、ズリタは葉巻をふかした。「が、肝心なのは海の悪魔だ。クリスト、これからどうするつもりだ？」

「これからか？　次はアンデスに行くことになった」と、サルバトール博士が動物を捕まえに行くときに同行することになったことを、説明した。

「そいつはいい！」と、ズリタは喜んだ。「サルバトール博士が遠くまで出かけるってなら、留守を襲って海の悪魔を盗み出そう！」

クリストは、首を振った。

「ジャガーに頭を食いちぎられて、海の悪魔を見つけるどころじゃなくなるのがオチだ」

ズリタはしばらく考え込む。

「なら、サルバトール博士が外に出たところを待ち伏せて、身代金として海の悪魔を要求するってのはどうだ」

クリストは、ズリタのポケットから、器用に葉巻を抜き取った。

「そりゃいい考えだ。待ち伏せの方がずっといい。が、サルバトール博士は身代金なんて払うもんか。なにしろスペイン人だからな……」

クリストは、葉巻にむせる。

「じゃあ、どうしろってんだ」

ズリタはいらいらしながら言った。

「あわてなさんなって、ズリタのダンナ。サルバトールは、四番目の壁の向こうを見せるほどには、ワシを信じちゃいない。ならワシをもっと信じたら、博士は自分から、ワシに海の悪魔を見せてくれるだろうさ」

「そんなもんか？」

「そんなもんだ。というわけで、サルバトールは、ここにいる山賊に襲われる」といって、クリストはズリタの胸を指でついた。そして次に自分の胸を叩いた。「そして、命を助けた誠実なアラウカンとの間に、秘密なんかなくなるってもんだ」それから心の中で、(そしてワシは、褒美の金貨を貰う)と、つけ足した。

「そいつはよさそうだ」

「出発する前の晩に、ワシは壁の上に赤い石を投げておく」

そしてクリストは、サルバトール博士を案内する道行を二人に教え、密会が終わった。

　

しかし綿密に立てた計画も、たった一つの誤算で、ダメになりかけた。

ズリタとバルタザールは、港の酒場で十人の男をかき集めて武器を持たせ、混血の野蛮なインディオの山賊らしく見せた。そして馬に乗せて、人里離れた場所で獲物を待つことにした。

月のない夜、馬のひずめの足音が聞こえないかと、見張りは耳を澄ませていた。

しかしクリストは、サルバトール博士が、数年前からこうして出かけることを、知らなかった。

予期せぬエンジンの唸りがしたと思ったとたん、山賊たちの目の前を、大きな黒い黒間が、目も眩むようなヘッドライトを光らせながら、あっというまに通り過ぎていった。

ズリタは怒ってわめき散らしたが、バルタザールは笑いだした。

「ズリタのダンナ、落ち着きなさいって。サルバトール博士が、昼の暑さを避けて出発したんなら、昼には車を止めて休みますよ。俺たちはその間に追いつけますさ」

そしてバルタザールは、馬に拍車をかけて自動車を追い始め、他の者たちもそれに続いた。そして二時間ほど走ったとき、前方に予想外の焚き火を見つけた。

「何かあったようですな。俺が行って見て来るんで、ここで待ってなさい」

バルタザールは馬から飛び降りると、這うようにして偵察に行き、すぐに戻ってきた。

「車が故障して、そろそろ修理が終わるところですな。クリストが見張りをしてますよ。急いだ方がいいでしょうな」

すぐさま山賊たちが強襲した。クリストと三人の黒人を、あっというまに縛り上げ、そして表に出ることを望まなかったずり他の代わりに、山賊役の一人が博士に多額の身代金の交渉を始めた。

「四人を放せば、金を払おう」

予想外にも、サルバトール博士はそう即答した。

「それが身のためだ。だが、あと三人分貰わないとな！」と、山賊はさらに脅した。

サルバトール博士は慌てることなく、要求の四倍の金額を計算して見せ、そして「そんなに持っていない」と言った。

「じゃあ、死んでもらおうか！　夜明けまでに俺たちの要求を飲まなけりゃ、人質の命はないからな」

サルバトール博士は、両手を広げて見せる。

「そんなに持ち合わせがないんだ」

冷静な博士の様子に、強盗たちはたじろいだ。そして、人質を故障した自動車の後部に押し込むと、そこに積んであった標本用のアルコールを見つけ、それを飲んで酔っ払い、地面の上で眠りこけてしまった。

夜明け前、誰かがあたりを警戒しながら、サルバトール博士の所へ這ってきた。

「お静かに。アッシです」クリストだった。「なんとか戒めを抜け出してきやした。銃を持ってた見張りは、やっつけやした。他の連中は、酔っ払って寝てまさぁ。運転手は車を修理いたしやした。急ぎやしょう」

そして全員車に乗り込むと、黒人の運転手はエンジンを噴かして急発進した。

叫び声と無闇と発砲される銃声が、後ろで上がる。

サルバトール博士は、クリストの手をしっかりと握って感謝を示した。

博士が行ってしまうと、ズリタは博士が身代金を支払うタイプの人物であったことについて考えた。

(こんなに簡単に身代金が取れるなら、海の悪魔を取り上げるのも簡単だったんじゃないだろうか？)。

しかし、まずはクリストからの知らせを待つことにした。



九　両棲人間

クリストは、いつサルバトール博士がやってきて、こんなことを言わないかと待ちかまえていた。

「クリスト、お前は命の恩人だ。今や私とお前の間に秘密などあるものか。さあ、海の悪魔を見せてあげよう」

しかしサルバトール博士は、気前よくクリストに褒美を与えたものの、その手のことは何も言わず、再び研究に没頭してしまったので、クリストは自分の研究に手をつけることにした。つまり、四番目の壁と秘密の扉についての調査だ。

時間をかけて扉を調べ、ついに小さな出っ張りを発見した。それを押すと、突然厚くて重い金庫の扉のように、それは開いたのである。

急いで中に入ると、扉はそのすぐ後ろでバタンと閉まった。クリストは少々あせって、あたりの出っ張りを片っ端から押してみたが、扉が開く気配はない。

「自分から罠に飛び込んじまったぞ」と、クリストはつぶやいた。

それはそれとして、そこもまた人の手が入った場所のようだった。そこで彼は、とりあえずサルバトール博士の、たぶん最後の秘密の庭を見て回ることにした。

崖に模した人工的な高い壁に囲まれてた庭は、小さな洗面器のようだ。庭木は大きく茂りすぎてしまっている。

波の音や、波に揉まれる小石の、シャラシャラという音が聞こえて来きた。

湿地で育つ藪や木々が密生し、日の光を遮って作った暗い木陰を、小川が流れている。

散水機が水を撒いて、まるでミシシッピー川の川下のデルタ地帯のように、空気をじっとりと湿らせている。

平らな屋根の小さな石造りの家が、庭の中に建っていたが、その壁も窓も木蔦に覆われ、誰か住んでいるようには見えなかった。

クリストは、庭の端まで行って見た。木々が生い茂ったその向こうに、入り江を壁で切り取った、大きな正方形のプールがある。広さは五百平方メートル、深さは五メートルはありそうだ。

そこに何か生き物が飛び込んで、水しぶきをあげた。

クリストはプールに急ぎ、緊張しながら立ち止まった。あれこそ海の悪魔に違いない。彼はプールの澄んだ水を覗き込んだ。

底の白い石のタイルの上に、大きな猿が座っていた。猿は驚きと興味のまじった顔つきで、水の下からクリストを見上げている。

猿の胸はふくらんだりしぼんだりしている。水中で呼吸しているのだ。

最初の驚きから解放されると、クリストは笑い始めた。漁師を脅し、恐怖をもたらした海の悪魔とは、この両棲猿だったのだ。

(こんなもんだったのか。)

クリストは、秘密を突き止めたことに満足しつつも、虚しさを感じずにはいられなかった。猿は、目撃者たちの証言とは似ても似つかない。

(怖がるあまり、勝手な想像をしやがって！)

後は、どうやって戻るかだ。

クリストは扉のある場所まで戻り、高い木を利用して壁の上によじ上ると、侭よとばかりに向こう側に飛び降りた。

彼が飛び降りるか降りないかの丁度その時、サルバトール博士の声が聞こえた。

「クリスト！」

クリストは、道端にあった熊手を手にして、枯葉を掻き集め始めた。

「ここでございやす」

「ちょっとついてきなさい」やってきた博士は、崖に隠された鉄の扉に近づいた。「この扉は、こうすれば開く。覚えておきなさい」

サルバトール博士は、すでにクリストが見つけた出っ張りを押した。

(何を今更。海の悪魔なら、もう見せてもらったよ。)

サルバトール博士に連れられて、クリストは庭に入っていった。蔦に覆われた家を通り越し、博士は真っ直ぐプールに向かう。

猿はまだ、ブクブク言いながら水の中に座っていたので、クリストは初めて見たかのように、驚いて見せなければならなかった。

ところがサルバトール博士は、猿については何も言わず手を振った。ずると猿はプールから飛び出して、木を揺らしながら登っていった。

博士が草むらの中にあった、小さな緑のボタンを押す。

地響きがした。

プールの底でハッチが開き、水が流れ出て行く。プールは数分で空になった。ハッチがバタンと音を立てて閉まると同時に、どこからか、プールの底へと続く鉄の階段が現れた。

「クリスト、私と一緒に来なさい」

二人がプールの底に降りると、博士は池の真ん中に向かい、縦横一メートルほどの別のハッチを開く。そこにも地下へと続く別の階段があった。

クリストは博士の後に続いて、地下洞へと下りていった。

地下洞は深く、ハッチから漏れ入る光はすぐに届かなくなり、あたりは暗闇に包まれる。

「クリスト、もうすぐ着く。つまづかないようにな」

博士は立ち止まり、壁を手でまさぐった。スイッチの音がカチリとして、人工の光があたりを満たす。

二人は鍾乳洞の中に立っていた。目の前に、青銅色の扉と、口に輪を咥えたライオンの取っ手がいくつもある。

その輪の一つを博士が引っ張ると、重い扉は滑らかに開く。中は暗い。もう一度スイッチの音がカチリとすると、最新式の曇りガラスの電球が、壁の一面がガラス張りになっている、狭い洞窟を照らし出した。

サルバトール博士が灯りをつけ替えると、洞窟は暗がりに戻り、強いサーチライトがガラスの壁の向こう側を照らし出す。

ガラスの壁は、巨大な水槽だった。いや正確には、ガラスの向こう側は海の底だった。藻や珊瑚の間を、魚たちが戯れている。

唐突にクリストは、大きな手足で水を掻いている人のようなものが、藻の向こう側にいることに気がついた。輝くメタルブルーの鱗が覆う見たこともない体。頭には大きなガラスの目がついている。

なぞの生き物は、泳いで素早くガラスの壁までやってくると、サルバトール博士にうなずいてガラスの小部屋に入り、自分で小部屋の扉をバタンと閉めた。するとあっというまに小部屋の水が抜け、謎の生き物は次の扉を開いて、洞窟のこちら側にやってきた。

「眼鏡と手袋を取りなさい」

博士の言葉に、謎の生き物は素直に従う。

そして、クリストの目の前に、端整で美しい一人の青年が現れた。

サルバトール博士が、紹介した。

「イフチアンドル。人魚、正確には両棲人間。海の悪魔とも呼ばれている」

青年は愛想よく微笑みながら、流暢なスペイン語で挨拶し、クリストに手を差し出した。

「はじめまして！」

クリストは、無言で手を出して握手した。驚きのあまり何も言えなかった。

「イフチアンドルの世話をしていた黒人が病気になってね、数日間彼の世話を頼みたい。うまくやれたら、お前をイフチアンドルの担当にしよう」

クリストは無言でうなづいた。



十　イフチアンドルの一日

夜明けは近かったが、朝の気配は微塵もない。

木蓮、月下香(げっかこう)、木犀草(もくせいそう)の甘い香りがまじりあった、湿った暖かい空気が満ちていた。

静寂があたりを覆い、一枚の葉すら微動だにしない。

イフチアンドルは、カエルのような手袋と足ヒレと、そして短剣をベルトにぶらさげて、庭の中の砂と貝殻を敷いた道を歩いていた。その、砂を踏む足音だけが、そっと響いている。

道はほとんど目に見えず、木々や藪が、闇の中でぼんやりとした場所を囲んでいる。靄がプールから立ち上っているのだ。

ときおりイフチアンドルが、枝をひっかけると、髪や温かな頬に露が落ちてきた。

道が右に折れてて下り坂になったあたりから、さらに空気の湿り気が増し、より新鮮味を帯びてくる。

イフチアンドルは、足元が石畳になったのを感じて、歩みを遅め立ち止まる。そして厚い水中眼鏡と、手ヒレ、足ヒレを、ゆっくりと身につけると、肺の空気を吐き出して、プールへと飛び込んだ。

水が体を包み、冷たくて心地よい新鮮な水が、エラを通っていく。エラ穴がリズミカルに動き始め、人は魚となった。

プールの底で、イフチアンドルは力強く手で水を掻いていく。真の暗闇の中、彼は迷うことなく泳ぎ、手を伸ばして石の壁の掛け金に触れる。ひとつ、二つ、そして三つ目。その向こうは、上に向かう水中トンネルだ。

イフチアンドルは身を屈めて、冷たい水が流れ出してくるそのトンネルに、身をかがめて入り込む。そして両足を上にして、暖かい風呂に入るように、底から離れて浮上する。

トンネルから流れ出す水は、庭のプールで温められて、再びトンネルを通って外の海へと流れ出していく。今、イフチアンドルはその流れに乗っていた。仰向けになり、手を胸の上で交差させ、逆さまになって進んでいく。

トンネルの終わりが近づいてきた。暖かな水の流れが崖の裂け目から噴き出している。そこで流れから脱出する。

噴き出す水に洗われ、海底の石や貝殻が、さらさら言っている。

海の底に腹ばいになり、イフチアンドルは先を見る。あたりは暗い。かすかに流れ込んでくる新鮮な水を手がかりに、鉄格子を探す。指先が、柔らかな海藻と、ゴツゴツしたフジツボに覆われた鉄格子に触ると、彼は複雑な錠を操作した。

トンネルの出口を塞ぐ、円形の鉄格子の扉が、ゆっくりとわずかに開く。彼がその隙間に滑り込むと、その後ろで扉は閉まり始める。

手足の水かきを使って、両棲人間は海に出た。

水中はまだ暗い。深部の闇の中で、オウムガイの青白い光の点滅に、クラゲがぼんやりとした赤い光で、返事をしているだけだ。しかし、さしてたたないうちに、夜光性の動物たちは、その灯りを消していく。夜が明けが近づいているのだ。

イフチアンドルは、エラに何千という、刺すような刺激を感じた。呼吸するほどに、いっそう息が苦しくなる。岩だらけの岬に近づいたからだ。岬のあたりの海水は、いつも砂とアルミ粒子といったもので、濁っているからだ。川が海に流れ込むあたりでは、塩分も少なくなる。

イフチアンドルは、こんな風に考える。

(なぜ川魚は、こんな水の中で生きていけるんだろう。すごいなぁ。たぶん泥や砂に対してエラが鈍感なんだろうな。)

彼は、やや上昇してから右に急旋回して南に向かい、そこで下降して、きれいな水域に入る。パラナ川が流れ込むあたりにある、南から北への海岸沿いの海底を通る寒流だ。流れは東に向かっている。この流れは深いけれど、上の方は海面から十五〜二十メートルぐらいだ。

イフチアンドルは、外海に出ようと、この流れに乗った。暗礁もないし、海の猛獣たちはまだ眠っているから、すこし居眠りをすることができる。日の出前に、気持ちよく一眠りだ。

肌が水温の変化として、伏流を感じ取っている。耳が、何かがぶつかり合う鈍い音を聞く。もうひとつ、そして三つ目。この雷鳴は、数キロ先の入り江の漁船が、錨を上げる音だ。

夜明けが近い。

うんと遠くから、安定した轟きが聞こえてきた。ブエノスアイレスとリヴァプールを運行する、大英帝国の外洋汽船ホロックス号のエンジン音だ。といっても、ホロックス号は四十キロも先にいる。しかし聞こえるのだ！　海水は、毎秒一キロ半も音を伝えるからだ。

光溢れる海上浮遊都市のような、夜のホロックス号は、どんなに美しいことか！　しかしそれを見たいなら、夕方から泳いでいって、夜に到着しなければならない。日の出と同時にブエノスアイレスに向かうホロックス号の灯りは、もう消されてしまっているだろう。

いやそれよりも、もう居眠りしている場合ではない。ホロックス号のエンジンとスクリューの唸りによって、海の生き物はサーチライトに照らし出されたかのように、目を覚ますからだ。

たぶんイフチアンドルが気づくより数分も前に、臆病なイルカたちがホロックス号の接近に近づいて、汽船を見物しようと泳ぎだしているはずだ。

あちこちから、船のエンジン音が聞こえ出し、港と入り江が目覚めていく。

彼も、頭をふったり手足を動かして、眠気を吹き飛ばす。そしてボートや帆船があたりにいないかと周囲を見回してから、ゆっくりと足を動かして、海峡の上に浮かび上がった。

白いカモメが、泣いている子どものように叫んでいる。

イフチアンドルの頭上を、真っ白なアホウドリが、巨大な翼で風に乗って、入り江に向かって飛んでいく。風切羽は黒く、嘴は赤くて先端は黄色い。足はオレンジ色だ。

イフチアンドルは、羨望の眼差しで鳥を見上げた。翼は広げると、四メートル弱はある。あんな翼があったなら！

夜は、西の山の向こうへと退けられている。東の空は、すでに紅色。穏やかな海の細波が、金色に染まりつつある。空高く飛んでいく白いカモメも、ピンク色に染まっている。細波の中に、青や紺色の道が描かれる。朝一番の風の道だ。紺色の道が、どんどん増えていく。風が強くなり、クリーム色の羽のような波頭が、砂浜に向かう。海岸近くの海は、すでに緑色だ。

帆船の釣り舟たちが、船体を組んで近づいて来た。

人々に見られないようにと、父親に言われているイフチアンドルは、深く潜って冷たい流れを見つける。

流れは海岸の方から外海に向けて、まだまだ続いている。海の深みは、青と紫の暗闇の世界だ。泳いでいる魚は、薄緑や黒い染みや線に見える。赤や黄色やレモン色や茶色の魚が、蝶のようにごちゃ混ぜになって群れている。

頭上で轟きが響き、水面に影が落ちる。軍の水上飛行艇が、低空飛行をしているのだ。

以前、この水上飛行艇が着水していたとき、イフチアンドルが飛行艇のフロートを支える鉄柱を掴んでみたところ、ふいに飛行艇は飛び上がり、彼は十メートルの高さから海に飛び込む羽目になったことがある。

　

＊＊＊

　

イフチアンドルが海面を見上げると、太陽の光が、ほとんど頭上から差していた。そろそろ正午だ。

砂州や石を映す歪んだ鏡のような水面に、大きな魚のようなイフチアンドルも映っている。鏡は絶えず揺れ動き、それにつれ鏡の中のイフチアンドルも揺れている。

彼は浮上して波間に浮かび、あたりを見回した。

波に浮かび揺られ、持ち上げられ、下がり、また上がる。

オォー！　あらゆるものが共に唸っている。

海岸近くの海は黄緑色に染まり、波が岩に砕け轟いている。

南西からの鋭い風が吹き始めると、波は次第に大きくなっていく。砕ける波頭は、飛び跳ねる白い子羊のようだ。気持ちのよい波しぶきが、イフチアンドルに覆い被さってくる。

(向かって来る波は暗い青色なのに、通り過ぎると色あせて見えるのは、なぜだろう？)

波頭から、トビウオが群れをなして跳び出して、百メートルほど飛んで波間に落ち、ふたたび跳び上がる。

カモメたちが騒ぎ出した。

フリゲート艦のような鳥が、広い翼で風を切ってすっ飛んでくる。巨大な曲がった嘴、緑に輝く鋭い爪、オレンジ色の喉、こげ茶色の羽。オスのアホウドリだ。

もう一羽、フリゲート艦がやってくる。白い胸のメスだ。彼女は石のように落ちて海に飛び込み、再び現れた時には曲がった嘴の先端に青く輝く震える小魚を咥えていた。

アホウドリが飛び立った。嵐が来るのだ。この見事で大胆な鳥は雷雲に向かって飛び、その歌によって立ち向かう。

魚とりの帆船や、品のいいヨットが、嵐から逃れようと港へ急いでいる。

緑がかった薄闇の水中からでも、太陽の輝きは大きな明るい斑点として、見ることができる。方角を知るには、それで十分だ。

雲が太陽を覆う前には、砂州に到着しないといけない。でないと朝食にさよならだ！　本当は、もっと早く行くべきだった。暗くなると、砂州も水中の崖も、どこにあるかわからなくなってしまう。

イフチアンドルはカエルのように手足を動かして泳ぎ、海を渡っていく。ときどき仰向けになって、厚い青緑色の陰影の向こうに見える太陽で、コースを確認する。時には注意深く、砂州に近づいていないかと前方を透かし見る。

エラと肌とが、水の変化を感じ取った。

砂州の近くは水が薄くて、気持ちがいい。塩分が少なくて酸素が濃いのだ。

イフチアンドルは、水の味を確かめる。彼は、古強者のビジャの海賊のように、海の印を読み取ることができるのだ。

だんだんと明るさが増してくる。左右にぼんやりと、見覚えのある岩の輪郭が見えてくる。その間にある小さな岩棚を、イフチアンドルは水中集会場と呼んでいる。

そこは嵐の間もとても静かで、そんな時は沢山の魚たちがやってくる。

今日も、まるで煮え立つ魚鍋だ！

小さな魚たち。黒いやつ、黄色のやつ、体の真ん中に黄色の横じまがあって尻尾まで黄色が貫いているやつ、斜めの縞があるやつ、赤いやつ、青いやつ、紺色のやつ……。

魚たちは突然姿を消し、不意に同じ場所に現れる。上に回っても、横に回っても、下から見上げても、前後に移動してみても、どうなっているのかよくわからない。

彼は、小さな魚を捕まえてみるまで、ずっと、どうしてそんなふうに見えるのか、不思議だった。実はその小魚たちは紙のように薄くて、それで真正面からだと、この魚はよく見えなかったのだ。

イフチアンドルは、ここで朝食を取ることにした。

牡蠣がたくさんいる、垂直な崖の近くの平らな場所に泳いで行くと、彼は横になる。そして貝殻から牡蠣の身を取り出しては口に運ぶ。馴れた手つきで海水と一緒に口の中に放り込み、そして余分な水を唇の隙間から吐き出してやる。多少の海水は飲むことになるが、それは問題ない。

彼のまわりで、海藻が揺れている。

青々とした羽のようなメキシコアオサや、やわらかなピンクの藻に、点々とテングサがまじっているはずだけれど、今は黄昏時の雷雨と嵐で、どれも暗い灰色に染まっている。

時々雷鳴が轟いている。

イフチアンドルの上に突然影が落ち、彼はどうしたんだろうと、上を見上げる。

真上に影の主がいる。いったいなんだろう。朝食は終わった。ちょっと海面を見に行ってもいいだろう。

彼は慎重に、垂直の崖に沿って浮上し、頭上の影に近づくと、海面に巨大なアホウドリが浮かんでいた。すぐそこに、オレンジ色の鳥の足がある。

イフチアンドルは手を上に伸ばして、アホウドリの足を掴んだ。驚いた鳥は力強く羽ばたいて、彼を引っ張り上げる。けれど彼の体を空中に持ち上げるにはいたらず、アホウドリは胸から彼ごと海に落ちた。

イフチアンドルは、アホウドリが彼の頭を赤い嘴で突つき始める前に海に潜り、別の場所に浮上した。彼が仰向けに浮かんでいる場所から、いくつか波の山を越えたあたりから、アホウドリは東に向けて飛び去る所だった。

すでに雷雨が始まっている。東の方に雷が落ちたようだ。イフチアンドルは身を翻したが、バケツを引っくり返したような雨が降ってくると、彼は喜んだ。そして目を閉じ、再び開く。

波の頂にいると、周りの空と、海と、風と、雲と、スコールと波が……、全てが濡れたボウルの中で交じり合い、轟き、ぶつかり合っているかのように感じる。

波頭が割れ、苛立たしげに谷間へと崩れ落ちていく。

天を突き、波が崩れ落ちて轟きを上げると同時に、再び天へと持ち上がる大波は、強風を巻き起こす。それは、陸の人々を脅しつけるが、彼を喜ばせる。

確かに注意していないと、大波の天辺から谷底へと突き落とされてしまうだろう。しかし彼は出来の悪い魚ではない。こうした波に、どう乗ればいいのかを、よく知っていた。注意しておくことは、頭を上にしているということだ。

それに風が止んで波が消えるとき、まず小さな波が消えて、次に大きな波が消える。けれど、陸へ向かううねりは、すぐには消えないといったことも、よく知っていた。

彼は、危険を承知で、陸近くの大波で宙返りするのが好きだった。以前、不意に波に引っくり返され、海底で強く頭を打って、意識を失ったことがある。普通の人なら溺れて死んでしまうだろうが、イフチアンドルなら意識を失っている間、水中で横たわっているだけですんでしまった。

雨が止んだ。雷雲は東へと移動したようだ。風が変わって、熱帯である北からの暖かい風が吹いてきた。雲の合間に、青空が覗き始める。突如太陽の光が差し、波を打った。まだ暗闇のあたりの手前の薄暗い南東の空に、二重の虹が現れた。

海は飽きさせない。ただ紺色一色の海に陽が射して、緑色の斑点が現れる。

太陽だ！

空も海も海岸も、そして遠くの山々も、一瞬にしてまるで別の物に変化した。

嵐と雷雨の後の、明るくて湿気の多い空気の、なんと素晴らしいことか！

イフチアンドルは、肺に気持ちのいい空気を一杯に吸い込み、エラで勢いよく息をし始める。

人間の中でただ一人、彼だけが嵐の後の海の素晴らしさを知っている。雷と風と雨が、海と空気を混ぜ合わせてくれたからに違いない。海にはたっぷりと酸素が溶け込み、ありとあらゆる魚、そして全ての海の生き物たちが生気にあふれる。

雷雨と嵐が完全に去ってしまうと、珊瑚や海綿といった群生生物の居住者たちが姿を現し、小魚たちがやってきてより大きな魚から隠れ、そして天気がうんと穏やかならば、様々な柔らいクシクラゲたちの代表や、弱々しいギンカクラゲ、そして透き通ったエビが、無重力の中を漂うかのように、ふわふわと躍り出てくる。

日差しが波を染めていく。海のいたるところが緑になり、小さなガラス瓶のような泡がきらめく。

イフチアンドルの友だち……陽気なイタズラ者のイルカたちがやってきて、好奇心一杯の目つきで彼を見る。そしてイルカたちは鼻を鳴らし、互いに追いかけ合いながら彼を取り囲み、イルカたちの黒い背中が、波間に現れたり消えたりする。

イフチアンドルはイルカにつかまって仲間入りして、海面に出たり潜ったりし始めた。そして、まるでこの海が、イルカたちが、空や太陽が、彼のためにあるかのように笑い出した。
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イフチアンドルは、目を細めて頭上を見上げた。太陽はすでに西に傾いている。

もうすぐ日が暮れるけれど、今日はすぐに帰るのが惜しい気がした。

濃紺の空が暗くなり、星がまたたくまで、波に揺られてみる。けれどすぐに、何もしないことに退屈してきた。

彼は海面に浮かび、向こうの方の海岸を見た。さして遠くないところで、小さな海の生き物たちが死にかけていて、彼なら救うことができることを思い出す。

あの砂浜で、助けが求められいる！

そのあたりの磯波は、荒れ狂っていた。嵐で荒波が押し寄せ、藻や海の生き物を海岸に打ち上げる。クラゲ、カニ、ヒトデ、そして時には不注意なイルカをも。

クラゲはすぐに死んでしまう。波打ち際のわずかを除けば、魚もいずれ死んでしまう。カニはほとんど自力で海に戻ることができる。けれど実の所、彼らは嵐の犠牲者を食べるために、波打ち際に残るのだ。

イフチアンドルは、海岸に打ち上げられた海の生き物たちを助けてやることを、気に入っていた。嵐の後のあわ立つ海岸に剃って歩き、まだ生きているものを探して、助けてやる。海に投げ入れた魚が、その尾を楽しげに振って泳いで行くのを見ると、ウキウキした。最初は生気なく腹を見せて浮いていた魚が、ついに生き返って泳ぎだすと、本当に嬉しかった。

大きな魚を拾い上げ、のたうつ体を海に運びながら、彼は笑顔で話し掛けて慰める。確かにお腹が減っているとき、海でその魚をつかまえたなら、彼は喜んでその魚を食べるだろう。

しかしそれは、避けることができない必要悪だ。

今、この海岸での彼は、海に住む友だちを守護する救い主なのだ。

いつもならイフチアンドルは、ここへ来た時のように、水中の流れを利用して、家に帰る。けれど、今日は水の中に潜ってしまいっぱなしになるのが勿体無いほど、海も空も美しい。彼は海に飛び込み、魚を探す海鳥のように、水中を泳いでから、海面に現れた。

陽はもう落ちている。西にはまだ黄色い夕焼けが残っている。暗い波、正確に描写するなら、暗い灰色の影の塊が、つぎつぎと押し寄せてくる。

風にあたって冷えた体を、海の水が暖かく包む。あたりはもう暗いけれど、暗闇というほどではない。彼を害する猛獣たちは、もう眠りについたことだろう。
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海面近くを流れる、北から南への海流が必要だ。けれど大半は、南から北への寒流の下にある。

暖かい北から寒い南に向かう穏やかな水中の川が、水面にうねりを作り出している。

イフチアンドルは、長い時間かけて海岸沿いに泳ぐこともあるけれど、この流れもよく使う。

今日は北まで遠出しすぎた。この暖流に乗って、トンネルへ帰ろう。

彼は、泳ぎはしなかったけれど、居眠りしないように気をつけた。以前それで、行き過ぎたことがある。

まず頭の後ろで手を組み、それから横に延ばし、最後に姿勢を正す。足を同時に曲げ、そして伸ばす。ゆっくりと、そんな体操をして時間をつぶす。

流れが彼を、南へと運んでいく。暖かい海水と、ゆっくりとした手足の動きで、気分が落ち着いていく。

見上げると、小さな星屑が海中にアーチを描いている。灯りを燈した夜光虫たちが、海面へと浮上してきたのだ。

暗闇のあちこちに、ぼんやりと、薄い青や明るいピンクの塊が見える。それも、ぎっしりと集まった、極小さな夜光性の生き物たちだ。

柔らかな緑色の光を放つ球体が、ゆっくりと泳いでいく。イフチアンドルのすぐ近くにいるのは、レースの縁取りと長い房飾りのついたランプシェードそのままの、輝くクラゲだ。クラゲの動きにつれて、そよ風に揺らいでいるかのように、房飾りもゆっくりと動いている。

砂州のヒトデも灯りを燈した。深みでは、夜の猛獣たちの灯りが、素早く動いている。それらは互いを追い回し、灯りが消え、そして再びパッと燃え上がる。

次の砂州では、サンゴが方々に伸ばした枝を、青やピンク、緑、白い灯りで、内側から照らし出しているかのようだ。みんなで一緒に青白い炎を点滅させているものや、白熱した金属のようなサンゴもある。

地上から眺めることができるのは、遠い小さな空の星だけだ。けれどもここには千の星があり、何千もの月があり、小さく柔らかく優しく輝く様々な色の千の太陽がある。それは地上から眺める夜空とは、比較にならないほど素晴らしい。

イフチアンドルは、比べてみようと海面に浮上した。空気が暖かくなっている。頭上の濃紺の空に星がアーチを描いている。水平線の上に銀色の円盤のような月が昇り、月から銀色の道が、海の上に伸びている。

低く重い音の汽笛が、港の方から聞こえてくる。あの非凡なるホロックス号の帰還の知らせだ。

ということは、かなり遅くなってしまったということだ！　まもなく夜明けがやってくる。

イフチアンドルは、ほとんど二十四時間家を空けてしまった。父親に説教されるに違いない。

彼はトンネルに向かい、鉄格子の隙間に手を突っ込んでそれを開けると、真っ暗闇の中を流されながら泳いで行く。この帰り道は、海から庭の池に冷たい水を引き込むためのものだ。

腕に感じる軽い圧力が、彼を眠りから引き戻す。池までやってくると彼は急いで浮上して、そして肺でなじみの匂いがいりまじった空気を呼吸しはじめる。

数分後、彼は父親の言いつけられていたことを守り、ベッドに潜り込んでいた。



十一　若い娘と浅黒い男

雷雨の後で、海に出た時のことだ。

海面に出ると、そう遠くないところに、漁をする帆船から吹き飛ばされた白い帆のようなものが、波間を漂っているのに気がついた。

近づいてみて彼は驚いた。それは板切れに結びつけられた人……女性……若い娘だったのだ。

この美しい娘は、死んでいるのだろうか？

生まれて初めてイフチアンドルは海を憎んだ。そして、その自分の感情に動揺した。

それとも彼女は、意識を失っているだけなのだろうか？

力なく傾いた頭を板の上に持ち上げてやり、その板を抱えると、「すぐに助かるから！」と、運の悪い魚に対するように語りかけながら、時々板から落ちそうになる娘の頭を直してやる他は、力の限り海岸へ急いだ。

イフチアンドルは、彼女が目覚めることを望み、同時にそれを恐れていた。

息を吹き返して欲しいと思いつつも、彼女は自分を怖がるかもしれないと、恐れていた。

水中眼鏡と手袋を外してしまおうか？　いや、時間がない。手袋がないと、スピードが出ない。

彼はそのまま泳ぎ続け、板と娘を海岸へと押していく。ついに磯に到着した。ここは、波に巻き込まれないよう注意しないといけない。時々足を下ろして確かめる。……よし、海底だ。

最後に娘を板から下ろし、人工呼吸をするために、海岸の砂丘の藪の影に運ぶ。彼女の睫毛が微かに震え、まぶたが動いた。娘の胸に耳をあてると、小さく鼓動が聞こえてきた。

生きている……。

叫びたいほど、嬉しかった。

娘がまぶたをわずかに開いた。そしてイフチアンドルを見た。とたんに彼女の顔は恐怖に歪み、そして再び目を閉じてしまう。

イフチアンドルは悲しみ、そして同時に安堵した。

助けた娘を怖がらせないためには、ここを去った方がいい。けれど意識のない娘を、こんな場所に残していっていいものだろうか？

そう考え込んでいたとき、早く激しい足音が聞こえてきた。これ以上考えている暇はない。

イフチアンドルは、急いで頭から波間に飛び込み、潜ったまま岩礁に向かった。そして岩陰で海面に出て、そこから海岸を覗き見る。砂丘の向こうから、鍔広の帽子を被った頬髭のある浅黒い男が現れた。

男は、低い声でスペイン語を話した。

「神の導きに栄光あれ！」

そして娘に駆け寄ろうとしたが、突然方向を変えると波打ち際に向かい、波を被ってびしょ濡れになってから、改めて娘の所に向かうと人工呼吸を始めた。

(もう、そんなことする必要ないのに、なぜわざわざするんだろう。)

そして男は、娘にのしかかるようにキスをし、何事か熱心に話し掛けている。イフチアンドルにも、その言葉が切れ切れに聞こえた。

「俺が防いだんだ……。バカなことをする……。板を結んでおいて良かった……。」

娘は頭をもたげ、目を開いた。その顔に現れた恐れは驚きに、怒りに、そして不満にと変わっていく。

浅黒い男は、彼の仲間たちがやってきて娘を助け起こすまで、一生懸命話し掛けていた。娘はまだ体が弱っているらしく、ふらふらとすぐ砂の上に座り込んでしまい、歩けるようになるまで半時間かかった。その後で彼女は、イフチアンドルが隠れている岩の方へと歩いて来て眉をひそめ、浅黒い男を振り返った。

「それで、あなたが私を助けたって言うの？　一応感謝するわ。イエス様のお恵みがありますように！」

「俺にお恵みを与えられるのは神様じゃない。お前だ」

娘は、その言葉を無視して言った。

「おかしいわ。私のすぐそばに、お行儀のいいおかしな怪物がいたような気がしたのに」

「確かに俺は、行儀がよくないことをしたがな。もしかすると、お前を死体だと思った悪魔が、魂を取ろうと寄って来たのかもしれん。俺が神様に祈ったから、俺と居れば悪魔なんぞ近づいて来ないさ」

こうして美しい娘は、浅黒い男に助けられたことになったまま、娘も男も行ってしまった。

イフチアンドルには、その嘘を暴くことはできなかった。人々の前に姿を現すには、彼の方に問題がある。

彼は、少女とその連れたちが、砂丘の向こうに去っていくのを見送ってから、岩陰を出て海岸に向かった。

虚しさを感じた……。

波が、銀色の腹を見せた紺色の魚を、砂浜に打ち上げたので、イフチアンドルは隠れていた場所から走り出し、魚を海に放り込む。けれど魚は、腹を見せて浮かんでしまった。彼はそのことが、悲しさの理由になるように感じた。

次いで砂浜の魚とヒトデを海に運んでやると、どちらも生き返ったので、少しだけ気分がよくなった。

彼は日が暮れてしまうまで、時々エラを海で湿らせながら、不運な海の生き物たちを、延々と運び続けた。



十二　イフチアンドルの世話係

かいがいしくイフチアンドルの世話をしたクリストを世話係に残して、サルバトール博士が山へ出かけることにしので、クリストは喜んだ。博士がいなければ、いつでもバルタザールに会うことができるからだ。

すでにクリストは、海の悪魔を見つけたことを、バルタザールに知らせていた。あとはどうやって、イフチアンドルを盗むのかについて、相談するだけだ。

彼は蔦に覆われた白い家に住み込んで、じっくりとイフチアンドルを観察することができただけでなく、あっというまにイフチアンドルと親しくなりさえしたのである。

インディオの老人は、世間知らずの青年に陸の人々の生活について語り、海の青年は、海とその生き物と、海の中の平和と秘密について教えた。彼は、どんな有名な海洋学者よりも、海に詳しかった。

イフチアンドルは、海辺のこと、大洋のこと、主な河川のことなら、なんでも知っていた。天文学、航海学、植物学、動物学についても知識があった。けれど彼は、人間についてはほとんど知らなかった。地球上に住む人々の歴史や民族については、曖昧にしか知らなかったし、国や経済については五歳の子どもよりも無知だった。

日中暑くなってくると、イフチアンドルは小さな地下洞を使って海に泳ぎに行く。そして涼しくなってくると、白い家に戻って朝までそこにいる。雨降りや嵐の日には、日中もずっと家にいることがある。湿度が多いと、陸の上でも気分が悪くならないからだ。

小さな白い家には、四つの部屋がある。台所の隣が、クリストの部屋。その隣の食堂は、大きな図書室を兼ねている。イフチアンドルは、スペイン語と英語を知っていた。一番大きな最後の部屋が、イフチアンドルの寝室だ。

寝室の中にはプールがあって、ベッドは普段壁に立てかけられている。彼は時々はベッドで寝たものの、プールの中で寝る方が好きだった。

クリストは、サルバトール博士に、週に三日はイフチアンドルをベッドで寝させるようにと、言いつけられていたので、晩になるごとにイフチアンドルの所に行き、彼がベッドで寝ると約束するまで、年取った看護婦のように、しつこく小言を繰り返した。

「でも、水の中の方が、ずっと気持ちがいいんだよ」

「坊ちゃんはベッドで寝ないといけないと、先生はおっしゃっていやす。父親の言うことってのは聞かなきゃいけやせん」

イフチアンドルは、サルバトール博士を父親だと言っている。けれどクリストは、その親子関係を疑っていた。確かに彼の顔も手も、肌の色は白かった。しかし、これはずっと水の中にいるから、そうなったのだろう。それよりも面長の顔つき、大きくて美しい目、立派な鼻、薄い唇は、スペイン人のサルバトール博士よりも、アラウカンのクリストによく似ている。

クリストは、イフチアンドルの本来の肌の色を、見たかった。未知の素材で作られた、鱗のようなスーツの下の肌の色を。

「坊ちゃんは、どうして寝る時もそれを脱がないんで？」

「これはとても良く出来てるんだよ。着心地もいいし、エラ呼吸も皮膚呼吸もできるし、いつでも確実に僕を護ってくれるんだ。サメの歯だって、どんな鋭いナイフだって、この鱗は貫くことはできないしね」

「じゃあ、水中眼鏡と手袋は、なんのためにあるんで？」

そう尋ねながらクリストは、ベッドの傍に置かれている妙な手袋と足ヒレをいじくった。それは緑がかったゴム製で、足ヒレの指は実際より細長く作られていて、指の間には水かきがある。

「水中眼鏡は、嵐で海底の砂が巻き上げられたとき、目を痛めないように護ってくれるんだ。いつも使うわけじゃないけど、眼鏡があった方が水の中がよく見通せるしね。ないと水の中は霧の中と同じだよ。手袋と足ヒレは、早く泳ぐためさ」彼は少し笑って続けた。「僕が小さい頃、隣の庭で療養してる子どもたちと遊ぶのを、父さんがたまに許してくれたんだけど、みんなプールで泳ぐとき、手袋を使わないから、驚いたよ。『手袋なしで泳げるの？』って僕は聞いたんだけど、僕が何を聞いてるのか、まるで通じなかったんだ。それ以来、僕はみんなと一緒に泳ぐのをやめたんだ」

「今日も、入り江から外に出て泳ぐおつもりなんで？」

「もちろんさ。でも、別の水中トンネルを使うことにするよ。悪いやつらに、網で捕まえられそうになったんだ。うんと注意しなくちゃね」

「うーん……。ってことはつまり、入り江に向かう水中トンネルは、一つじゃないってことなんで？」

「あっちこっちに出るトンネルが、いくつもあるんだ。あなたが僕と一緒に、水の中を泳げないのが残念だよ！　とても素敵なのに。どうしてみんな、海の中で暮らせないんだろう。一緒に海の馬に乗れたらいいのに」

「海の馬？　そりゃなんなんで？」

「イルカのことさ。僕はイルカを飼いならしたんだ。嵐で海岸に打ち上げられてヒレを怪我していたから、僕が海に戻してやったんだ。大変だったよ。海の中と違って陸の上じゃイルカは重いから。あなたよりずっと重いんだよ。水中なら楽に動かせるけどね。で、海に返したけど、イルカは怪我で泳げなくなってたんだ。泳げないってことは、何も食べられないってことさ。だから僕は、丸一ヶ月、あいつに魚を食べさせたんだ。その間に飼いならした、って言うより、僕とアイツは絆で結ばれたのさ。僕たちは親友になったんだ。他のイルカたちとも知り合って、みんなで一緒に海で遊ぶんだ！　波、水しぶき、太陽、風、そして潮騒！　海の中も同じぐらい素敵なんだよ。たとえば、青くてとても濃い空気の中を泳いでいると思ってごらんよ。そこは静かで、自分の体がなくなったみたいに軽くて重い通りに動いて、息切れもしないんだ。海にはまだまだ友だちがいるよ。あなたが小鳥にあげるみたいに、僕は小さな魚たちに餌をやる。すると、魚の群れはどこまでも僕についてくるんだ」

「敵はいないんで？」

「敵？　もちろんいるよ。サメとか、タコとか。でも僕は平気さ。ナイフがあるからね」

「ヤツらが盗賊のように忍び寄ったらどうするんで？」

イフチアンドルは、この質問に驚いたようだった。

「距離があるうちに、音でわかるよ」

「坊ちゃんは、水の中でも音が聞こえるんで？」と、今度はクリストが驚いた。「敵が音を立てずに、こっそり忍び寄ってもですかい？」

「まあ、そうだね。でも、そんなに驚くようなことじゃないよ！　敵が近づいてくる時の水の振動を、耳と全身で聞くことができるから、それを感じたら警戒すればいいだけさ」

「眠っててもですかい？」

「もちろん」

「けど魚は……」

「魚は、不意を突かれて襲われるわけじゃないんだよ。単に自分よりも強い敵から身を護る方法がないだけさ。それに海の猛獣は、僕の方が強いことを知っている。だから、僕には近づいてこないのさ」

ズリタの手下として、クリストは考えた。

(『耳と全身で聞く』とは！　こりゃあ水中で捕まえるのは難儀そうだ。捕まえるなら罠を仕掛けんと。ズリタに言っとかんといかんな。)

「美しく、そして平和な海の中！」イフチアンドルは、うっとりと語り続けている。「僕は絶対に、あなたの息が詰まりそうな陸と、僕の海を、交換するなんてできないよ！」

「なんで、あっしの陸なんで？　坊ちゃんだって、陸の生まれでしょ？　坊ちゃんの母親は、誰だったんです？」

「僕は……」イフチアンドルは、言いよどんだ。「知らないんだ」

「でも、もちろん魚じゃなくて、女の人なんですよね？」

「まあ、そうだね」

クリストは笑い出した。

「だったらあっしに、なんでイタズラするのか、教えて欲しいもんですよ。どうして網を切ったり、ボートから魚を放り出して、漁師を困らせたりするんです？」

「食べる分以上に、魚を捕まえるからさ」

「でもそれは、売るために獲ってるんですよ」

イフチアンドルは、意味がわからないようだったので、クリストは他の人々が食べるための分を獲っているのだと、説明しなければならなかった。

「っていうことは、人はそんなに沢山いるの？」と、イフチアンドルは驚いた。「地上の鳥や動物じゃ足らないの？　だから海まで来て魚を採るの？」

「これ以上は、ぱっぱと説明できるもんじゃありやせんよ」と、クリストはアクビをした。「もう寝ないと。けど、見てやすからね。プールで寝ちゃいけやせん。先生はご不満でさぁね」

こう言ってクリストは、イフチアンドルの部屋を出ていったが、翌朝早く彼が戻ってきたときには、すでにイフチアンドルの姿はなく、そして石の床は濡れていた。

「またプールで寝たな」と、彼はブツクサ言った。「で、また海に行ったんだ」

そしてイフチアンドルは、朝食にひどく遅れて戻ってくると、なんだかイライラした様子で、フォークでビフテキを突き刺した。

「また油で焼いた肉かぁ」

「またですとも」と、クリストは厳しく言った。「先生のお言いつけでさ。坊ちゃんはまた、海で沢山生魚をお食べになりやしたね？　坊ちゃんが炒め物をまるっきり食べないってんなら、そしてベッドで寝ずに、プールに入ってエラでばかり息をするってつもりなら、それから朝食の時間にきちんと戻ってくるつもりがないってんなら、先生が帰り次第、あっしは先生に、坊ちゃんはあっしの言うことなんか聞いちゃくれないと、言いつけなけりゃなりやせんって」

「クリスト、言わないでよ。僕は父さんに心配かけたくないんだ」

そしてイフチアンドルは悩ましげに考え込み、突然悲しげな目でクリストを見つめた。

「クリスト、僕は少女に会ったんだ。素晴らしかった。……海の底見た何よりもね……。」

「それで、あっしの陸を悪く言ってたってわけですかい？」

「僕はイルカに乗って、ブエノスアイレスからずっと海岸を見て回ったんだ。でも彼女は僕を見て、怖がって逃げ出した。なぜ水中眼鏡と手袋をつけるかって？」彼は少し黙り込み、そして静かに続けた。「海で溺れた若い女の人を助けたんだ。そのときは、それが誰だかなんて関係なかった。ただ突然これが、それが？　ただ突然こう思ったんだ。同じような金髪だったなって。そう、そうだ。思い出した……」

彼は鏡に自分を映している。

「それから、どうしたんです？」

「僕は待ってた。でも、戻ってこなかった。クリスト、彼女はもう海岸には戻ってこないんだろうか？」

(こいつが娘っ子に惚れたんなら、調度いい)と、クリストは内心ほくそえんだ。今までも、ズリタが簡単に彼を捕まえられるブエノスアイレスに引っ張り出そうと、町の話をいろいろしたものの、説得することはできないでいた。

「娘っ子が海岸に来ないなら、坊ちゃんが探しに行けばいいんです。陸の服を着て、あっしと街に行くんです。手伝いまさぁ」

「僕が！　僕は彼女を見つけられるだろうか？」

「娘っ子は、たくさんいやすからね。海岸で見た子もいるかもしれやせん」

「今すぐ行こう！」

「今日はちょっと遅いですよ。街まで歩いていくのは、簡単なこっちゃありやせん」

「僕はイルカで行くよ。あなたは海岸から行けばいい」

「坊ちゃんは、慌てすぎてやす。明日夜が明けたら、一緒に行きやしょう。坊ちゃんは入り江を泳いで行き、あっしは服を持って坊ちゃんを待ってやす。そのためには、あっしは先に行って、服を手に入れときやす」(そして弟にも会って、いろいろと手はずを整える。そして、)「明日の夜明けに会いやしょう」



十三　町

クリストは、白い背広を持って、入り江を泳いで海岸にやって来るイフチアンドルを待っていた。

やってきたイフチアンドルは、背広を見ると、まるでそれが蛇の皮で出来ているとでもいうように、ため息をついて着替え始める。けれど、服を着慣れていないことは、クリストの目にも明らかだった。

彼は青年がネクタイを結ぶのを手伝い、そしてじっくりと見ると、満足した。

「じゃ、行きましょうや」と、クリストは陽気に言った。　

彼はイフチアンドルを驚かせてやろうと、まずアベニーダの五月大通りへ案内した。それからヴィクトリア街の近くにあるムーア式の市庁舎や、カテドラル(大聖堂)、フエルト街から二十番街へ回り、１８１０年五月二十五日にスペインからラプラタが独立したことを記念する五月広場や、素晴らしい庭に囲まれた大統領官邸と、独立記念碑の『自由のオベリスク(尖塔)』の見物をした。

けれどクリストの思惑は、外れてしまった。

イフチアンドルは、大都市のざわめき、騒音、埃っぽさ、暑さに、参ってしまったのだ。彼は人ごみの中であの娘を探し、頻繁に「見つけた！」とクリストを引っ張ったものの、すぐに「違った、このじゃない」と、人違いに気を落すばかりだった。

昼が近づき、暑さが絶えがたくなってくると、クリストは彼を地下にある小さなレストランに誘った。

そこは涼しくはあったけれど、ひどく騒々しい所だった。ラフな身なりの人々が、ひどい匂いの葉巻を吸いながら、しわくちゃになった新聞を振り回しながら声を張り上げ、わけのわからない言葉で言い争っている。

イフチアンドルは、葉巻の煙で息が詰まりそうになり、冷たい水をがぶ飲みしたけれど、食事には手もつけず、悲しげにつぶやいた。

「この人の渦の中から誰か見つけるより、海で顔見知りの小魚を見つける方が簡単だよ。あなたの街なんて大嫌いだ！　ここは気持ち悪いし、すごく嫌な匂いがする。僕はわき腹が痛くてたまらない。クリスト、僕は家に帰りたい」

「その方がいいみたいですね」と、クリストは頷いた。「でも帰る前に、あっしの友だちんとこに寄りやしょう」

「僕はもう、誰にも会いたくないんだ」

「途中で、ちょっと顔を見せるだけでさ」

支払いをすませ、クリストとイフチアンドルは、通りに出た。うなだれて、とぼとぼと歩くイフチアンドルを従えて、クリストはサボテンが植えられた庭を通り、オリーブや桃の木の下の白い家を目指す。

クリストが案内したのは、港の一角にあるバルタザールの家だ。

イフチアンドルは、海の湿った空気を深呼吸した。すぐさま服を脱ぎ捨てて、海に飛び込みたかった。クリストは「こっちでさ」と言いながらも、用心深く連れを見ながら道路を横切り、「ここなんで」と、薄暗い小さな店に入っていった。

イフチアンドルは、目が薄暗がりに慣れるにしたがって驚いた。店がまるで、海底の一角のようだったからだ。棚にも床にも隙間なく大小の貝が積み上げられ、天井からは作り物の海の魚に、乾燥させたサンゴやヒトデ、そしてカニといった、面白い形の海の生き物たちが糸で吊り下げられている。

カウンターの上に置かれているガラスのケースには、真珠採りたちが『天使の肌』と呼んでいる、ピンクの真珠が並べられている。

イフチアンドルは、見慣れた物たちに囲まれて、いくぶん気分が落ち着いた。

「ここは静かで涼しいとこでさ。少し休んでくことにしやしょう」クリストは古い編み椅子を勧め、そして「バルタザール！　グッチエーレ！」と、店の奥に声をかけた。

「クリストか？　こっちだ」と、声がした。

彼は腰をかがめて、奥にある小さな扉を中に入ると、後ろ手でしっかりと扉を閉じた。

そこはバルタザールが、湿気で輝きを失った真珠を、薄い酸に漬けて、艶を出すための工房だ。天井の小さな窓から入る薄明かりが、バルタザールと真っ黒な古いテーブルの上にある、ガラスの小皿を照らし出していた。

「よう兄弟。グッチエーレはいないのかい？」

「隣にアイロンを借りに行った。すぐ戻るだろう」

クリストは、急いで次の質問を付け加えた。

「ズリタはどうした」

「どっかへ飲みに行ったんだろ」と、バルタザールは文句を言った。「昨日プロポーズしたんだ。俺は薦めたのに」

「グッチエーレにか？」

「前からズリタは言い寄っててな。しかし答えはいっつも『だめ、だめ！』ばっかりで。まったく頑固で気まぐれなもんさ。どんなインディオの娘より綺麗に生まれついて、いい縁談に恵まれたことが、どんなに運がいいことなのか、カケラもわかっちゃいやしない。帆船を持ってる真珠取りの元締めだぞ」バルタザールは、ぶつぶつ言いながら、新しい真珠を酸のタンクに入れた。「おおかたズリタは、また自棄酒でも飲んでるんだろうさ。ところで、そっちはうまくいったのか？」

「そこに座っている」

バルタザールは、好奇心に誘われるまま扉に近づいて、鍵穴から店をのぞき見る。そして静かに言った。

「いないぞ」

「カウンターの椅子に座っているはずだ……」

「いない。座ってるのはグッチエーレだ」

バルタザールはすぐさま扉を開き、クリストと一緒に店に入った。

イフチアンドルの姿はない。

父親とクリストが出てきたのを見て、グッチエーレは立ち上がり、おじぎした。

「やぁ、グッチエーレ。ごきげんよう」

「若い男はどこだ？」

「お父さん。私、若い男なんて、隠してないわよ」と、グッチエーレは微笑んだ。「たぶんその人なら、私が店に戻ったとたんに飛び出していったわ。あっという間で、誰だかわからなかった。妙な顔で私をじっと見て、そして怯えたように立ち上がって、それから急に胸を押さえて店を飛び出して行ったの」

(探し人は彼女だったのか。)と、クリストはそう思った。



十四　海へ戻る

イフチアンドルは、あえぎながら海岸通りをひた走り、息苦しい都会を抜け出すと、すぐに道を外れて海岸に急いだ。そして海岸の岩影で背広を脱ぎ岩の隙間に隠すと、水際に駆け寄り飛び込んだ。

疲れていたが、こんなに急いで泳いだことはなかった。恐れをなした魚たちが、彼の進路からパッと散っていく。町から数マイル離れてからスピードを落とし、海岸の近くの水面に出て、やっと自分の場所に戻ってきたと実感できた。

海中に、見慣れた岩や海溝がある。アカガレイが砂に潜っているし、赤いサンゴの枝の中には、赤いヒレの小魚が隠れ住んでいる。沈んだ艀船には、タコがふた家族ほど住み着いて子育てをしている。カニが海底で、灰色の石の下に入ったり出たりしている。

彼は何時間も、飽きることなく海の生き物たちを眺め続け、彼らの狩りの小さな幸運や、あるいはハサミを失ったりタコに襲われたりする不運を、自分のことのように喜んだり悲しんだりした。

それから沢山の牡蠣殻がくっついている沖合いの崖に向かい、最後に入り江に行って、海辺からそう離れていない場所で海上に顔を出し、波間で遊んでいるイルカの群れを見つけて、高い声を長く出して叫んだ。

大きなイルカの友だちが、陽気に鼻を鳴らして水中に潜り、すぐさまツヤツヤした黒い背中を現しながら潮を吹く。

「早く、リーディング、早く！」

イフチアンドルは叫ぶと、イルカに向かって泳ぎ出し、そしてまたがった。

「今すぐどこかへ出かけよう！」

イルカは彼の手振りに従って、猛然と風と波を蹴立ながら入り江の外へ向かって泳ぎ出した。胸は波を切り尾は後方に泡を作り出したが、イフチアンドルはそのスピードに満足できなかった。

「リーディング、もっと早く！」

イフチアンドルはイルカを完全に乗りこなしていたが、波上の乗馬は気分を落ち着かせてはくれなかった。

彼は突然光沢のある背中から滑り落ち、当惑する友人を残し海に潜る。

リーディングはしばらく待っていたが、両棲の友だちはいつまでも海面に現れなかったので、鼻を鳴らして海に潜り、また現れてもう一つ寂しげに鼻を鳴らした。そして尾をふって海岸に向きを変え、楽しそうに若いイルカたちの群れに戻っていった。

一方イフチアンドルは、暗い海の底へと、深く深く潜っていた。危険を顧みず、ただ泳ぎ続けた。一人っきりになりたいと思うほどに、その日見たり聞いたりした様々な出来事は、彼の常識を揺さぶっていた。

なぜ自分のような両棲人間は、海にも陸にもいないのだろうか。

だんだんと動きが鈍ってくる。水圧がますます高くなり、息が苦しくなってくる。あたりはすでに、分厚い緑灰色でできた、黄昏の世界だ。生き物の姿は少なく、いても大半に馴染みがなかった。これほど深く潜ったことは、一度もない。

突然イフチアンドルは、この静かで平和な黄昏の世界に心細さを感じ、急いで浮上し、海面に浮かんだ。

沈みつつある太陽が、海面に茜色の光を落としている。水中では茜色のすじが海の紺色と交じり合い、優しい桃色がかったすみれ色や、緑がかった青にきらめいている。

水中眼鏡がないため、水中から見上げた海面は金魚鉢のように歪んで見えた。赤や黄色、緑、青色と紫によって縁取られたじょうごの底にいるかのようだ。円錐が明るい水面に向かってくちを開け、鏡のように水中の崖や藻や魚をさかさまに映し出している。

イフチアンドルは仰向けのまま海岸に向かい、そして砂浜に程近い水中の谷間に座りこんだ。

漁師が浜にボートを引き上げるために引っ張っるために、その一人が膝まで水に浸かっている。

彼の目には、足と水面に映ったその反転と、足がない漁師とに、別々に映っている。

別の漁師が、腕を水中に浸した。今度は頭のない四本足のおかしな体と、独立した一組の腕だけになる。

イフチアンドルは、いつでも人々が彼を見つける前に、その場から泳いで去ることができた。こうした魚眼レンズを通して見るような、引き伸ばされた水面の反射で近づく人々を見ることができるからだ。

けれど今日彼の目に映る体のない頭と、頭のない四本足の姿が、ひどく不快だった。

人間たち……。騒々しく、葉巻で嫌な匂いを作り出す。

陽気で清潔なイルカと一緒にいる方が、ずっといい。

イフチアンドルは、ふと、前にイルカの乳を飲んだ時のことを思い出して、微笑んだ。

それは南にずいぶんと下った所にある、人里はなれた小さな入り江のできことだ。

その入り江は、外海とは鋭い岩と大きな砂の帯状の暗礁で隔てられ、陸地側は岩だらけの崖で囲まれているため、真珠採りも漁師もやって来なかった。水深はあまり深くなく、暖かい水の中では、海底から海草の絨毯が密生し、その間をたくさんの小魚たちが、行きつ戻りつしながら機を織っている。

ここには毎年イルカのメスたちがやってくる。そして、この暖かな入り江で二頭か四頭か、時には六頭もの子どもを産み育てる。

イフチアンドルは、イルカの子どもたちと遊ぶのが大好きだ。そのためにはまず、何時間も海草の林の中にじっと潜み、子どもたちが波間で跳ね回ったり、乳を吸うために母イルカを追いかけるのを見守り、そして慎重に、小さな魚をあげながら親子を自分に慣らしていく。そのうち子イルカたちと追いかけっこをしたり、引っぱりっこをして遊ぶことができるようになる。

やがて彼が美味しい小魚や小さくて柔らかいタコを持って入り江に現れるだけで、遠くにいても子イルカたちは彼に気づいて集まってくるようになるのだ。

そして以前、友だちのメスイルカに子供が生まれて、その子がまだ小さな乳飲み子で、乳以外まだ何も食べなかったとき、彼はふとイルカの乳を味見してみようと思いついて、即座に母イルカの下に潜り込むと、彼女を抱えて乳房をくわえ、乳を吸ってみたのだ。

母イルカは、まさかそんな目に合うとは思わなかったのだろう。驚きのあまり逃げ出したので、彼はすぐさま怯える母イルカから手を離した。母イルカは、パニックを起こして入り江を飛び出し、赤ん坊たちも散り散りになってしまった。

彼は苦労して赤ん坊たちを集め、母イルカが戻ってきて、赤ん坊たちと一緒に隣の入り江に引っ越すまで、その世話をしなければならなかったし、そのイルカの家族の信頼を取り戻すためには、さらに何日もかかったのだ。

イルカの乳は、魚臭かった。

　

＊＊＊

　

あれからイフチアンドルは、三日の間家に戻らなかったので、クリストは本気で心配した。

やっと帰ってきた彼は、顔色も悪く疲れきっていたものの、落ち着いた様子だった。

「どこへ行ってたんで？」

クリストは厳しい調子で問い詰めたものの、イフチアンドルが帰ってきた嬉しさを、隠し切れないでいる。

「海底だよ」

「なんでそんなに顔色が悪いんです」

「僕……、僕は……、死にそうな目にあったんだ」

イフチアンドルは初めて嘘をつき、昔彼が体験した冒険の話を始めた。

　

深い海の底から隆起した岩の台地があり、その上の真ん中は楕円形に窪んでいた。つまり海底の山中湖だ。

イフチアンドルはその水中湖の上を泳いでいた。

海底が、見たこともない明るい灰色だったので、珍しさから彼は下へ降りていって驚いた。そこは様々な海の生き物の、小さな魚からサメやイルカまでもが横たわる墓場だったからだ。

最近の犠牲者の姿もあったが、普通ならいるはずの小さな捕食者、カニや魚たちが群がっているわけでもない。

すべては命を失い、静寂に包まれている。

あちこちで、海底から海面に向けて、小さな気泡が立ち上っているだけだ。

湖の縁の上を泳いでいたイフチアンドルは、降りていくと突然えらに鋭い痛みを感じ、息ができず眩暈もした。意識が朦朧として、どうすることもできずに海盆の縁に落ちていった。こめかみがドキドキと脈を打ち、視界は赤い霧で曇ってしまった。

誰もおらず、助けが期待できるはずもない。

突然サメが、痙攣を起こしたように体を曲げて、すぐ近くを落ちていった。おそらくサメは、イフチアンドルがこの死の湖に落ちるまで、後をつけていたに違いない。そして今は、開いた口から白い歯をむき出しにしたまま底に落ち、その腹を膨らませて横たわる。

サメは死んだ。

イフチアンドルは、恐怖に震えた。

歯を食いしばってエラに水を入れないようにし、全ての手足を踏ん張って湖から這い上がろうとした。

頭がクラクラして、再び底へと落ちてしまった。けれど灰色の石を両足で蹴り、手を振り回し、なんとか湖から十メートルばかり離れることができたのだ。

　

話の仕上げに、イフチアンドルはサルバトール博士から聞いた話を付け加えた。

「たぶん、この海中湖には、いろんな有毒ガス、たぶん硫化水素か二酸化炭素が溜まってるんだと思う。ガスは海面に出るころには酸化して無害になるけど、海中湖から湧き出た直後は、濃くて毒性が強いんだよ。

それより朝食にしてくれないかな。僕はお腹が空いてるんだ」

イフチアンドルは急いで朝食を食べると、水中眼鏡と手袋をはめて、出て行こうとする。

「それのためだけに、戻ってきたんですか？」クリストは、水中眼鏡を指差した。「何か悩みがあるんじゃないんですかい？」

けれどもう、イフチアンドルの心はここにはなかった。

「クリスト、聞かないでよ。僕にもわからないんだ」

そして彼は急いで部屋を出ていった。



十五　ささやかな仕返し

イフチアンドルは、バルタザールの真珠屋で、思いがけず青い目の娘に出会ったとたんに、店から飛び出し海まで逃げ出すほど、うろたえてしまった。

彼女にもう一度会いたいと思いはするものの、会ってどうしたいのかは、わからなかった。

クリストに、もう一度連れていって欲しいと頼むことができれば簡単だ。けれどクリストと一緒に彼女に会うとを考えると、なんだか気が重かった。

イフチアンドルは、毎日初めて彼女に出会った海岸へと泳いで行き、朝から晩まで岩影に座り込むようになった。海岸までは泳ぎ、彼女を怖がらせないようにと、水中眼鏡と手袋を脱いで白い背広に着替るのだ。

それは度々、夜通しとなった。夜は海に入って魚や牡蠣を食べ、まんじりともせずに朝を向かえて、そのままいつもの場所に戻っていく。

ある日の夕方、ついに真珠屋に行こうと決意した。そして店の扉を開けはしたものの、店先に年配の男が座っているのを見ると、そのまま海岸へと引き返した。

すると海岸の岩場に、白いワンピースと麦藁帽子の彼女が立ってたのだ。

イフチアンドルは、近づくこともできずに立ち止まった。

彼女は誰かを待っている様子で、行ったり来たりしながら、時おり道の向こうを眺めている。そして岩陰のイフチアンドルには気づかぬまま、彼女は誰かに手を振った。

見ると、背が高く肩幅の広い若い男が、颯爽と道をやって来るところだった。イフチアンドルが見たこともないほど、明るい色の髪と目をした男だ。

大男は彼女に近づき、大きな手を彼女に伸ばし、優しく呼びかけた。

しく呼びかけた。

「やあ、どうだい？　グッチエーレ」

「ええ、オルセン」

オルセンと呼ばれた見知らぬ男が、グッチエーレの小さな手をしっかりと握ったとたん、イフチアンドルの中に怒りが湧き上がった。そして同時に、もう少しで泣きそうになった。

「それを持ってきたのかい？」と、オルセンはグッチエーレの真珠のネックレスを見る。

グッチエーレは、黙ってうなずいた。

「お父さんが、気づくんじゃないか？」

オルセンの質問に、彼女はいいえと答えた。

「これは私の真珠だから、私の好きにするわ」

それからオルセンとグッチエーレは、小声で話しながら、岬の先端へと歩いて行くと、彼女は真珠のネックレスをはずし、その端を持って高く陽に掲げ、誉めそやした。

「見て。真珠に夕日が照り映えているわ。さぁ、どうぞ……」

オルセンがネックレスに手を伸ばす。けれどネックレスは、グッチエーレの手から滑り落ち、海に落ちて沈んでしまった。

「なんてこと！」と、彼女は叫んだ。

オルセンは狼狽し、グッチエーレは立ちすくむ。

「拾えるかもしれない」と、オルセンが言った。

「ここはとっても深いのよ。オルセン、どうしましょう！」

イフチアンドルは、彼女の悲しみを無視することができなかった。彼女が嘆き悲しんでいるのを見ると、彼女が真珠を明るい髪の大男にあげようとしていたことも忘れ、岩陰から出てグッチエーレに近づいた。

オルセンは眉をひそめたが、グッチエーレは彼が先日店から飛び出して行った青年であることに気がついて驚き、そして興味と期待の眼差しを向けた。

「海に真珠のネックレスを落としたんでしょう？　よかったら、僕が取ってきてあげますよ」

彼女は即座に反対した。

「一番の真珠採りの私の父にだって、ここには潜れないわ」

「やってみますよ」

そう穏やかにイフチアンドルは答えると、いきなり高い崖の上から服を着たまま波間に飛び込み、グッチエーレとその連れを驚かせた。

オルセンは、あっけにとられている。

「今の誰だい？　なぜここから飛び込めるんだ？」

そして一分たち、二分たったが、イフチアンドルは戻ってこない。

グッチエーレは波を見つめながら慄いた。

「死んでしまったんだわ」

一方イフチアンドルは、自分が水の中で生きていけることを、彼女に知られたくなかったので、しばらくネックレスを探してから浮上した。けれど、時間はちゃんと計っていなかったし、すでに真珠採りが潜っていられる以上の時間が立っていたことなど、知るよしもなかった。

彼は微笑みながらグッチエーれに呼びかけた。

「もうちょっと待って下さい。このあたりの海底は岩が多くて探しにくいんです。でも僕はきっと見つけますから」

そして彼は、再び潜っていった。

グッチエーレは、真珠採りのことを、よく知っていてからこそ、イフチアンドルの様子を見てさらに驚いた。彼はほぼ二分間水中にいたのに、まるで息が乱れていない。

また二分がたち、イフチアンドルが水面に現れると、喜びに満ちた顔で、手を水から上げてネックレスを示して見せる。

「崖のでっぱりに、引っ掛かっていました」と、彼は叫んだ。

彼の息は、まるで隣の部屋にネックレスを取りに行って来たかのように、少しも乱れていない。

「下まで落ちてしまってたら、もっと大変だったと思います」

そして彼は急いで岩を這い登り、グッチエーレにネックレスを差し出した。服から水が滴り落ちているが、気にしていない。

「どうぞ」

「ありがとう」と、グッチエーレは言い、そして好奇心をよみがえらせて彼をじっと見た。

沈黙が降りた。

三人とも、次にどうしたらいいのか、わからなかった。

グッチエーレは、イフチアンドルの目の前で、オルセンにネックレスを渡すのを、ためらっているようだった。

イフチアンドルはオルセンを指差した。

「あなたは彼に、真珠をあげたかったんでしょ？」

オルセンが赤くなり、グッチエーレは戸惑った。

「ええ、そうだったわ」

オルセンは無言でネックレスを受け取り、それをポケットへと仕舞いこんだ。

イフチアンドルは満足した。これはささやかな、仕返しなのだ。この大男はグッチエーレから真珠の贈り物を貰ったが、それはイフチアンドルのおかげなのだ。

そしてイフチアンドルは彼女にお辞儀をすると、道の方にさっさと歩いて二人から離れた。けれど、愉快な気分はすぐに消えてしまった。あの金髪の大男が何者なのか、気になりだしたからだ。

町には、嫌な人々ばかりいる。いったい金髪の大男は何者で、グッチエーレはどうしてネックレスをあげようとしていたのだろう。岬の上で何を話していたのだろう？

その夜イフチアンドルは、波を切ってイルカを乗り回したので、漁師たちは暗闇に響く叫び声に恐れ慄いた。そして翌日は水中眼鏡だけで、手袋をつけず、真珠貝を探して一日中潜ったまま海の底を掘り、夜になってやっと家に帰り、クリストに小言を言われた。

翌朝、グッチエーレとオルセンが出会っていた岬に出かけ、ずっと待った。

そして日が沈んだ後になって、ついにグッチエーレがやってきた。

イフチアンドルは岩陰から離れて、彼女に近づく。

彼を見たとたん、グッチエーレは微笑みながらうなずいて、そして尋ねた。

「私のあとをつけているの？」

「ええ」と、イフチアンドルは答えた。「初めて会ったときから」そして彼は少し言いよどみ、そして続けた。「オルセンに、あなたのネックレスをあげていましたよね。でもあなたは、彼にあげるまえに、あなたは真珠をじっと見つめていました。真珠が好きなんですか？」

「ええ」

「じゃあ、僕の贈り物を受け取ってください」

そして彼は真珠を差し出した。

グッチエーレは、真珠の価値をよく知っていた。今イフチアンドルの手の中にある真珠は、これまでに見た物のどれよりも、彼女の父から聞いたどれよりも、素晴らしかった。その純白で完璧な形をした二百カラットを越える大粒の真珠は、おそらく百万ペソ以上の値打ちがあるはずだ。

グッチエーレは驚き、そのとんでもない真珠を、そして目の前に立っている美しい青年を、じっと見た。

強くてしなやかで、ちょっと内気で、皺だらけの白い背広を着ている。ブエノスアイレスの金持ちの息子のようには、見えはしない。

そして見知らぬ自分に、こんなプレゼントをしようとしている。

イフチアンドルは繰り返した。

「どうぞ」

「だめ」と、グッチエーレは首を振った。「そんなすごい贈り物は貰えないわ」

「これはそんなにすごい贈り物じゃありません」イフチアンドルは、一生懸命否定した。「こんな真珠、海の底には何千もあるんです」

グッチエーレは微笑んだ。

困惑したイフチアンドルは、しばらく黙り込んで頬を染めた。

「どうか」

「だめ」

イフチアンドルは、眉をひそめた。不機嫌な様子であった。

「自分のためにいらないなら、オルセンのためにどうぞ。それならいいでしょう」

グッチエーレが怒ってきっぱりと言った。

「彼は自分のために欲しいんじゃないわ。あなたは何も知らないのよ」

「じゃあ、だめなんですね」

「だめよ」

イフチアンドルは真珠を海に投げ捨てると、うなだれて背を向け、道に向かって歩き出した。

グッチエーレは肝を潰し、立ちすくんだ。百万もの価値がある富を、まるで小石のように投げ捨てるとは！　自分はそんなにも、この不思議な青年を悲観させたのだろうか？

「まって、どこへ行くの？」

しかしイフチアンドルは、うつむいたまま歩き続ける。

グッチエーレは彼を追い抜き、彼の手を取ってその顔を覗き見た。

若者の頬を涙が濡らしていた。

彼は今まで泣いた事がなく、なぜあたりが水中眼鏡をしないで泳いでいるときのように、ぼやけて見えるのだろうと、そんなことを考えていた。

「許してね。私はあなたを傷つけるつもりはなかったの」

彼女は彼の両手を取って、そう言った。 



十六　いらだつズリタ

それからというものの、イフチアンドルは日暮れが近づくと町からさほど遠くない海岸に向った。そして岩の隙間に隠してある背広に着替え、岬でグッチエーレに会い、喋りをしながら海岸を散歩した。

けれどグッチエーレは、彼女の新しい友だちは誰なのか？　という聞かれたとしても、答えることができなかった。

イフチアンドルは良識があり、独創的で、彼女の知らないことをいろいろ知っていた。けれど彼は、この町の若者なら誰でも知っているような常識を、まるで知らなかった。

これはいったい、どういうことなのだろう。

グッチエーレが知っているのは、イフチアンドルが金持ちの医者の息子であることと、人里離れた土地で、偏った教育を授けられながら父親に育てられたらしい、ということだけだ。

イフチアンドルは、グッチエーレに本当のことを知らるのが怖くて、自分のことを話そうとしなかった。

二人はよく、長い間潮騒と星の輝きに満たされた海岸で、黙って座り込んでいた。

ただそれだけで、イフチアンドルは幸せだった。

けれど、グッチエーレが「もういかなくっちゃ」と言うと、イフチアンドルはしぶしぶ立ち上がる。そして町外れまで彼女を送ってから、服を着替えて家に泳いで帰っていく。

イフチアンドルはその日の朝、朝食の後で白パンを持って入り江に行った。そして海底の砂の上に座って、小魚にパンを与え始めた。小魚たちはイフチアンドルを取り囲み、手の中で遊び、手の中のパンに直接貪りつく。ときどき大きな魚がやってきて小魚を追い立てると、彼は手を振って大きな魚を追い払い、小さな小さな魚たちを自分の背後に庇ってやる。

それから真珠を探した。真珠採りは結構面白く、間もなく素晴らしい真珠が山と集まった。彼は海中の小さな洞窟に、集めた真珠を溜め込んでいる。イフチアンドルは自分でも知らないうちに、実に穏やかにアルゼンチンで一番の、いやもしかすると南アメリカで一番の大金持ちになっていたが、財産についてはまるで無頓着だった。

日中はこうして静かにすごした。

イフチアンドルには、グッチエーレが埃っぽくて息がつまりそうな騒々しい町中に住んでいることが、残念でならなかった。

もし彼女が、騒音と人間たちから遠く隔てられた水中で暮らせたなら！　彼女が見たことのない素晴らしい水中の花園を一緒に散歩できたなら、どんなにいいだろう！　けれど彼女は水中で生きることができず、自分もそう長くは空気中にはいられない。

彼はすでに、己の行為の代償を支払っていた。彼が彼女と海岸に座っている間にも、彼のわき腹は痛み始め、それはどんどん頻繁に、そして強くなってきつつある。しかしどんなに傷みが耐えがたくなっても、彼は彼女を置き去りにはしなかった。

もう一つ、イフチアンドルには悩みがある。あのオルセンという時金髪の大男は、グッチエーレと何を話していたのだろう。けれどイフチアンドルは、彼女に嫌われるのが怖くて、そのことを聞けなかった。

ある晩、明日は来れないと、彼女は言った。

「なぜ？」

イフチアンドルは眉をひそめた。

「忙しいの」

「僕より大事なこと？」

彼女は微笑んだ。

「聞いてはだめ」

そしてはっきりと、つけくわえた。

「ついてきてはだめよ」

　

その日イフチアンドルは、海の中の苔むした石の上で一人寂しく一夜をすごし、夜明けになってから家に向かった。

すると、入り江の近くで、漁師たちがボートからイルカを撃っている。

大きなイルカが銃弾に跳ね上がり、水面に落ちた。

「リーディング！」

恐ろしさのあまりイフチアンドルは小さく叫ぶ。

漁師の一人が、傷ついたイルカが浮いてきたら捕まえようと、ボートから海に飛び込み待ち構える。けれどイルカは、捕り手から百メートルも離れた場所に姿を現し、苦しそうに息をして、再び水中に潜っていった。

漁師は急いで、イルカに向かって泳いでいく。

友だちを助けようと、イフチアンドルも、急いで向かう。

再びイルカが水面に現れると、漁師は力尽きたイルカを掴み、ボートに引っ張り始めた。

イフチアンドルは泳いで水中から近づき、漁師を追い越すと、いきなり彼の足に噛みついた。

漁師はサメに噛みつかれたと思い込み、必死で足を引き、手にしたナイフをデタラメに振り回して敵を撃退しようとした。

ナイフは、イフチアンドルの、鱗に覆われていない首を切った。彼が漁師の足を放すと、漁師はボートに逃げ込んだので、傷ついたイフチアンドルとリーディングは、すぐさま入り江に向かう。そして、イルカを水中洞窟に誘導した。

この洞窟は、入り口こそ水中にあるものの、空気が岩の裂け目から入り込み、水は洞窟の半分しか満たしていない。

この安全な場所ならイルカも息を継ぐことができる。そしてイフチアンドルはリーディングの傷を確認した。致命傷ではなく、弾は皮膚の下の脂肪層で止まっていた。彼は弾を指でつまみ出し、その間リーディングはじっと我慢していた。

最後にイフチアンドルは、優しく友だちの背中を叩いてやった。

「すぐに治るよ」

それからやっと、自分のことに取りかかった。水中トンネルを急いで抜け、庭に上がり、白い家に入る。

クリストが、傷ついたイフチアンドルを見て驚いた。

「どうなさったんで」

「イルカを助けたとき、漁師にやられたんだ」

けれどクリストは、その言葉を信じなかった。

「あっしに内緒で、また町に行ったんじゃありやせんか？」

傷に包帯をあてながら、疑わしそうに尋ねるその問いに、イフチアンドルは、何も答えなかった。

「鱗を下げてください」

クリストに言われてイフチアンドルが肩を出すと、クリストはそこにある赤い痕を見つけて驚いた。

「こいつはオールでぶたれたんですかい？」

そう言って、肩をさすった。けれどそれは、打ち身ではなく痣のようだった。

「ちがうよ」

イフチアンドルは、それしか答えず、治療が終わると自分の部屋に閉じこもってしまった。

一方、残されたクリストも、頬杖をついて考え込んでいた。長い間座り込み、そして部屋を出て町へと急ぎ、バルタザールの店に飛び込んだ時には、息を切らしていた。

「父さんはいるかい」

「奥にいるわ」

カウンターの隣に座って店番をしていたグッチエーレが、隣の部屋を示すと、クリストは工房に入り、扉を後ろ手で閉める。フラスコの向こうで、バルタザールが不機嫌そうに真珠を洗っている。

「いったいどいつもこいつも何を考えてやがるんだ！」と、彼は愚痴り始めた。「ズリタは毎日、なんで海の悪魔を連れてこないんだと言う。グッチエーレは毎日出かけちまう。そしてあの娘は、ズリタの言葉に耳を貸さず『だめ』ばっかり。ズリタは、もう『だめ』にゃうんざりしたから無理やり連れて行く、最初は泣いてもすぐに諦めるだろうと言い出しやがった。いったい俺に、どうしろっていうんだ」

クリストは弟の不平が終わるのを待って、こう言った。

「まあ聞いてくれ。わしが海の悪魔を連れて来れないのは、グッチエーレと同じで、あいつはわし抜きで毎日出かけちまうからなんだ。町にも行きたがらないし、わしの話も聞かなくなっちまた。サルバトール博士が戻ったら、イフチアンドルをちゃんと世話しなかったといって、わしに腹を立てるだろうさ。そうなったら、ますますあいつを手に入れるのが、難しくなっちまう。

いや、バルタザール、待ってくれ。わしの話を最後まで聞いてくれ。なんで急ぐ必要がある。イフチアンドルのことは、焦るもんじゃない」

そこでクリストは、どう話したらいいのか迷っているかのように、ため息をつき、「お前も見てみりゃ……」と、再び話し始めた。しかし調度その時、店に誰かやってきた物音がして、騒々しいズリタの声が聞こえてきた。

「まただ！」

バルタザールがぶつくさ言いながら、真珠を薬の中に放り込んだ時、ズリタが工房の扉を開けた。

「詐欺師の兄弟どもが、雁首そろえてやがるな。いつまで俺を騙すつもりだ」

ズリタは、バルタザールとクリストを、じろりと睨む。

クリストは立ち上がり、丁重に微笑んで見せた。

「わしはできるかぎりのことをしてますとも。焦っちゃいけやせん。海の悪魔は、そこらの小魚じゃないんでさ。あんたが池からすぐにすくい出せるような小物じゃない。一回はここに連れて来た。けれどそんときは、あんたがいなかった。おまけに海の悪魔は町が嫌になって、もうここに来る気を無くしちまったんでね」

「勝手させておけ。だが俺はもう待ちくたびれた。今週中に面倒事は二つとも片づける。サリバトール博士はいつ帰ってくるんだ」

「じきだと思いますよ」

「なら急がんといかん。俺はお前らよりアテになる連中を集めて行くから待っていろ。クリスト、お前は中から扉を開けるんだ。あとは俺たちが全部やる。準備ができたらバルタザールに言う」

そしてバルタザールに向き直る。

「お前には明日話す。そいつが最後だと思え」

兄弟は、黙って頷いた。けれどズリタが背中を向けたとたん、クリストの顔から微笑みは消え、バルタザールは口の中で悪態をついた。

クリストは、何か考えているようだった。

店で、ズリタがグッチエーレに何か言っている。

「だめ！」

グッチエーレの返事が、兄弟のところまで聞こえた。

バルタザールは、頭を振って落胆する。

「クリスト！」と、ズリタが叫んだ。「用がある。ついてこい」

そしてズリタとクリストは、店を出ていった。



十七　不愉快な出会い

イフチアンドルは、自分でも病気だとわかっていた。首の傷は痛んで熱を持ち、空気を呼吸することが難しかった。けれど調子が悪いのにもかかわらず、岬でグッチエーレに会おうと午前中から海岸に向かい、昼ごろに到着した。

その日は特別暑く、熱気が白い埃を舞い上げていたので、イフチアンドルはすぐに息苦しくなってきた。

ところが、やってきたグッチエーレは、すぐに町へ戻ると言い出した。

イフチアンドルは、彼女と一緒に海辺に居たがった。

「父さんが用で出かけるから、私が店番をしなければならないのよ」

「なら送っていくよ」

そして二人は、町に向かう埃だらけの道を並んで歩き出した。

ちょうど向こうから、オルセンがやってきた。彼は俯いたまま考え事に熱中しているようで、彼女が呼び止めなかったら、グッチエーレに気づかずすれ違ったことだろう。

「ちょっと彼に話しがあるの」

グッチエーレはイフチアンドルに言って、オルセンのところに行った。そして急いで小声で何か話し出した。彼女は彼を説得しているようである。

イフチアンドルは、少し離れて待っていた。

「じゃあ今晩また」とオルセンが言うと、大男と彼女は握手して頷きあい、そして急いで別れると、イフチアンドルの所に戻ってきた。彼女の頬と耳とが、上気している。

イフチアンドルは、オルセンのことをグッチエーレに聞きたかったが、何と問えばいいのかわからなかった。

「もう息ができない」

彼は空気を求めてあえぎはじめた。

「僕は……知りたい。オルセン……。何を隠してるの。今夜会うの。彼を愛しているの？」

グッチエーレはイフチアンドルの手を取って、優しく見つめて微笑み、彼に頼んだ。

「あなたは私を信じてくれる？」

「信じるよ……。だってあなたは知っているもの。僕があなたを愛していることを」

今イフチアンドルは、愛という言葉を知った。

「けれど……、けれど僕は辛いよ」

それは真実だった。

イフチアンドルは、判らないことが辛かったが、同時にわき腹もひどく痛かった。息ができなくなり、頬から血の気が引いていく。

「あなた、とっても具合が悪そうよ」と、彼女は不安そうに言った。「少し休んだ方がいいんじゃない？　あなたは私にとって、大切な人だもの。そうね、話さないでいるつもりだったけれど、あなたが望むなら、それであなたが落ち着くなら話すことにするわ。聞いてちょうだい」

そのとき馬を飛ばしてきた男が、急に方向を変え、若い二人のところにやってきた。

イフチアンドルは見上げると、口ひげとあごひげのある浅黒い年上の男が、二人を見下ろしていた。以前に見たことがある男だ。町で、いやこの海岸で。

男はピカピカのブーツに鞭を当てると、イフチアンドルを睨みつけ、そしてグッチエーレに手を伸ばして引っ張り、ニヤニヤ笑いながらその手にキスをした。

「つかまえたぞ！」

そして嫌がるグッチエーレから手を放すと、彼は嫌味たっぷりにこう言った。

「結婚式の前日に、若い男と散歩する花嫁が、どこにいる？」グッチエーレは怒ったが、ズリタは何か言わせる暇を与えなかった。「オヤジさんが、ずっと待ってるぞ。俺も一時間ぐらいで戻る」

イフチアンドルは、話をそれ以上聞くことはできなかった。突然目の前が真っ暗になり、喉がつまって息ができなくなった。もう空気中にいることはできない。

「そう……。あなたは結局、僕を騙したんだね……」ただそれだけ、真っ青な唇で呟いた。

彼はもっと話したかった。彼の憤慨を言葉にするか、あるいは真実を知るために。

けれども彼のわき腹の痛みは耐えられないほどに鋭くなり、意識が遠のいていく。なんとかイフチアンドルはその場を逃れ、岬から海へと飛び込んだ。

グッチエーレが悲鳴をあげて、身をよじり、慌ててズリタに頼む。

「彼を早く助けてちょうだい！」

けれどズリタは、動かなかった。

「俺は自殺するヤツを止める習慣は持ってないんでね」

グッチエーレが、まるで後を追って海に飛び込もうとするかのように、海辺に走った。

ズリタは馬に拍車を当てて彼女に追いつき、鞍に引っ張り上げると、駆け足で道の方へと引き返した。

「俺は他人が俺を邪魔しない限り、他人の邪魔をしない主義なんだ。それが一番いい。賢明になるんだな　グッチエーレ」

けれどグッチエーレは、答えなかった。すでに意識を失っていたからだ。彼女が気づいたのは、父親の店に到着した時だった。

「あの若者は誰だ」と、ペドロは尋ねた。

グッチエーレは、嫌悪を隠しもせずにズリタを睨みつけた。

「私を行かせて」

ズリタは眉をひそめた。

「バカを言うな。小説に出てくる正義の味方みたいに、いきなり海に飛び込んで助けられるとでも思っているのか？　親父！　バルタザール！」

バルタザールが、走って出てきた。

「お前の娘を受け取って、命の恩人である俺に感謝しろ。若い男と海に身投げするところだったんだぞ。俺はお前の娘の命を二度も助けた。なのに俺はまだ、こんなにも控えめだ。まあ、いずれその強情も直るだろうがな」そしてやかましく笑い始めた。「俺は一時間後に向こうに着く。それまでに説得しておけ！」

バルタザールが娘を受け取り、卑屈なまでに深くお辞儀をすると、ズリタは馬に拍車をかけて走り去っていった。

親娘は店に入り、グッチエーレは椅子に座り込んで、顔を手で覆った。

バルタザールは扉を閉め、店の中を歩き回り、落ち着かない様子で話し始めたが、それを聞いている者は誰もいない。棚の乾いたカニに言い聞かせているのも同然だ。

彼女は海に飛び込んだ可愛そうな青年のことを考えていた。

(なんて間の悪い！　最初にオルセンと会って、そしてズリタが来て、私を花嫁と呼ぶなんて、馬鹿げてるわ！　でももう死んでしまった……。)

グッチエーレはイフチアンドルのことを思って泣き続けた。

素直で、内気で、ブエノスアイレスのでしゃばりな若者たちとは比べものにならない。

いったいどうしたらいいのだろう。イフチアンドルを追って、海に飛び込んで、全てを終わらせてしまおうか。

けれどその時、バルタザールがこう言った。

「グッチエーレ、わかってくれ。すべて無くなっちまう。この店のなにもかもがズリタの物だ。俺の物は一割もない。俺はズリタの真珠を売って商売をしてるんだ。これ以上話を断り続ければ、あいつは商品をみんな引き上げてしまう。そしたらお仕舞いだ！　なにもかもお仕舞いだ！　いい子だから、年取った父親を可愛そうと思うなら……」

「最後にこう言うんでしょ。彼と結婚しなさいって。だめよ！」

グッチエーレは、きっぱりと言った。

「くそッ！」バルタザールは激怒して、こう叫んだ。「ならズリタは、自分でおまえとの結婚話を進めるだろうよ！」

そして彼は扉を乱暴に閉めて、工房に引っ込んだ。



十八　タコとの戦い

海に飛び込んだイフチアンドルは、地上の嫌な事を忘れようとした。

息がつまりそうな地上の暑さの後で味わう水中の涼しさは、とてもすがすがしく、心を落ち着かせてくれる。大きくエラで深呼吸すると、ひどい痛みも治まった。

地上での出来事を頭から追い払うために、無闇に体を動かして熱中できる気晴らしをしたい。たとえば暗い夜に高い崖から海に飛び込んで海の底に手が付くほど深く潜るのは好きだ。だけど今は真昼間で、海面に漁船の暗い影が揺れている。

「そうだ。洞窟の引越しをしよう」

入り江の垂直な崖の傾斜には、入り口が大きなアーチになっていて、すばらしい水中平原が眺められる小洞窟がある。ずっと前からそこに目は付けていたのだけれど、沢山のタコの家族に占領されていた。

イフチアンドルは水中眼鏡をかけ、反り返ったナイフを手に、堂々とその洞窟まで泳いでいった。けれど、そのまま中に突入するのは無謀にすぎる。沈没したボートの近くに柄の長い銛が落ちていたことを思い出し、それを持って戻り洞窟の入り口に陣取ると、中に向けて突き始めた。

侵入して来たわけのわからない物に引っ掻き回され怒り出したタコが、アーチの向こうから、長い触手を伸ばしてくる。タコは用心しながら銛に近づいたが、イフチアンドルは銛を掴まれる前に引き上げては、タコを攻撃した。

このゲームは、まるでメドゥーサの蛇の髪のように、アーチの下に触手が十ばかりものたうち始めるまで、数分続いた。ついに巨大なタコは我慢できなくなり、生意気な侵入者を懲らしめようと這い出してきた。そして威嚇するかのように体色を変化させながら、敵の前に泳ぎ出た。

イフチアンドルは脇へ回り泳ぎ、銛を手放して身構えた。八本の長い足の敵と戦うとき、二本の腕で対抗するのは難しいからだ。タコの足を一本切り落とそうとしている間に、他の七本が絡んできて、それを許しはしないだろう。

そこで彼はタコに近づいて、ナイフで急所を突くことにした。怪物の接近を許した後で、イフチアンドルは突如その足の付け根から頭に向けてナイフを突き出した。タコは不意の攻撃を避けられず、触手をからめてきたものの、それから四秒もたたぬ間に、イフチアンドルは素早く正確な動きでタコの運動神経を断ち切ると、突如巨大な触手はぐったりと力尽きた。

「これで一匹片付いた！」

もう一度洞窟に向かうと、今度はすぐに二匹のタコが泳ぎ出してきた。一匹は回り込んでイフチアンドルの背後から襲い、もう一匹は前から真っ直ぐかかってきた。こいつはちょっと危険だけれど、彼はひるまなかった。前にいるタコに攻撃している間に、後ろのタコが首に触手を絡ませてくる。首に絡んだタコの足を素早く切り落とす。落ちた足が丸まり、彼は別の足に取り掛かる。ついに後ろのタコが足を失い、ゆっくりと海底に落ちていく。イフチアンドルは正面にいるタコにとりかり、これもやっつけた。

「これで三匹」

けれど一時休戦だ。洞窟の周辺はタコの血で水が濁り、見通しが利かなくなったからだ。その陰気な茶色の霧で、彼の視界は閉ざされるけれど、敵は手探りで簡単に彼を見つけてしまう。このまま戦っては不利だ。彼は泳いで血の雲から水の澄んだ所まで退避する。そして、そこまで追いかけてきたタコをもう一匹倒した。

こうしてとぎれとぎれに戦いは数時間続き、ついに最後のタコを退治した。

イフチアンドルは、周囲の水が澄むのを待って、動かなくなったタコを解体した。切り落とされた触手は、彼の周りでまだ蠢いている。

それからイフチアンドルは、洞窟に入った。中にはまだ、頭が握りこぶしぐらいで触手が指ぐらいの、小さなタコが何匹かいる。彼はそれも殺すつもりだったけれど、不意に可哀想になって、飼ってみようと思い直した。タコに洞窟の見張りをさせるというのも、いいかもしれない。

タコのことが片付くと、彼は新しい水中の家に家具を持ち込んだ。洞窟の真ん中に、四本の鉄の足がついた大理石のテーブルを置き、その上に中国の花瓶を二つ並べる。花瓶には土を入れて、少しばかり海の花も植えることにした。土は少しばかり煙のように立ち上り、少しばかりあたりが濁ったが、すぐに水はきれいになった。

洞窟の壁からは、自然が作り出した岩のベンチが突き出していた。洞窟の新しい主は喜んで体を横たえた。ベンチは岩だが、水中ではとても柔らかい感じがする、彼はそこから、自分の仕事の成果を眺めて満足した。

好奇心の強い魚たちが、テーブルと二つの中国の花瓶のある奇妙な水中の部屋を、覗きにやって来て、テーブルの脚の間や、花瓶の花の周りを、ちょこまかと泳ぎ回る。まるで花に誘われた蝶のようだ。そしてさらに、イフチアンドルがそっと追い払うまで、彼の頭の周りを泳ぎ回った。

キャットフィッシュは、入り口までやってきたけれど、驚き慄き尾を振りながら泳いで行ってしまった。

白い砂の上をそっと歩いてやってきた大きなカニは、部屋の主に敬意を示すかのようにハサミで挨拶し、そしてテーブルの下に這い込んだ。

イフチアンドルは、楽しんでいた。

(もっと部屋を飾ろう。入り口あたりに綺麗な海藻を植え、床に真珠を敷き詰めて、壁には貝殻を飾ってみよう。もしグッチエーレがこの部屋を見たら……。でも、彼女は僕を騙したんだ。いいや、たぶん、彼女は僕を騙したりしなかった。彼女は本当に、オルセンのことを僕に説明する暇がなかっただけなんだ。)

イフチアンドルは、眉をひそめた。やることがなくなってしまったとたんに、再び孤独が彼を責め始める。

(なぜ誰も、僕みたいに水の中では生きていけないんだろう。父さん、早く帰ってこないかな！　そしたらお父さんに聞くことができるのに……。)

彼は誰かに、彼の新しい家を見せびらかしたかった。

「リーディング」

イフチアンドルは、イルカを呼ぼうと泳ぎ出た。海面に浮かんだイフチアンドルは、手にした巻貝を吹き鳴らす。まもなくイルカの友だちの息遣いが、近くの入り江の方から近づいて来た。

やってきたリーディングを、イフチアンドルは優しく抱きしめる。

「リーディング、一緒においで。僕の新しい部屋を見せてあげるよ。君はテーブルや中国の花瓶なんて、見たことないだろ？」

イフチアンドルは友だちを従え海に潜った。

けれどすぐに、イルカは非常に厄介なお客であることがわかった。

大きくて、不器用で、イルカは洞窟のテーブルの花瓶を巻き上げ、さらに鼻をテーブルの脚にひっかけて引っくり返したので、花瓶が転げ落ちてしまった。もし海の中の出来事でなければ、花瓶は地面に落ちて粉々になってしまっただろうが、驚いたカニが、とんでもないスピードで壁沿いに逃げていった他は、問題はない。

「君はなんて不器用なんだ！」

テーブルを引き寄せ花瓶を乗せて元に戻すと、イフチアンドルはリーディングを抱きしめる。

「僕とここに住もうよ」

けれど間もなく、リーディングは頭をふって不安を表した。イルカは息をするために、海面に出なければならない。空気が必要なのだ。

イルカはヒレをうち振って洞窟から泳ぎ出し浮上していき、イフチアンドルはただ一人取り残された。

リーディングでさえ、水中で一緒に暮らすことはできない。いるのは馬鹿で怖がりの魚たちだけだ。

彼は唐突に、石のベッドに身を投げ出した。

すでに太陽は沈み、洞窟の中もすでに暗い。日中の興奮と仕事によって疲れていたイフチアンドルは、水に優しく揺り動かされ、そのまま眠りに落ちていった。



十九　新しい友だち

オルセンは、大きなランチ船の上に座り、足元の板の向こうに見える海の中を眺めていた。

太陽は水平線から昇ったばかりだったが、日差しは透明な水を通してその小さな深みの底に、光の模様を描き出している。

海底の白い砂底の上を、何人かのインディオが這っているように見える。彼らは時々息を継ぐために浮上し、再び水に潜っていった。

オルセンは熱心に、真珠採りたちを目で追っている。

まだ早い時間だったけれど、すでに暑くてたまらない。

(おやおや、どうして私だけが、ここで暑がってなきゃならないんだ？)

彼はそう考えると、すぐさま服を抜いで、海に飛び込んだ。

初めて潜水したオルセンは、それがすっかり気に入った。そしてさらに、自分が並のインディオよりも、ずっと長く潜っていられることにも、気がついた。彼はすっかり感動して、潜水夫たちと一緒に、この新しい体験に熱中した。

彼が三度目に潜った時だ。二人のインディオが、まるで鮫かノコギリエイに追いかけられたかのように、海底を蹴って急いで海面に向かったので、オルセンは、その後ろをじっと見た。

銀色のような鱗に覆われた異様なカエルの化け物が、まっすぐこちらに向かって泳いでくる。巨大な膨らんだ目と水かきのある足の、半人半蛙だ。

オルセンも急いで浮上したが、カエルもその手でぐいぐいと水を掻き、彼が海面に出る寸前、怪物は彼に近づき、カエルの手で彼の腕を捕まえた。

オルセンは恐ろしかったにもかかわらず、その怪物の本質が、美しい人間であることに気が付いた。ただ、水とガラスと鱗のきらめきが目を惑わせて、大きく見せているだけなのだ。

まるで海の中だということを忘れいるかのように、怪物は彼に何か話しかけてきた。しかしオルセンにその声は聞こえず、ただその唇が動いているのが見えるだけだ。

怪物は、その二本の前足で、オルセンの腕をしっかり掴んで放そうとしない。

オルセンは海底をおもいっきり足で蹴ると、怪物の手を振り払い、水面へと急ごうとした。

怪物は腕を放そうとせず、引っ張り戻そうとする。

オルセンはなんとか海面に出ると、ランチ船の縁にしがみつき、足を引っ掛けてよじ登る。そして力を込めて半人半蛙を海の中へと追い払おうとした。

水しぶきが上がり、ランチ船の中に座り込んでいたインディオたちが、我先にと海に飛び込み、海岸に向かって泳ぎだす。

海中に蹴り落とされた怪物は、再びランチ船に近づくと、オルセンに向かってスペイン語で呼びかけた。

「オルセン。僕はグッチエーレのことを聞きたいだけなんだ」

オルセンは驚いた。水中で怪物とであった時ほどではなかったが。

彼は勇敢で、根性もあった。自分とグッチエーレの名前を知っているなら、こいつは怪物ではなく、間違いなく人間なのだろう。

「君の話しはグッチエーレから聞いているよ」と、オルセンは返事をした。

するとイフチアンドルはランチ船によじ登り、お辞儀をして、足を抱えるように組んで座った。

オルセンは、初めて見る膨らんだ輝く目を、注意深く観察した。

(水中眼鏡だ！)

「僕はイフチアンドルです。僕は一度、海の底から、あなたにネックレスを拾ってあげたことがあります」

「けれどもその時は、君は人間の目と手を持っていた」

イフチアンドルは微笑んで、自分の蛙のような足を振りながら、あっさり言った。

「脱げます」

「思ったとおりだ」

好奇心の強いインディオが、海岸の崖から覗き見ているが、話の内容がわかるほど近くはない。

わずかに黙れ込んでから、イフチアンドルはこう聞いた。

「グッチエーレを愛していますか？」

「あぁ、好きだよ」

イフチアンドルは、大きなため息をつく。

「彼女もあなたを愛しているんですか？」

「彼女も僕を好きだろうね」

「でも、彼女は本当は僕を愛しているんだ」

「それは彼女なりの問題さ」と、オルセンは肩をすくめた。

「彼女なりの問題……？　彼女はあなたの花嫁なのに」

オルセンは驚いたが、なんとか顔に出さないですんだ。

「いいや、私の花嫁じゃないよ」

「そんなことない」

イフチアンドルは、急に興奮しだした。

「彼女が花嫁だって、馬に乗った浅黒い男が言ったんだ」

「私の？」

イフチアンドルは、混乱した。確かに浅黒い男は、グッチエーレはオルセンの花嫁だとは言わなかった。けれどもグッチエーレのような若い娘が、あのずいぶん年上の浅黒い不愉快な男の花嫁ということが、ありえるのだろうか？　きっと、浅黒い男は、彼女の親類かなんかなのだろう。

イフチアンドルは、質問を変えた。

「ここで何をしていたの？　真珠採り？」

「正直いって、君の質問は不愉快だと言いたいね」と、オルセンは憂鬱そうな顔をした。「グッチエーレから君のことを聞いていなかったら、私は君をランチ船から海に突き落として、話しを終わらせているところだよ。君にはナイフがあるだろうが、私は君が立ち上がる前に、オールで頭を殴ることができるしね。けれど実のところ、私は真珠を探していたんだよ」

「僕が海に捨てた大きな真珠ですか？　グッチエーレがそのことも、あなたに話したんですか？」

オルセンが黙って頷くと、イフチアンドルは、嬉しそうな顔をした。

「ほらね。僕は彼女に、あなたなら欲しがるだろうって言ったんですよ。僕は、いらないなくても受け取って、後であなたにあげたらいいって、そう言ったんです。でも彼女はきっぱり断って、でもあなたは今それを探している」

「今は君のじゃなく海のものだ。だから私が見つけたなら、誰はばかることなく私の物になる」

「そんなに真珠が好きなんですか？」

「私は女じゃないから、小さなアクセサリーが好きなわけじゃない。けれど真珠があればできることがあるんだ」

「わかった。真珠を売って、お金をたくさん手に入れたいんだ」

オルセンは、再び頷いた。

「じゃあ、お金が好きなんですか？」

「君は私に、何を言いたいんだ」オルセンはイライラしながら尋ねた。

「僕は、なぜグッチエーレが、あなたに真珠をプレゼントしたのか知りたいんです。あなたは彼女と、結婚するつもりだったんでしょ」

「違うよ。それにそうだとしても、もう遅い。グッチエーレは他人の妻になった」

イフチアンドルは真っ青になって、オルセンの手を掴むと、ただこれだけ聞いた。

「本当なの？　浅黒い男と？」

「そうだよ。彼女はペドロ・ズリタと結婚した」

「けど彼女は……。彼女は僕を愛していると思っていたのに」

イフチアンドルが小さく呟やくと、オルセンは短いパイプに火をつけて煙らしながら、同情の目で彼を見て、ゆっくりと言った。

「そうだね。私も、彼女が愛していたのは君だと思う。けれど君は、彼女の目の前で海に沈んだ。少なくとも、彼女はそう考えた」

イフチアンドルは驚いてオルセンをじっと見た。イフチアンドルはグッチエーレに、彼が水の中でも生きていられることは話していない。崖から海に飛び込んだことが、彼女に自殺と取られるとは、考えもしていなかった。

「僕は昨夜、グッチエーレに会って来た。彼女は君の死で悲観しきっていた。イフチアンドルが死んだのは自分のせいだと、彼女は嘆いていた」

「でも、でも、彼女はどうしてこんなにもすぐに結婚したの。僕は彼女の命を助けた。そう、そうだよ！　ずっと前、僕はグッチエーレそっくりの溺れた娘さんを助けたんだ。僕は海岸に運んで、岩陰に隠れた。けれど後から浅黒い男がやってきて、自分が助けたようなふりをしたんだ」

「グッチエーレも、こんなことを話していた。誰が助けてくれたのかわからない。ズリタが自分が助けたのだと言う前に、奇妙な何かを見たような気がすると。どうして君は、自分が助けたんだと言わなかったんだい？」

「自分のことは言い難いよ。それに、ズリタを見るまでは、本当に助けたのがグッチエーレだっていう確信もなかったんだ。だけど、どうして彼女は結婚することにしたんです？」

「私にもわからない」

「知ってることだけでも教えて下さい」

「私はボタン工場で働いて、貝の検査係りをしている。グッチエーレはお父さんの手が放せないときに、貝を持ってやって来た。そして友だちになったんだ。私たちは時々工場の入り口のところで待ち合わせて、海岸や港を散歩した。そのとき彼女は、憂鬱そうに言っていた。金持ちのスペイン人に口説かれて困っているってね」

「ズリタのことですか？」

「そう。ズリタだ。グッチエーレのお父さん、つまりバルタザールは、この結婚話がうまくいくことを望んで、一生懸命彼女を説得していた。こんなにも素晴らしい婚約者はないといってね」

「どこが素晴らしいんです？　年上すぎるし、汚らわしいし、臭いじゃないですか」

イフチアンドルは納得できなかった。

「バルタザールにとっては、ズリタは最良の義理の息子になるからさ……。バルタザールは、ズリタに大きな借金があるからね。ズリタはグッチエーレが結婚を断るようなら、バルタザールを破滅させかねない。彼女にしてみれば、ズリタは言い寄ってくるし、父親はうるさく小言を言われるし……」

「なぜグッチエーレは、ズリタを追い払わなかったんです？　それにあなたもなぜ、ズリタを殴らなかったんです？　体も大きくて強いのに」

オルセンは、微笑みながらも驚いた。イフチアンドルは愚か者ではないのに、こんな質問を真面目にする。いったいどう育てられ、育ってきたのか。

「ことはそんなに簡単じゃないんだ。法律も、警察も、そして裁判所も、ズリタやバルタザールに味方するだろうしね」

それは、イフチアンドルには理解できなないようだった。

「じゃあ、なぜ逃げ出さなかったんです」

「逃げ出すことになってたんだ。お父さんからもね。そして私は、彼女を助けると約束したんだ。私はグッチエーレに、ブエノスアイレスを出て北アメリカに行こうと提案した」

「そして結婚するつもりだったんですか？」

しかしオルセンは再び微笑んだ。

「友だちだって言っただろ。それ以上のものであったかどうかは、……私にはわからない……」

「じゃあなぜ行かなかったんですか？」

「旅費がなかったんだ」

「ホロックス号に乗るのって、そんなにお金が掛かるんですか？」

「ホロックス号だって！　あれは大金持ちが乗る船だよ。そんな質問をするなんて、君は月からでも落ちてきたのかい？」

イフチアンドルは当惑して頬を染め、オルセンに自分の無知を曝すまいと、口をつぐんだ。

「私たちは、ホロックス号どころか、貨物船に乗るためのお金もなかったんだ。向こういったってすぐに仕事が見つからないだろうから、当面の生活費も用意しないといけないしね」

イフチアンドルには、オルセンの言っていることにわからない部分があったけれど、質問するのはやめておいた。

「だからグッチエーレは、真珠のネックレスを売ることにしたんだよ」

「僕がそれを知っていたら！」

水中の宝物について思い出して、イフチアンドルはそう叫んだ。

「なんだって？」

「なんでもありません……。オルセン、続けてください」

「逃げ出す準備は、全て整った……」

「ちょっと待って！　僕は……。僕はどうなるんです？　彼女は僕を置き去りにしようとしたってことなんですか？」

「これは全部、君が現れるまえに始まったんだ。ただ私が知る限り、彼女は君に話すつもりだった。一緒に行って君と結婚するために。そして最後まで君に逃げ出すことを話す機会がなかったら、手紙を書いたに違いない」

「けど、なぜあなたとなんです？　僕ではなく。あなたに相談し、あなたと一緒に行こうとした！」

「私と彼女は、一年以上前に知り合ってるんだってば。そして君は……」

「すみません。僕の言ったことは気にしないで、先を続けて下さい」

「というわけで、準備ができたんだ。けれどその時、君はズリタと出会い、彼女の目の前で海に身投げしてしまった。私は朝早く、工場に出勤する前にグッチエーレの所へ行ったんだ。私はちょくちょく、そうしてたんだ。バルタザールも私には嫌な顔をしなかった。どうやら私は、ズリタが強情なグッチエーレを諦めた時のための、予備の婚約者のつもりでいたらしい。バルタザールは、一緒のところをズリタに見られるなとは言ったが、それ以上は私たちのことを干渉しなかったんだ。彼は私たちの計画には、まったく気づいていなかったんだ。

そして私は今朝、汽船の切符を用意したから、夜の十時までに準備しておくようにと、グッチエーレに伝えるために、彼女の家に行ったんだ。けれど興奮したバルタザールが、こう言った。

『グッチエーレはもういない。あの子はもうもどってこない。三十分前、家の前にズリタがピカピカの自動車を乗りつけた。すごいヤツだ！　自動車だぞ。家の前に自動車が横づけされるなんてことは、この通りじゃあったためしがない。俺もグッチエーレも表に飛び出した。ズリタは車の扉を開けて、グッチエーレに市場まで連れてってやろうと誘った。やつはグッチエーレが市場まで出かけることを知ってたからな。グッチエーレはまぶしそうに車を見た。こいつが若い女の子を誘惑してるってことは、あんたにはわかるよな。けどグッチエーレは疑い深くて小賢しいから丁重に断ったんだ。こんな頑固な娘がどこにいる！』

彼は怒って叫んだよ。けれどいきなり笑いだしたんだ。

『しかしズリタの方が頭がいい！　ヤツは、恥ずかしがってるようだな、手伝ってやろうと言って、娘を掴むと自動車に押し込んで、グッチエーレが「父さん！」と言うか言わないかのうちに行ってしまった。俺は、あいつらはもう戻ってこないと思ってるよ。もしお前が俺にグッチエーレはどこだって聞くってんなら、ズリタの家に間違いない』

バルタザールは、嬉しそうに私にそう言うから、私は憤慨してバルタザールにこう言った。

『目の前で自分の娘をさらわれたのに、ずいぶんと楽しそうじゃありませんか！』

するとバルタザールは驚いてこう言ったんだ。

『何を心配しろと言うんだ。ズリタのことはずっと前から知っている。あのドケチがグッチエーレの気を引くためだけに、半端じゃない金を使って車を買ったんだぞ。それに乗って来たってことは、結婚したも同じってことだ。しかし、いくら強情でも、金持ちに望まれて泣くことはない。ズリタは、おそらくパラナの町の近郊に持っているドロレス牧場に連れていったんだろう。あいつの母親が住んでいる所だ』」

「で、バルタザールを殴ったんですか？」

「君の話だと、何かと戦ってばかりいなきゃならないな。確かに私も、バルタザールを殴りたいと思ったよ。けれどそれじゃ事態を悪くするだけだ。私はまだ、なにか手があると思っていたんだ。グッチエーレに会えばね」

「ドロレス牧場へ行って？」

「そう」

「悪党のズリタを殺して、グッチエーレを逃がしてあげなかったの？」

「ぶん殴って、今度は殺すだって！　なぜそんなにも血に飢えてるんだ？」

「血になんて飢えてないよ！」と、涙を流しながらイフチアンドルは叫んだ。「ただ、あんまりにもひどいじゃないか！」

オルセンはイフチアンドルが痛ましくなった。

「君は正しいよ。イフチアンドル。ズリタもバルタザールも、怒りにも軽蔑にも値しない連中だ。あいつらを殴るのは悪くない考えだ。けれど実際には、物事はもっと複雑なんだ。グッチエーレは自分の考えで、ズリタから逃げるのを諦めてしまったんだよ」

「自分の考えで？」

イフチアンドルは、信じなかった。

「そうだよ。自分の考えでだ」

「なぜ？」

「一つは、君が自殺したと信じてるからさ。彼女は君の死を重く取った。彼女はとても君を愛しているたんだろう。『オルセン、私は死んだも同じよ』って、彼女は私に言ったんだ。『私にはなんの希望もない、私のことをかまわないで。ズリタが呼んでおいた司祭様が、私たちを結婚させたわ。そして私に結婚指輪を嵌めて言ったの。何もかも神のおぼしめしである。神が結びつけた者を、人が切り離してはならないって。私はズリタと一緒になるなんて幸せだとは思えないけど、神様に逆らうなんて恐れ多いことできないわ』ってね」

「そんなのおかしいよ！　神が何だって？　父さんは、神なんて小さな子どもたちのためのおとぎ話だって言ってたよ！」と、イフチアンドルは大声で叫んだ。「あなたは彼女を、説得できなかったの？」

「残念ながらグッチエーレは、そのおとぎ話を信じてるんだ。宣教師が彼女を信心深いカトリック教徒にしてしまってね。前から私も説得はしていたんだが、思いとどまらせることはできなかった。もし私が彼女に神と教会を貶すことを言うなら絶交するとまで言われていた。時間が必要だった。けれど牧場じゃ時間なんてなかった。彼女とは、ほんのちょっとしか話せなかったんだ。

そうだ、これは彼女に聞いたことなんだが、ズリタはグッチエーレとの結婚式の後、笑いながら叫んだそうだ。『これで面倒が一つ片付いた！　小鳥は捕らえてカゴに入れたぞ。あとは小魚を残すのみだ！』。そしてズリタは、小魚についてグッチエーレにこう話した。彼は海の悪魔を捕まえるためにブエノスアイレスに行く。そして小魚を捕まえて、グッチエーレも大富豪になる。小魚とは、君のことじゃないのか？　君は水中でも平気だし、真珠採りたちを怖がらせているしね……」

イフチアンドルには、説明できなかったわけではないが、オルセンに秘密を打ち明けることを警戒し、逆に質問した。

「なぜズリタは、海の悪魔を捕まえたいんだろう」

「たぶん、真珠採りをさせるつもりだろう。もし君が海の悪魔なら気をつけるんだぞ！」

「ご親切に、ありがとう」

イフチアンドルは、自分のイタズラを新聞や雑誌が書き立てていて、海岸中に知られているとは思いもしていなかった。

「でも、できません」と、イフチアンドルは唐突に言った。「この目で確かめないと。たとえそれが最後になっても一目会いたいんです。パラナはパラナ川の上流にある町ですよね。知ってます。でも、パラナからドロレス牧場までどう行けばいいんですか？」

オルセンが説明すると、イフチアンドルは彼の手をしっかりと握った。

「あやまります。僕は敵に会いに来て、おもいがけず友だちを見つけました。許して下さい。僕はグッチエーレを探しに行きます」

「今すぐかい？」と、オルセンは微笑んだ。

「ええ。一分だって待てません」

イフチアンドルは、海岸に向かって海に飛び込んだ。

オルセンはただ、頭をふっただけだった。



二十　旅路

イフチアンドルは、海岸に置いてあった背広と靴をナイフのベルトで縛って背負い、水中眼鏡と手袋を身につけて身支度を整えると、急いで出発した。

ラプラタ湾のパラナ川河口付近には、外洋汽船や、スクーナーや、ランチ船がたくさん係留されていて、小型の蒸気タグボートが、その間をちょこまかと動き回っている。水中から見ると、水上からの指示でてんでに動いているタグボートは、まるでゲンゴロウのようだ。

まるで細い幹の林のように、錨に結ばれた鎖やロープが、海底から立ち上がっている。

河口の底は、鉄屑や、こぼれ落ちたか捨てられたかした大量の鉱滓で厚く覆われ、ホースの断片、帆、ドラム缶、レンガ、割れたビン、食べ物の空き缶が、海岸近くには犬や猫の死骸が転がり、海面は油膜で覆われている。

日はまだ高かったけれど、あたりは緑がかった灰色の薄闇に覆われていた。流れ込むパラナ川が、砂と汚泥をかきまぜているのだ。

イフチアンドルは、この河口の迷路で迷いそうになったが、この川の緩やかな流れが、コンパスの役目を果たしてくれた。

(まったく、びっくりするほどだらしないなぁ。)

彼は目の前のゴミ捨て場のような海底に嫌気がさし、船の底と水底の間を泳いでいった。汚れた水は、まるで密室に閉じ込められた時のように息苦しい。

水底で骨になった動物と、そしていくつかの人間の死体を見つけた。その一つは頭蓋骨が割られていて、首には石のついたロープが巻きつけられていた。誰かが犯罪の証拠を隠滅したのだ。

イフチアンドルは、このぞっとする場所から逃れようと急いだ。けれど、河口の奥に行くほど逆流が強くなり、泳ぐのが難しくなっていく。

海にも同じように流れがあったけれど、彼は、帆船の船員がいろいろな向きの風を利用するように、その流れを利用する方法を知っていた。けれどここには、逆流が一つあるきりだ。

イフチアンドルは、イライラしながら、ゆっくりと進んでいくと、突然上から何かが飛び込んできて、彼をかすめて落ちていった。船が錨を下ろしたのだ。

別の大きな汽船が通り過ぎていく。

(ここを泳いで行くのは危険だ。)

彼はその船の下に潜り、船の底が通り過ぎようとしたとき、フジツボに覆われてデコボコした船の竜骨を捕まえた。あまり快適とは言えないけれど、暗礁の危険もなさそうで、汽船を使うとずっと早く移動できることがわかった。

河口の三角州が終わり、汽船はパラナ川下流のラプラタ川を登りはじめる。

川の水は泥だらけで、イフチアンドルは淡水の中で息がつまり、腕の感覚もなくなってきたけれど、彼は汽船から手を離そうとは思わなかった。

(リーディングがいてくれたら！)

けれど人間は、川に入り込んだイルカを殺すことがある。それにイルカは、水に潜ったままではいられない。リーディングは、流れの強い川の水面に出る事を恐れていた。

腕はさらに痺れ、それにイフチアンドルは朝から何も食べておらず、疲労は限界に達していた。

もう休まないといけない。竜骨から手を離し川底へと降り、夕闇の中で泥だらけの川底を見回す。けれど、平たいヒラメも牡蠣の殻も、見つかりはしない。

近くで淡水魚がさっと動いた。けれど彼は川魚の習性を知らなかったし、海魚よりずっと賢いらしく、まるで捕まえることができない。なんとか夜が訪れ魚が眠りに落ちた後で、大きなカワカマスを捕まえて、空腹のあまり硬くて泥臭い肉どころか、骨の欠片さえ残さず飲み込んだ。

眠らないといけない。この川は静かで、恐ろしい鮫やタコについて心配することなく、眠ることができそうだ。けれど眠っている間に下流に流されないようにする必要がある。イフチアンドルは川底で石がいくつかある場所を見つけ、その窪みに入り込み、石の一つを掴んで身を落ち着かせる。

しかし充分眠らないうちに、汽船が近づいてくる気配に気づいて目覚め、信号灯の明かりを見つけた。

汽船が下流からやってくる。

彼は急いで浮上し、汽船に掴まる準備をした。しかしその船は、底が完全に滑らかなモーターボートだったので、底にしがみつくことを諦めて、スクリューに巻き込まれる前に深く潜った。それから下流に向かう数隻の汽船を見送った後で、上流に向かう汽船に掴まった。

こうしてイフチアンドルは、パラナに到着し、旅の最初の部分が終わった。しかしそれは、さらに困難な旅の残りの始まりにすぎなかった。

朝の早いうちにイフチアンドルは、泳いで騒々しい街の港を離れ、岸を慎重に観察して、人がいない場所を選んで岸に上がり、はずした水中眼鏡と手袋を岸辺の砂に埋め、背広を日に当てて乾かすと、それを着た。

皺だらけの背広を着たイフチアンドルは、まるで浮浪者のように見えたけれど、彼は自分がどう見えるかなど意識したこともなく、オルセンに聞いた通り岸の右側に向かい、歩いていた漁師に「ドロレス」や「ペドロ・ズリタ」という名前の人たちがいる場所はどこかと質問した。しかし漁師は、疑いの眼差しで彼を見て、頭を横に振っただけだった。

こうして、猛暑の中で数時間が過ぎ去ったが、何もわからず、イフチアンドルは疲れきってしまった。地上で行ったことのない場所へ行くための方法を、彼はまるで知らなかったし、その上暑さが彼の頭を鈍らせたので、元気を取り戻すために、幾度か服を脱いで川に浸らなければならなかった。

ついに午後も四時を回るころ、年老いたお喋りな農夫に出会うことができた。農夫はイフチアンドルの話を聞くとうなずいて、こう話してくれた。

「まずこの道を真っ直ぐ行く。すると大きな池があり橋を渡り小さな丘を登ると、そこが口髭のドロレスさ」

「なぜ口髭なんですか？　ドロレスは人の名前で、ドロレスの牧場ではないんですか？」

「そう牧場だ。そして口髭ってのは、牧場のドロレスばあさんのことさ。ペドロ・ズリタの母親のな。本当にばあさんには、口髭があるんだ。雇ってもらおうと思ってるんなら、やめた方がいいぞ。生きたまま喰われちまう。ありゃ本物の魔女だ。ズリタが若い妻を連れてきたという話だが、あの義理の母親と一緒に暮らしたら、若さを喰われちまうだろうな」

(グッチエーレのことだ)

「まだ遠いんですか？」

農夫は太陽を見た。

「夕方までには着けるさ」

イフチアンドルは農夫に礼を言って、小麦とトウモロコシ畑の中へ向かう道を歩き始めた。が、あまり急いだために、すぐに疲れてしまった。

道は無限に続く白いテープのようで、小麦畑はやがて草のよく茂った牧草地になり、羊の群れがその牧草を食べている。

わき腹が切り裂かれるような痛みを感じ、イフチアンドルは身を屈めた。

ひどく喉が渇いていたけれど、あたりに水はない。

(せめて池に急ごう！)

すでに彼の頬と目はくぼみ、息が荒くなった。何か食べたかった。けれど、いったいここで何が食べられるというのだろう。はるか向こうの牧草地で、牧夫と犬に守られた雄牛の群れが、草を食べている。石垣の向こうには、熟したモモとオレンジが実っている。けれど、ここでは海と違い、すべてが誰かの所有物で、細かくわけられ、塀で囲まれ、見張られていた。誰の物でもないのは、自由に飛び回り頭上で囀る鳥だけだ。

鳥を捕まえられないだろうか。いや、捕まえることができるなら、もう誰かの物になっているはずだ。

この豊かな果樹園と牛の群れの間で、簡単に飢えて渇いて死ぬことができそうだ。

その時、白いピーク帽と、金ボタンのついた白い上着を着た、太った男が向こうからやってきた。ベルトには銃をぶらさげ、手を後ろに組んでいる。

「ドロレス農場は、まだ遠いですか？」

太った男はイフチアンドルを疑いの目で見た。

「なにしに行くんだね？　どこから来たんだね？」

「ブエノスアイレスから……」

白い上着の男は、ますます疑わしそうに睨みつけたので、「そこに、会いたい人がいるんです」と、イフチアンドルはつけ加えた。

「手を前に出しなさい」

イフチアンドルは、太った男の言葉に驚いたが、疑いはせず手を出した。すると男は、ポケットから手錠を取り出して、あっというまにイフチアンドルの手に掛けてしまった。

「捕まえたぞ」と、ピカピカボタンの男は言い、イフチアンドルをぐいと押すと、大声で言った。

「行け！　ドロレス牧場に連れていってやる」

「なぜ僕の手を拘束するんです？」

イフチアンドルは、当惑して尋ね、手を上げて手錠をまじまじと見た。

「話すことなどない！　さっさと行け！」と、太った男は怒鳴った。

イフチアンドルは、しばらく首をかしげてから、まあ、後戻りするわけではなさそうなので、足を引きずって道を歩き出した。何が起きているのかも、よくわかっていなかった。

実は、昨夜隣の農場で強盗殺人事件があり、警察がその犯人を捜している所に、イフチアンドルは出くわしてしまったのだ。しかも見た目の怪しいイフチアンドルの曖昧な返事が、警官の疑いを決定的なものにしてしまった。

警官は、逮捕した彼を刑務所のあるパラナに送るために、近くの村へ連れて行くつもりだった。

けれどイフチアンドルにわかったのは、行動の自由が奪われ、イライラするほど旅が遅れ始めた、ということだけだ。彼は、最初のチャンスが訪れたら、どんな代償を支払うことになろうとも、自由を取り戻そうと心に決めた。

太った警官は、うまくいったことに満足した様子で長い葉巻を吸い始めた。煙は後ろになびいて、すぐ後ろを歩いているイフチアンドルを直撃し、彼はひどくむせ始めた。

「僕を煙から開放してください。息が苦しいんです。わかってください」と、彼は煙に包まれて頼み込むと、警官が振り向いた。

「なんだと？　俺にタバコを吸うなと言うのか？　はっはっは」彼は、顔を皺だらけにして彼を嘲笑し、イフチアンドルの顔に煙を吹きかけ、「そりゃいいな！」と、どなっただけだった。

ついに、池にかかった狭い橋が見えてきた。イフチアンドルは、思わず足を速めた。

「お前のドロレス牧場に急ぐこたないぞ！」と、太った警官は叫ぶ。

二人は橋を渡っていたが、橋の中ほどに達すると、イフチアンドルは突然手すりを乗り越え、そのまま池に飛び込んだ。

警官は、手錠を掛けられている者が、そんなことをするとは思っていなかったが、イフチアンドルも、警官が次の瞬間に、彼を追って池に飛び込んでくるとは、思ってもいなかった。

警官は、犯人が溺れ死ぬことを恐れたのだ。犯人は生け捕りにして刑務所に送りたかったし、手錠をしたままの犯人が溺れ死んだら、責任を問われて面倒を背負い込むことになる。

即座に行動した警官は、イフチアンドルの髪を掴むことに成功し、離すものかと頑張った。

そしてイフチアンドルも、髪が引きちぎられてもかまうものかとばかりに、警官を引きずったまま底へと潜った。

間もなくイフチアンドルは、髪から手が離されたことを感じ、そのまま泳いで警官から数メートルばかり離れると、追っ手の様子を見ようと水面に出た。

警官は水面でもがいでいたが、イフチアンドルを見つけて叫んだ。

「悪党め、溺れちまうぞ！　こっちへ泳いでこい！」

(なるほど、それはいい考えだ)

そしてイフチアンドルは、いきなり叫んだ。

「助けて！」

そして再び底へと潜ると、水に潜って自分を探す警官から身を隠した。

警官があきらめた様子で岸に向かうと、「今にいなくなるだろう」と、イフチアンドルは考えた。

けれど警官は、あきらめなかった。彼は、死体が池に浮かび、捜査官が到着するまで、ここで待とうと決めたのだ。

当人が池の底に隠れ続けても、問題は解決しないらしい。

警官は、袋を積んだラバを連れた小作人が橋を渡ってやって来ると、彼の袋を取り上げて、一番近くの警察署に応援を頼む手紙を持って行くよう命令した。

事態は、イフチアンドルにとって、どんどんよくない方向へ向かっている。

おまけに池には、蛭までいた。蛭はイフチアンドルに群がり体に吸い付いてくるのに、警官の注意を引かないためには、水を乱さないよう蛭を取るには、細心の注意が必要だった。

三十分ほどすると、小作人が戻って来て、道路の向こうの方に手を振り回すと、袋をラバの背に乗せて、急いで行ってしまった。それから五分もすると、池の岸に三人の警官が到着した。そのうち二人は、頭の上に軽いボートを担ぎ、三人目がオールと鍵竿を持っている。

警官たちは池にボートを下ろすと、鍵竿で溺死しているはずの犯人を、探し始めた。

イフチアンドルには、この程度の探査は平気だった。ボートが近づいてきたら、少しばかり移動するだけで、まるで遊んでいるようなものだ。

警官たちは鍵竿で、橋の周辺の池の底を引っ掻き回したが、死体が見つかるはずもない。イフチアンドルに手錠をかけた警官は、両手を広げて困惑を表し、イフチアンドルはそれを面白がっていた。

ただまもなく、必然的に状況が悪化した。

警官たちが鍵竿で池の底を引っ掻き回したために、池がかき混ぜられて、泥が底から舞い上がってしまったのだ。もはやイフチアンドルには、伸ばした自分の手すら見えなくなってしまった。それはそれで危険ではあったけれど……、真の危険は、舞い上がった泥のために水中の酸素が減り、エラ呼吸ができなくなってきたことだ。

イフチアンドルは窒息し、エラ全体が焼かれるような痛みを感じ、こらえきれないうめき声が、いくつもの泡となって彼の口から飛び出していく。もうこれ以上我慢することなど、できはしない。

どうするべきか？　池には脱出できるような水路はなさそうだ。しかし池から上がれば、警官たちはイフチアンドルを殴りつけて、捕まえるだろう。

しかし、たとえそうだとしても、もう選択の余地はない。

イフチアンドルは、どうしようもなくなって、ふらふらと浅瀬に歩いて行き、水面に頭を出した。

「！」

それはイフチアンドルの声ではなかった。

警官の、声にならない叫びだった。そして警官は、おそらく岸に向かって泳ごうとして、ボートから池に飛び込んだ。ボートのもう一人の警官は、ボートの底につっぷして「イエス様！　マリア様！」と、繰り返し叫んでいる。

岸に残っていた二人の警官は、真っ青になって、恐怖から逃れるために祈りを呟きながら、互いの後ろに隠れようとした。

イフチアンドルには、わけがわからなかった。こうなるとは思ってもいなかったし、どうして怖がっているのかも、わからなかった。

そしてやっと、スペイン人は迷信的で信心深いことを思い出した。おそらく警官たちは、あの世から幽鬼が現れたと思ったのに違いない。

イフチアンドルは、もっと彼らを驚かせてやろうと、歯を剥き出し、目をぎょろつかせ、せせら笑いを浮かべ、大声で泣き喚きながら、岸に向かった。そして慎重にゆっくりと大またで歩いて岸を離れ道に向かい、その場から立ち去った。

警官たちは、誰一人として身動きせず、彼を逮捕しようとはしなかった。迷信からくる幽鬼に対する恐れが、職務の遂行を妨げたのだ。



二十一　あいつが『海の悪魔』だ

ペドロ・ズリタの母親ドロレスは、大きな鉤鼻の太ったばあさんだった。突き出た顎には濃い髭が醜く生え、この女には珍しい特徴ゆえに、あたりの人は彼女を口髭のドロレスと呼んでいた。

息子が若い妻を連れて来ると、ばあさんはまず遠慮なくグッチエーレをジロジロと見た。ドロレスは、誰に対しても、まずは欠点を探すのだ。ところがグッチエーレの美しさには欠けるところなかったので、ばあさんはショックを受けた。しかし口髭のドロレスは、台所で考えに考えて、その悩みを解決した。その美しさこそが、グッチエーレの欠点だ。

息子と二人っきりになると、ばあさんは絶対にダメだとばかりに首を横に振りながら、息子に言った。

「確かに別嬪だよ！　けど、あんまりにも別嬪すぎる！」そしてため息をついた。「別嬪すぎるのは揉め事の種ってことが、わかってないのかい……。まったく、もっとましなスペイン娘と結婚すりゃあいいじゃないか。それに、高慢ちきな柔らかい手。ヤワヤワで、家事なんて出来やしないよ」

「だから別れろってのか」

ペドロはそう言って、金勘定に没頭した。

あくびをしてドロレスは、息子の邪魔をしないよう夜の庭に涼みに行った。彼女は月明かりの下で夢想するのが好きだった。

ミモザのよい香りが庭を満たし、白い百合が月の光に照り映えている。

月桂樹が、葉をざわつかせている。

ドロレスは銀梅花の中のベンチに座り、そして彼女の夢に浸った。

(隣の土地を買って、新しい小屋を建て、いい毛の取れる羊を増やすんだ。)

「おっと、あんた何すんだい！」彼女は腹を立てて大声で叫び、自分の頬を叩いた。「蚊どもときたら、人を静かに座らせてもくれないんだから」

雲が空を覆い、庭が暗くなってきた。地平線に、青白いパラナの町の明かりが、くっきりと浮かび上がっている。

突如彼女は、低い石垣の上に現れた人の頭を見た。その何者かは、手錠の掛けられた手を挙げ、石垣を飛び越えて中に入り込んで来る。

(脱獄犯が庭に入り込んだ！)

彼女は叫びたかったが、声が出なかった。立ち上がって逃げ出したかったが、刈り取られたかのように、足に力が入らなかった。

彼女はベンチに座ったまま、暗がりからじっと知らない男を目で追った。

一方手錠の男は、低い繁み伝いに家に近づき窓を覗き込んでいる。

(聞き間違いじゃなかろうか？)

突然そいつが、小声で呼んで己の罪を証明したのだ。

「グッチエーレ……！」

(ほうら、やっぱり別嬪ってやつは！　あの娘が手引きしたんだ！　善良そうな顔をして、あたしと息子を殺して金を奪って駆け落ちするつもりなんだ。)

湧き上がったグッチエーレへの悪意が力となり、ばあさんは飛び跳ねるように立ち上がり、ほくそ笑むとよたよたと家の中へ転がり込んだ。

「急ぐんだ！」と、ドロレスは息子を小声で呼んだ。「庭に囚人がいる。グッチエーレを呼んでるよ」

ズリタは、まるで家が火事になったかのように急いで飛び出すと、庭の小道に放り出されていたシャベルを掴み、そして走って家をぐるりと周った。

確かに手錠をかけた皺だらけの背広の見知らぬ男が、壁際に立って窓を覗き込んでいる。

「くたばりやがれ！」

ズリタは小声でつぶやくと、男の頭のてっぺんに、シャベルを振り下ろした。

男は、音もなく地面に崩れ落ちる。

「よし、もういいぞ……」と、ズリタは呟いた。

「もう大丈夫だね」

後からやってきたドロレスが、息子が危険なサソリを潰したに過ぎないかのような口ぶりだ。

ズリタは母親に助けを求める。

「こいつをどうしよう？」

「池に」と、ばあさんは答えた。「池は深いよ」

「浮いちまう」

「石を結びつけりゃいい。ちょっと待ちな」

ばあさんは家に走りこみ、大急ぎで死体を入れる袋を捜し始めた。けれど袋はその日の朝、製粉所に小麦を運んだ時に、全部使ってしまっていたので、枕カバーと長い紐を持ってきた。

「袋はなかったけど、この枕カバーに石を詰め込んで、紐で手錠に縛りゃいい……」

ズリタは頷いて死体を担ぎ上げると、庭の隅の小さな池に引っ張っていった。

ばあさんは、枕カバーと紐を持ち、足を引きずりながら息子の後ろをついて歩く。

「服を汚すんじゃないよ」

「後で洗ってくれ」

ズリタは、死体を逆さまに担いでいるので、血が地面の上に滴っている。

池に着くと、ズリタは枕カバーの中に手早く石を詰め、男の手錠に紐で結びつけると、池にその体を投げ込んだ。

「服は今すぐ着替えなきゃならん」そしてペドロは空を見た。「雨が降る。地面の血は、朝までに洗い流されちまうさ」

「池が血でピンク色にならないかね」

「大丈夫だ。池の水は流れているからな……」ズリタは家の窓に向かって、鼻息荒く拳を振り上げた。「ちくしょうめ！」

「お前が連れてきた別嬪のせいだからね！」

息子の後ろを歩きながら、ばあさんは哀れな声を出した。

　

その夜、グッチエーレは屋根裏の部屋で、寝つけないでいた。

蚊がうっとおしく、嫌なことばかり心に浮かんだ。イフチアンドルの死を、忘れることができなかった。夫を愛することができなかった。義理の母が嫌でたまらなかった。けれどこれからずっと、髭ばあさんと一緒に暮らさなければならない……。

その夜グッチエーレは、イフチアンドルの声を聞いたような気がした。声は彼女の名前を呼び、それからかすかな物音と話し声が庭から聞こえたように思えた。それが気になり続け、ついにその夜はもう眠れないと、諦めた。

彼女が庭に出た時、まだ夜は明けておらず、庭は朝の薄闇の中で霧に覆われていた。雲は遠くへと去り、草木には沢山の露がきらめいていた。

明るい色の薄いガウンを着て、グッチエーレは素足のまま草の上を歩いた。

突然、彼女は立ち止まり、注意深く地面を見始めた。窓に向かう小道の砂が血で汚れている。そして引きずった跡の先に血まみれのシャベルがある。

夜、ここで何らかの犯罪が行われたのに違いない。でなければ、こんなところに血痕があるだろうか？

グッチエーレは、後先考えず痕跡を辿り、池にたどり着いた。

(罪の証拠を、最後に池に隠したのかしら？)

彼女は、怯えながら緑がかった水を見つめた。

すると、その池の水の下に、イフチアンドルの顔がある。

こめかみの裂けた彼の顔には、苦しみと同時に幸せの表情が浮かんでいる。

水中に沈んだイフチアンドルの顔を見て、グッチエーレはおののいた。

(これは私の心が見せているの？)

グッチエーレは逃げ出したかった。けれど、目をそらすことすらできなかった。

けれどイフチアンドルは、水中をゆっくりと上がり、静かに水面を揺らして水面に現れた。彼はグッチエーレに腕を伸ばして嵌められた手錠を見せてぎこちなく微笑み、話しかけてきた。

「あなただ、グッチエーレ！　僕の大切な人！　やっとグッチエーレに……！」

しかし最後まで言うことはできなかった。グッチエーレが頭を抱え、恐怖の叫びを上げたのだ。

「消えて！　迷ったの！　私知ってるわ、あなた死んだのよ。なぜあなたは私の前に現れるの？」

「ちがうよ、ちがうよ、グッチエーレ。僕は死んでない」と、幽霊は消えもせず、急いで言った。「僕をよく見て。僕はあなたに……、隠してたんだ。僕は、僕がこうなった理由を知らない……。行かないで僕の話しを聞いて。生きている。ここにいる。僕の手に触ってみて……」

そして彼は手を差し出した。

グッチエーレは、それをじっと見る。

「怖がらないで、本当に生きているから……。僕は水の中でも死なない。みんなはそうじゃないけど、僕は水の中でも生きていられるんだ。あの時海に飛び込んだ後も、溺れたりしなかった。あのとき僕は空気を呼吸できなくなって急いでたんだ」

イフチアンドルは慌てて、支離滅裂になっていった。

「僕は、グッチエーレ、あなたを探したんだ。昨夜あなたの夫が僕の頭を殴りつけて、その時僕は窓に近づいていて、そして僕を池の中に投げ込んだんた。僕は水の中で気がついて、そこで僕は石の入った袋を外すことができたけど、でもこれ(イフチアンドルは手錠を見せた)は、外すことができなかったんだ……」

グッチエーレは、目の前にいる幽霊が、生きた人であると信じ始めた。

「けれどなぜあなたは手錠をしているの」

「それについては、あとで話すよ。グッチエーレ、僕と逃げよう。僕の父さんが、かくまってくれるよ。誰も僕たちを見つけられない……。そして僕と一緒に暮らそう……。グッチエーレ、でも、まず僕の手に触れて。オルセンは僕のことを『海の悪魔』って呼ぶけど、どうしてみんなが僕のことを恐れるのか、僕にはわからないよ」

イフチアンドルは、池の泥に全身を覆われていた。そして疲れきっていて、そのまま草の上に座り込んだ。

グッチエーレは、彼の上にかがみこむと、ついに彼の手を取った。

「私の可愛そうな子」

突然からかう声が上がった。

「ずいぶんと楽しそうじゃないか！」

振り向くと、すでにすぐ近くまでやってきたズリタが、こちらを見ている。

ズリタも、グッチエーレと同じように、あれから眠ることができずにいた。そして彼女の叫び声を聞いて庭に出て、そして全ての話しを聞いたのだ。

彼は、目の前に、長い間捕まえようとして出来なかった『海の悪魔』がいると知って、すぐにイフチアンドルをメドゥーサ号に連れていこうと考えた。しかし考え直して、別の手を取ることにした。

「イフチアンドル君。お前のために言っておいてやろう。グッチエーレを連れてサルバトール博士の所に逃げ込んだとしても、うまくいかんぞ。なぜならグッチエーレは、俺の妻だからだ。君が君の父親の所に戻ったとしても、警察は君を逮捕する」

「けど僕は、何も悪いことはしていない！」

「警察が悪いことをしていない者に、手錠をかけたりするもんか。そしてもしお前が俺を怒らせたら、俺は当然の義務として警察に通報するからな」

「本当にそうするつもりなの」と、グッチエーレは憤慨しながら夫に尋ねた。

「引き渡すのが、当然だろう」と、ズリタか肩をすくめる。

「そいつが一番さ」と、やってきたドロレスが、口を挟んだ。「囚人を自由にしてやるなんて！　誰のためになるんだい？　窓を覗き込む変な男に、若い妻を盗ませるためにかい？」

グッチエーレは夫に近づき、彼の手を取ると、心を込めて頼み込んだ。

「私のために、彼を自由にしてあげて。私はあなたに、何もやましいことはしてないわ……」

ドロレスは驚き、そして息子が妻の言うなりにならないように、手を振り回して叫んだ。

「ズリタ、そんなことを聞くんじゃないよ！」

「俺は、女の頼みには弱いんだ」と、ズリタは気取った。「快く、そうしよう」

「結婚して間もないってのに、もう尻に敷かれちまったのかい」と、ばあさんはぶつぶつ言う。

「母さん、後にしてくれ。さて、まずお前の手錠を、のこぎりで切ってやろう。まともな服も貸してやる。着替えたらメドゥーサ号に乗せてやる。それでお前は、いつでもラプラタ川に飛び込んで、好きなところに泳いで行けるってもんだ。ただし条件が一つある。グッチエーレのことは、忘れるんだ。グッチエーレ、お前も一緒に行こう。その方が確実だからな」

「あなたは、私が思っていたより、ずっといい人なのね」と、グッチエーレは心から言った。

ズリタは満足そうに髭をひねり、そして妻にお辞儀した。

ドロレスは、自分の息子のことを、よく知っていた。彼女は息子が策略をめぐらせていることに、すぐに気づいて、その策略を手伝うために、わざとそれに文句を言った。

「女にたぶらかされやがって！　尻に敷かれてるがいいさ！」



二十二　全速前進

「明日サルバトール博士が、帰ってくる。もっと早く話したかったんだが、ワシも熱を出して、しばらく出てこれなかったんだよ」

クリストは、バルタザールの店にやって来るなり、椅子に座り込んで話し始めた。

「兄弟として、話さなきゃあならんことがある。途中で口を挟まず、よーく聞け。そうしたらワシも、忘れずに話せるってもんだからな」

クリストは、考えをまとめるかのように黙り込み、そして続けた。

「ワシらは、ズリタのためにずいぶんと骨を折った。ヤツはワシらよりも金持ちだってのに、海の悪魔を捕まえて、もっと金持ちになろうとしている……」

バルタザールが話しかけようとした。

「いや、黙って聞いてくれ。でないとワシは、どこから話していいのか、わからなくなっちまう。

ズリタは海の悪魔を奴隷のように働かせるつもりだ。けれどお前だって知ってるだろう？　海の悪魔は、お宝そのもんだ。尽きることのない財産だ。海の悪魔は海の底から真珠を集めてくることができる。たくさんの素晴らしい真珠をな。それだけじゃない。海の悪魔なら、沈没船の数え切れない貴重品だって、海の底から取って来る。そいつが全部、ワシらのものだ。ズリタのもんじゃなく、ワシらのな。そういう話を、ワシはしようとしてるんだ。

いいか、バルタザール。イフチアンドルは、グッチエーレに惚れいる」

バルタザールは、何か言おうとしたが、クリストは言わせなかった。

「いいから黙ってよく聞け。途中で邪魔されたら話せなくなっちまう。そう、イフチアンドルはグッチエーレに惚れてるんだ。ワシがお前に、隠し事なんぞするもんか。そのことに気づいた時、ワシは思った。『こりゃあいい。イフチアンドルをグッチエーレとくっつけちまえ。ヤツはズリタよりも素晴らしい夫……お前の義理の息子になる』ってな。それにグッチエーレも、イフチアンドルが好きなんだ。ワシはこっそりイフチアンドルの後をつけていたが、あいつらはしょっちゅう会ってたぞ」

バルタザールはため息をついたが、しかし何も言おうとしなかった。

「それだけじゃない。耳をかっぽじってさらに聞けよ。ワシは何年も前のことを、思い出そうっていうんだからな。二昔も前のことだ。

お前の女房が、お母さんの葬式のために山の実家へ行って、その帰り道ワシが付き添った時のことだ。その帰り道、お前の女房は赤ん坊を産んで死んじまった。赤ん坊は生まれた時には死んでいた。その時ワシは、お前を悲しませたくなくって、一つだけ言わなかったことがある。それを今話そうってんだ。

お前の女房は帰り道で死んじまったが、赤ん坊は弱っていたものの、まだ息があったんだ。小さなインディオの村だった。一人のばあさんがワシに、奇跡を起こす神サルバトールのことを教えてくれたんだ……」

バルタザールが、耳をそばたてた。

「ばあさんはワシに、赤ん坊をサルバトール博士の所へ連れていけば、死から救ってくれるだろうと教えてくれた。ワシはその助言にすがって、博士のところへ赤ん坊を連れてった。博士はゆっくり頭を振って『この子を助けるのは、難しい』と言って、赤ん坊を連れてった。ワシはそのまま夕方まで待った。そして日が暮れる頃黒人が来て『赤ん坊は死んだ』と言ったんで、ワシはそこを出た。そう……」

クリストは続けた。

「博士は、赤ん坊が死んだと黒人に言わせただけだ。生まれたばかりの赤ん坊、……お前の息子には、痣があった。ワシはそれがどんな痣だったのか、覚えてる」

クリストは、しばらく黙り込んでから、先を続けた。

「つい最近、誰かがイフチアンドルの首を傷つけた。包帯をするために、ワシは鱗の服を少しばかりめくってみた。そこに、お前の息子と同じ痣を見つけたんだよ」

バルタザールは、目を見開いてクリストを見た。そして、取り乱して尋ねた。

「お前はイフチアンドルが、俺の息子だと思うのか？」

「落ち着けバルタザール、黙って聞いてくれ。そうだ。ワシはそう思う。ワシは博士がワシに嘘をついたんだと思う。お前の息子は死ななかった。そして博士は赤ん坊を、海の悪魔にした」

「おお！」

バルタザールは、心から叫んだ。

「なんてこった！　俺はこの手で、サルバトールを殺してやる」

「黙れってっ！　博士はお前より権力がある。それに、たぶんワシの勘違いだ。二昔も前のことだ。同じような痣が首にあるやつが、別にいたっておかしかない。イフチアンドルは、お前の息子かもしれん。息子でないかもしれん。何もかも注意深くやる必要がある。

お前が博士に、イフチアンドルが自分の息子だと言ったとする。ワシがお前の証人になって、ヤツに息子を返せと言ったとする。返すもんか。なら、お前はヤツに、息子の体を不自由にした罪で告訴すると言うんだ。そうすればヤツは怖気づくだろう。それでうまくいかなければ、お前は裁判を起こす。けれど、ワシたちが、イフチアンドルがお前の息子だと証明することができなかったら、グッチエーレと結婚させればいい。グッチエーレが文字通り義理の娘になるぞ。グッチエーレは、あの時あんまりにも妻と息子のことを嘆くお前に、ワシが見つけてやってきた養女なんだから……」

バルタザールが、椅子から飛び上がり、ベンチに飛び乗り、カニや貝殻にぶつかった。

「俺の息子！　俺の息子！　あぁ、なんて可愛そうに！」

「なんで可愛そうなんだ」と、クリストは驚いた。

「俺は邪魔せず話しを全部聞いた。なら今度は俺の話しを聞いてくれ。お前が熱をだして来れないうちに、グッチエーレはズリタと結婚しちまったんだ」

このニュースに、クリストは衝撃を受けた。

「しかも俺の可愛そうな息子イフチアンドルは……」バルタザールは俯いた。「ズリタに捕まっちまった！」

「そんなバカな！」

クリストは信じられなかった。

「そうなんだ、そうなんだ。イフチアンドルは、今『メドゥーサ号』だ。今朝ズリタがここへやってきて、俺たちを嘲り笑いながら文句を言ったんだ。ヤツは俺たちがヤツを騙したと、俺たちぬきで、自分でイフチアンドルを捕まえたから、何も払うつもりはないとさ。だが俺は、もう金なんか欲しかない。自分の息子を売り渡すことなんぞできるもんか」

頭をかかえるバルタザールを、クリストは冷静に眺めていた。今こそ冷静沈着になるべきだ。しかしバルタザールは、ひどくこの問題にうろたえてしまっている。

クリスト自身は、バルタザールとイフチアンドルの関係を、まるで信じていなかった。生まれたばかりの赤ん坊の痣の話しは、嘘ではない。しかしそれが、何の証拠になるだろう？　イフチアンドルの首の痣を見て、クリストはそれが似ていることを利用して、儲けようと思いついたにすぎない。

しかしこの話に、こんなにもバルタザールが熱狂してしまうとは、思いもしなかった。しかもバルタザールがもたらしたニュースは、クリストを充分にうろたえさせた。

「今は嘆いている場合じゃなかろうが。行動を起こさんといかん。明朝博士は帰ってくる。お前は勇敢な男じゃないか。日の出ごろに桟橋の上で待っていろ。まずイフチアンドルを助け出さなきゃならん。しかし、まだ、お前がイフチアンドルの父親だってことを、博士に言うんじゃないぞ。ズリタがどこへ行くつもりかわかるか？」

「ヤツは言ってなかったが、俺は北に向かうと思う。ズリタはずっと前から、パナマの海岸に行きたがっていたからな」

クリストは、頷いた。

「いいか、忘れるんじゃないぞ。明朝、日の出前、防波堤だ。まず座るんだ。気が急いたって、今から行ってどうする」

そしてクリストは急いで帰ると、間もなく戻るはずのサルバトール博士に、どう話そうか、夜中かかって考えた。博士に対する言い訳が必要だった。

サルバトール博士は、予定通り帰宅した。

クリストは博士を出迎えると、いかにも忠誠を尽くせず落胆しているといった様子を演じた。

「悪いことが起きやした。あっしはイフチアンドルに、何度も海岸には行かないよう、引きとめやした」

「それでどうした」と、サルバトールが急いで尋ねた。

「ヤツらは坊ちゃんを捕まえ、そして帆船で行っちまったんです……」

博士は、クリストの肩を強くつかみ、その目をしっかと凝視した。それは時間にして僅かではあったが、クリストはこの人を見極めるような視線に射すくめられて、顔色を変えた。

博士は眉をひそめ、何かぶつぶつ言って、クリストを掴んだ手を緩めると、急いで言った。

「何があったのかは、後で詳しく聞こう」

サルバトール博士は黒人を呼び、クリストにはわからない言葉で何か言うと、彼に向き直って大声で言った。

「ついてきなさい！」

博士は旅から帰還したまま休みもせず、服も着替えず、あっというまに家を出て庭に向かった。クリストは、ついていくのがやっとだった。彼らが三番目の壁にやってきたとき、二人の黒人が追いついて来た。

「あっしは忠実な犬みたいに、坊ちゃんを見張ってたんです」と、クリストは急ぎつつ息を切らして言った。「目を離さないように、してたんです……」

けれど博士は、聞いてはいなかった。そして池の手前で立ち止まると、イライラしたように足で何かを踏んだ。すると水門が開き、池の水が流れ出した。

「私についてきなさい」と、再び博士は命じた。そして上げ蓋の向こうの地下へ続く階段を示した。

クリストと二人の黒人は、暗闇の中を博士について歩いた。

博士は、男たちをひきつれて階段を駆け降り、迷いもなく地下迷宮を急いだ。最深部に下りると、サルバトールは以前来た時のようには、明かりを点けなかった。暗闇の中で手探りで右側の扉を開けると、そこにも真っ暗な通路があった。

そこはもう階段ではなく、サルバトールは暗闇の中をさらに急いだ。

クリストは(いきなりワシは罠に掛かり、奈落に落ちてしまうんじゃなかろうか？)と考え、あわててサルバトール博士の後を追った。

急ぎ足でずいぶんと歩いてから、クリストは通路を下っていることに気がついた。時折かすかに波の砕ける音が聞こえてくる。

ついに、旅は終わった。

先を歩いていた博士が立ち止まって明かりをつけると、クリストたちは、広い場所にいることがわかった。丸天井で長い楕円形の水の入った小洞窟だ。丸天井の向こう側は、水に接している。

彼らが立っている石の床の端の水面に、小型潜水艇があった。

一行が乗り移り、サルバトールが船室に入り明かりをつけると、黒人の一人が上部ハッチをバタンと閉め、もう一人がモーターを動かした。

クリストは、船が動き出したことを感じた。

ゆっくりと旋回し、沈み、そして前方へそろそろと動き出す。

二分以上が過ぎ、そして船は海面に浮上した。

クリストは博士と一緒に、艦橋に出た。

クリストは潜水艦など乗ったことはなかったが、水面を走るその様子を見たら、造船業者が腰を抜かすだろうことは、想像できた。船の構造は非凡で、モーターは巨大な力を発揮し、船は解き放たれたかのうように、水上を駈けて行く。

「イフチアンドルを誘拐した者は、どちらへ向かった？」

「海岸沿いに北に向かいやした。あっしは、あっしの弟を連れいくことを、お許しいただきたいと思いやす。あっしはそいつを、すでに海岸に待たせておりやす」

「なぜだ？」

「坊ちゃんをさらったのは、真珠採りのズリタなんで」

博士は疑いの目でクリストを見た。

「なぜお前にそれがわかる？」

「あっしは船に詳しい弟に、坊ちゃんをさらった船のことを話したんでございやす。そしたらペドロ・ズリタのメドゥーサ号だってんです。おそらくズリタめは、真珠採りをさせようと、坊ちゃんを盗んでったに違いありやせん。あっしの弟のバルタザールは、真珠が採れる場所を、よく知っていやすから、必ずあっしらの役に立ちやす」

博士は考えた。

「いいだろう。お前の弟を連れていこう」

バルタザールは、桟橋の上で待っていた。

潜水艇が海岸に近づいていく。

バルタザールは、まだ距離がある間は、眉をひそめて息子を傷つけたサルバトール博士を睨みつけていたが、近づいてくると丁寧にサルバトールにお辞儀をしてから、泳いで潜水艇に向かい、乗り込んだ。

「全速前進！」

博士は艦橋の船長席に立ち、しっかと広い海を見つめながら、号令をかけた。



二十三　異様な囚人

ズリタは約束通り、のこぎりでイフチアンドルの手錠を切ってやった。そして彼に新しい背広を着せた。

しかしイフチアンドルが、砂に埋めてあった手袋と水中眼鏡を回収して、メドゥーサ号の甲板に戻ってくると、ズリタは船員たちに命じて、彼を貨物室に閉じ込めてしまった。

それからメドゥーサ号を、しばらくブエノスアイレスに停泊させると、準備を整えるついでに、バルタザールの店に寄って自分の成功を自慢した。そして南アメリカの東海岸を回り込んでカリブ海で真珠を取ろうと、海岸沿いにリオデジャネイロに向かった。

グッチエーレは、船長室にいた。ズリタからは、ラプラタ川の河口でイフチアンドルを自由にしたと聞かされていたが、それはすぐに嘘であることが発覚した。

夜になると、イフチアンドルの叫び声やうめき声が、貨物室からかすかに漏れて聞こえてきたのだ。

グッチエーレは、甲板にいるズリタを問い詰めようと船室を出ようとして、初めて船長室の扉に外から鍵が掛けられていることに気がついた。彼女は「誰か来て」と扉を叩き始めたが、それに応える者は誰もいない。

ズリタも、イフチアンドルのうめきを耳にした。彼はひどく罵りながら、船員と共に、ひどく息苦しく、そして暗い貨物室に向かった。

「何を大声で叫んでやがる！」

「僕は窒息しかけてるんです。ここは暑すぎるし、僕は水がないと生きていられません。僕を海に放してくれないと、朝が来る前に死んでしまいます……」

ズリタは貨物室のハッチを、叩きつけるように閉めて艦橋に戻ってから考えた。

(本当にヤツは窒息しかけてるのか？)。

もしイフチアンドルが死んでしまったら、全て水の泡だ。

彼は船員に命じて、貨物室にあった樽に、汲み上げた海水を運ばせた。

「ほら、お前の風呂だ」

イフチアンドルは、樽に頭まで潜り込む。

「沈むんじゃない！　夜が明けたら、お前は俺のために海に潜るんだぞ」

しかしイフチアンドルは、樽の中に潜り込んだまま、出てこようとはしなかった。

そもそもその樽は、イフチアンドルには小さすぎるのだ。沈むなと言われても、浮くどころか、体を伸ばすことすらできず、水に浸っているためには、縮こまっていなければならない。しかもこの樽は塩漬け肉の保存用の樽だったので、あっというまにその匂いが水一杯に充満した。けれどイフチアンドルにとっては、暑い貨物室よりも、まだしもましだった。

貨物室の入り口では、船員たちが疑わしそうに、この様子を見ていた。彼らはまだ、メドゥーサ号の囚人が、『海の悪魔』であることを知らないのだ。

ズリタは船員たちを、怒鳴りつけた。

「さっさと甲板に行きやがれ！」

メドゥーサ号は、海上を吹く南東の風を受けて、順調に北へ向かい始めた。

ズリタは、長い間艦橋にいたが、夜明けが近づいたころ船長室に向かった。彼は、妻はもう眠っているだろうと思っていたが、彼が見たのは、椅子に座り、テーブルに頬杖をついている妻の姿だった。

入り口から差し込む薔薇色の朝の光と、天井から吊るされた、焼ききれたランプの薄明かりの中で、眉をひそめたグッチエーレは、その青ざめた顔をズリタに向けている。

「私を騙したのね」

彼女の声は、虚ろだった。

ズリタは、静かな怒りに燃える妻の視線に射すくめられて、とても拙いことをしたような気がしてきた。その動揺を隠すために口髭をひねりながら、素早く言い訳を考える。

「イフチアンドル君は、お前と離れたくないんで『メドゥーサ号』に残りたいと言ったんだよ」

「あなたは嘘つきよ！　あなたは卑しくて下劣な人間だわ。あなたなんか大嫌い！」

突然グッチエーレは、壁に掛けられていた大きなナイフをひったくると、ズリタに斬りつけた。

「うわっ！」

ズリタは叫びながらグッチエーレの手を素早く掴み、力を込めてナイフを落とすと、それを足で部屋から蹴りだしてから妻の手を離した。

「こんなことをするより、いいことがある！　お前はずいぶん興奮しているようだから、水差しの水を飲んで、落ち着くんだ」

そして彼は部屋から出て扉に鍵を掛けると、上甲板に出た。

東の空には、すでに水平線の上に太陽が姿を現し、明るい桃色に染まった雲を燃え上がらせている。帆も、気持ちのいい潮風で満たされている。海面をカモメが、目を皿のようにして魚を探しながら飛んでいる。

もう朝だ。

甲板に上がったズリタは、手を後ろに組んで歩き回った。

「なに、俺はグッチエーレだって従わせて見せるさ」

そして大声で、帆を降ろせと船員に命令した。

メドゥーサ号は錨を下ろし、波に揺られ始める。

「鎖を持って来い。そして貨物室のヤツを連れて来い！」

ズリタは、一刻も早くイフチアンドルを試してみたかった。

(それに、ヤツの体調も海で回復するだろうさ。)とも考えた。

二人の船員に連行されてきたイフチアンドルは、疲れきっているように見えた。彼は、後方マストの傍に立ってあたりを見回す。そこから数歩の所に、船縁がある。彼はいきなり海に飛び込もうと走り出した。しかし、頭に強烈なズリタの拳の一撃を喰らい、意識を失って甲板に崩れ落ちた。

「慌てる者は損をするってな」と、ズリタは教訓を垂れる。

ガチャガチャと、船員が端に輪のついた、細くて長い鎖を持って来ると、ズリタはその輪を、意識のないイフチアンドルに巻きつけて鍵を掛ける。

「こいつの頭に水をかけろ」

イフチアンドルは、すぐに意識を取り戻し、そして自分にしっかりと巻きつけられた鎖を見て戸惑った。

「そうとも。お前は俺から逃げられやしない。今からお前を、海に放してやる。真珠貝を採って来い。お前は働いている間は、海の中にいさせてやる。しかし真珠貝を採って来ないなら、また貨物室の樽に逆戻りだ。いいか？　わかったな？」

イフチアンドルは頷いた。今すぐ澄んだ海水に浸れるなら、どんな宝物をズリタに差し出すことになろうが、かまわないと思うほど、気分が悪かった。

ズリタと、鎖に繋がれたイフチアンドルと、そして船員たちは、グッチエーレがいる部屋の反対側の船縁に向かった。ズリタは、鎖に繋いだイフチアンドルを、彼女に見せたくはなかったのだ。

海に飛び込んだイフチアンドルは、鎖が恨めしかった。この鎖を引きちぎることができたなら！　しかし、とても頑丈な鎖だったので、彼はその考えをあきらめて、真珠貝を集めて、脇にぶら下げた大きな袋の中に、入れ始めた。

体に巻きつけられた、重い鉄鎖のせいで息がしにくい。それでも、息が詰まりそうな臭い樽に比べれば、ずっといい。

一方、船の上では船員たちが、この驚くべき光景に息を呑んでいた。

何分も経過しているのに、そいつはまだ海の底にいて、上がってくる気配さえない。最初海面に出ていた泡も、すでに消えてしまっている。

「もし、あいつが空気を求めて喘いでいるんなら、とっくにサメがやってきて喰っちまってるはずだ。まるであいつは、水の中の魚みてぇじゃないか」

平気な様子で海底を這いまわっているイフチアンドルを、船の上から夢中になって見ていたベテランの真珠採りが、そう言った。

「もしかすると、あいつは海の悪魔なんじゃないか？」と、船員たちは囁き始めた。

「あいつが誰だろうと、ズリタ船長はいい拾い物をしたもんさ」そう言ったのは、一等航海士だ。「あいつ一人いさえすれば、真珠採り十人がいらなくならぁ」

太陽が頭上にくるころ、イフチアンドルは鎖を引っ張って合図した。袋が貝で一杯になり、これ以上もう入らなくなったからだ。

袋が引き上げられると、この奇妙な真珠採りの成果を見ようと、船員たちは甲板に集まった。

普段なら、真珠を取り出しやすくするために、真珠貝を数日腐らせる。しかし今はズリタも船員たちも、気が急いて待ってはいられなかった。そしてみんなで、ナイフを使って殻をこじ開け始めた。

船員たちが仕事を終えた時、異様な興奮が甲板を包み、誰も彼もが騒いでいた。

イフチアンドルが場所に恵まれたということもあるだろう。しかし、この一回の成果は、あらゆる期待を超えていた。素晴らしく大粒で形もよく、そして最高の色艶の真珠が二十もあったのだ。

最初の一度で、すでにズリタは国を得たも同然だった。この真珠のたった一つで、性能のいい新造船を買うことができる。彼は大富豪になるという夢を、ついに歩み始めたのだ。

しかしズリタは、船員たちが自分と同じ欲の目で、真珠を見ているのに気がついた。気に食わない兆候だ。急いで真珠を麦藁帽子に投げ込むと、こう言った。

「さぁ、朝飯の時間だぞ。しかしイフチアンドル、お前は優秀な真珠採りだ。俺の使ってない部屋をやろう。そこなら気持ちも悪くならんだろう。それから大きな亜鉛の水槽を注文してやる。そしたらお前は毎日海に入らなくてもすむからな。しかし鎖ははずさんぞ。でないとお前はカニのように潜ったまま、戻るはずがないからな」

イフチアンドルは、ズリタと話したくなどなかった。しかし、この業突張りの囚人でいるしかないなら、生活環境については言わなければならなかった。

「水槽は、臭い樽よりずっといいけど……。結局それじゃ息ができないんです。時々水を変えてくれないと」

「どのぐらいの頻度でだ？」

「半時間に一度。常に水が入れ替わってるなら、もっといいんだけど」

「なんだと。ちょいと褒められたからと、図に乗るつもりか」

「思いつきで言ってるんじゃありません。バケツの中に大きな魚を入れたままにしておいたら、いずれ死んでしまうことを、知ってますよね。魚だって水中の酸素を呼吸しているんです。そして僕は、とても大きな魚と同じなんです」

そう言ってイフチアンドルは、気弱げに微笑んだ。

「酸素がどうとかなんぞ知らんな……。だが確かに水を交換しなけりゃ、魚は死ぬ。たぶん、お前にはそれが必要なんだろう。ならお前の水槽には、常にポンプで水を汲み上げてやる。こいつはお前が採ってくる真珠よりずっと高くつく。俺は大赤字だ！」

イフチアンドルは、真珠の価値も、ズリタが真珠採りや船員たちに、まともに金を払っていないことも、知らなかった。彼はズリタの言葉を鵜呑みして、こう叫んだ。

「なら僕を海に放せばいいじゃありませんか！」

そして羨望の眼差しで海を見た。

「なに言いやがる！」

ズリタは声高に笑い始めた。

「お願いです。そうしてくれたら僕の真珠を全部あげます。僕は以前から、真珠を集めているんです」そしてイフチアンドルは、甲板から膝ぐらいの高さを示して見せた。「すべすべで、まん丸で、どれも豆ぐらいの大きさの真珠が、このぐらいあります……。あなたが僕を放してくれたら、全部あなたにあげます」

ズリタは息を呑んだ。そして「嘘を言うな！」と、冷たく言い放った。

「嘘なんか一度だって言ったことありません」と、イフチアンドルは怒り出した。

「ならお前の宝物は、どこにあるんだ？」と、ズリタは興奮を隠しきれなくなりながら、そう聞いた。

「海の中の洞窟に。けれど、リーディングの他には、誰もそこを知りません」

「リーディングってのは誰だ？」

「イルカです」

「あぁ、なるほどね！」

実際ズリタは騙されているんじゃないかと考えた。

(もしこの話が本当なら、俺は想像をはるかに超えた金持ちになれるぞ。ロスチャイルドやロックフェラーが貧乏人に見えるような金持ちにだ。そのためにはまず、こいつを信用して放してやらなきゃならん。が、逃がすわけにもいかん。こいつは嘘は言ってないとは思うんだが？)

そしてズリタはがめつく、イフチアンドルと彼の宝物の両方を手に入れる方法を考えた。

(イフチアンドルは、グッチエーレの頼みとあれば、間違いなく宝物を持ってくるだろう。)

「俺は、そうしてやってもいいかもしれん。しかしお前はまだ、俺の手元にいてもらう。俺がお前を捕まえておいちゃ悪い理由は、何もないんだからな。だが俺のところにいる間は、不本意ながら客として扱ってやろうじゃないか。居心地もよくしてやる。ひどく高くつくだろうが、水槽より鉄の檻がいいだろう。水中の檻は、海の中でお前を鮫から護ってくれるぞ」

「そうかもしれませんね。でも、僕は水と同じぐらい、空気も呼吸しなければならないんです」

「なぁに、ときどきお前ごと引き上げてやるさ。その方が水槽に水を入れるより安くつくかもしれんしな。俺にまかせとけ。お前を満足させてやる」

ズリタは上機嫌だった。まだ水槽がないからと、イフチアンドルを再び貨物室に閉じ込めた後、船員たちには朝食にウォッカを振る舞うという、前例のないことすらした。

そしてズリタは、ノックもせずに船長室の扉を開けると、その場でグッチエーレに真珠で一杯の帽子を掲げて見せた。

「俺は約束を守るぞ」と彼は微笑んで見せた。「俺の愛しの妻は、真珠のプレゼントが大好きだ。そして沢山の真珠を手に入れるためには、いい真珠採りが必要だ。だから俺は、イフチアンドルに固執した。見ろよ、これが今朝一回の稼ぎなんだぞ」

真珠を一目見たグッチエーレは、驚きを隠すことができず息を呑み、それに気づいたズリタは、満足げに笑い始めた。

「お前はアルゼンチンで一番の、いやアメリカで一番金持ちの女になるぞ。なんだって手に入る。俺はお前に、王さまだってうらやむような宮殿を建ててやる。まずその手始めに、この真珠の半分を今お前にプレゼントしようじゃないか」

「いいえ！　私はそんな、罪によって得た真珠なんて一つだって欲しくはないわ！」と、グッチエーレはきっぱりと言った。「何かしてくれるって言うんなら、この部屋から出てってちょうだい」

ズリタは困惑し、そして苛立った。こんなことになるとは思っていなかった。

「なら、もう一つ、お前は俺に望んでいることがあるはずだ。お前は俺に、イフチアンドルを放して欲しがっているだろう？」

グッチエーレは、彼がどんな悪事をたくらんでいるのかと、疑いの眼差しでズリタを見た。

「どういうこと」と、彼女は冷たく言った。

「お前の手に、ヤツの運命が握られているってことだ。お前が頼めば、イフチアンドルは、ヤツが海の中のどこかに貯め込んだ真珠を、メドゥーサ号に持ってくる。そうしたら俺は、海の悪魔を自由にしてやる。どこへ行こうがおかまいなしだ」

「私の言うことを、よく胸に刻むのね。私はあなたの言葉を、一つだって真に受けやしないわ。あなたは真珠を手に入れたら、イフチアンドルをまた鎖に繋ぐに決まってる。私は嘘つきで不誠実な男の妻かもしれないけど、あなたの犯罪を手伝うつもりは一切ないってことを、絶対に忘れないでちょうだい。わかったらもう一度言うわ。部屋から出てって」

これ以上話し合うことは何もなく、ズリタは部屋を出た。そして隣の自分の部屋で、慎重に真珠を袋に移し、それをトランクに仕舞い込んで鍵をかけると、艦橋に向かった。

彼は妻とのいさかいを、それほど悲観していなかった。そして艦橋の船長席に立ち、葉巻を吸いながら、金持ちになって賞賛する人々に取り囲まれる様子を、夢想した。

いつもは油断を怠らない彼ではあったが、その日ばかりは船員たちが集まり何か囁きあっていることに、気づいていなかった。 



二十四　捨てられたメドゥーサ号

一等航海士の合図で、船員たちは一斉に、前方マストの近くに立っていたズリタに襲い掛かった。

船員たちに武器はなかったが、数の上では勝っていた。しかしズリタも、簡単にやられるような玉ではない。二人の船員が、後ろから組みついたが、ズリタは自力で何歩か歩いて襲い来る船員たちの集団から抜け出すと、最初の二人を後方の襲撃者たちに向かって全力で投げ飛ばす。船員たちが甲板にひっくり返り、うめき声を上げる。体勢を立て直したズリタが、さらに彼に襲い掛かって来る敵に拳をお見舞いした。彼は拳銃を持ち歩いてはいたが、あまりの急襲に、ホルスターから抜く暇がない。

ズリタはじわじわと前方マストに近づき、そして突然猿のように登り始める。船員が彼の足を掴んだが、もう一方の足で頭を蹴ると、船員は気絶して甲板にひっくり返る。マストの天辺にある見張り台に登りきると、ここが一番安全だと考え、座り込んで悪態をつき始めた。

彼は拳銃を手にして叫んだ。

「ここに登って来るヤツを、最初に撃ち殺してやるからな！」

船員たちは、マストの下で騒いでいる。

「船長室に銃があるはずだ！」と、一等航海士が大声で叫んだ。「誰か来い、ドアをこじ開けよう！」

そして数人の船員を引き連れて、昇降口に向かった。

(あいつら、俺を撃ち殺すつもりだ！)

ズリタは藁をも掴む気持ちで、助けが現れないかと、ちらりと海を見た。彼自身にも信じられないことに、穏やかな海を切り裂いて、潜水艇が真っ直ぐメドゥーサ号に向かってくる。

(どうか潜ってしまいませんように！)と、ズリタは祈った。(潜水艇の上に誰か立っている。しかし俺に気づかず、行っちまったら？)

「助けてくれ！　急いでくれ！　あいつらに殺されちまう！」

ズリタはあらん限りの大声で叫んだ。

潜水艇は、明らかにそれに気がついたようだ。スピードを落さず、まっすぐメドゥーサ号に向かってくる。

メドゥーサ号では、武器を手に入れた船員たちは、すでに昇降口から戻ってきていたが、彼らは甲板で、ためらいがちに立ちつくしている。

ズリタは喜んだ。やってきたのは、武装した潜水艇と軍人に違いない。彼らの目の前で、自分を殺すことなど出来るはずもない。しかし、それは一瞬のぬか喜びにすぎなかった。

潜水艇の甲板の男が、大声で叫んだ。

「ペドロ・ズリタ！　貴様が誘拐したイフチアンドルを、すぐに解放しなさい！　でなければ貴様の帆船の底に銛を打ち込む。私は五分だけ待つ」

「裏切り者め！」ズリタは、潜水艇の上にクリストとバルタザールの姿を見つけて、腹を立てた。しかし自分の頭を失うよりは、イフチアンドルを失ったほうがましだ。「今放す」そういいながら、ズリタはマストから降りてきた。

すでに船員たちは、ボートを下ろし、あるいは泳いで、海岸に向かって逃げ出し始めている。彼らはもはや、自分の心配しかしていない。

ズリタは、梯子の上を走って自分の部屋に向かった。そして急いで真珠を入れた袋を取り出し、自分のシャツの中に押し込む。さらにベルトとショールを手にして奥の部屋の鍵を開け、グッチエーレを甲板に連れ出した。

「イフチアンドルは具合が悪くて船室にる」と、ズリタはグッチエーレを引きずるようにして、ボートに向かう。そして彼女をボートに押し込むと、そのまま水面に下ろし、自分も飛び乗った。

潜水艇は、あまりにも水深が浅いために、ボートを追いかけることができない。

しかしグッチエーレは、潜水艦の甲板にバルタザールの姿を見つけたとたんに叫んだ。

「お父さん！　イフチアンドルを助けて！　彼はこの……」

しかしズリタは、彼女の口をショールで塞ぎ、手をベルトで縛り上げた。

「その女性を放しなさい！」と、サルバトール博士が叫んだ。「暴力は許さん！」

「この女は俺の妻だ！　夫婦の問題に口を出すな！」と、ズリタも大声で言い返しながら、ボートを離していく。

「妻であろうとも、誰しも女性をそのように扱う権利はない！　止まらなければ撃つぞ！」

けれどもズリタは、ボートをこぎ続けた。

博士は銃を撃ち、銃弾がボートの板に当たった。

ズリタは、グッチエーレを引き寄せて盾にする。

「やってみろ！」

彼の腕の中で、グッチエーレが身をよじる。

博士は銃を下げた。

「とんでもない悪党めが！」

バルタザールが潜水艇から海に飛び込み、泳いでボートを追いかけたが、ズリタはすでに海岸に辿り着き、オールの一こぎと波が、ボートを砂浜に打ち上げる。ズリタはグッチエーレを抱えて、海岸の岩の向こうへと姿を消した。

ズリタに追いつけないと見たバルタザールは、帆船の錨の鎖をよじ登って梯子を下り、イフチアンドルを探し始めた。けれど結局、端から端まで全部を見てまわったが、帆船には誰もいない。

「イフチアンドルは、船にゃいない！」

「坊ちゃんは、生きて近くにいるはずだ！　グッチエーレは、『彼はこの』と言った。あの人攫いめが口を塞がなけりゃ、あっしらがどこを探しゃいいのか、わかったのに」

水面を見渡したクリストは、海面から突き出したマストの天辺に気がついた。たぶん最近沈んだ船だ。イフチアンドルは、この沈没船にいるのではなかろうか？

「ズリタは、沈没船のお宝をイフチアンドルに探させてたんじゃないか」

バルタザールが、甲板の上にあった、端が輪になった鎖を持ち上げてみせる。

「ズリタは、イフチアンドルをこの鎖につないで泳がせていたようだ。こいつがなけりゃ、イフチアンドルは逃げ出せる。これが残ってるのに、沈没船になんかいるもんか」

「そうだな」と、博士は同意した。「我々はズリタを制圧した。しかし、イフチアンドルは見つけられなかったというわけだ」



二十五　沈没船

ズリタを追跡して来た者たちは、今朝メドゥーサ号で何が起きていたのか、知らなかった。

実は昨夜から朝まで船員たちは話し合って、隙をついてズリタを殺し、イフチアンドルと帆船を自分たちの物にしようと決めたのだ。

早朝ズリタは、艦橋に立っていた。メドゥーサ号は、ここ何時間かおおむね三ノットのスピードで、そよ風に乗ってゆっくりと進んでいた。彼は双眼鏡で海を監視して、沈没船の目印となるマストを探していたが、まもなく海面に浮かんでいる救命浮き輪に気がついた。彼は、船員にボートを下ろしてその浮き輪を取って来させると、そこに書かれた文字を読んで驚いた。

(マファルダ号。マファルダが沈没したのか？)

彼は、このアメリカの大きな郵便客汽船を知っていた。この汽船なら、たくさん値の張る物を積んでいたに違いない。

(もしイフチアンドルを、金目のものを取りに沈没船にやったとすると、鎖の長さは充分足りるだろうか？　まず無理だ……。しかし鎖なしでイフチアンドルを行かせたら、あいつは戻って来るはずがない……。)

ズリタの心の中で、イフチアンドルを失う危険性と、目の前のお宝に対する欲が、せめぎあった。

メドゥーサ号が、ゆっくりと水面に出たマストに接近すると、船員たちは前方の船縁に集まった。

風がぱたりと止んで、メドゥーサ号が停止する。

「おいらは以前、マフィルダ号で働いたことがあるけど」と、船員の一人が話している。「大きくていい汽船だったよ。金持ちたちが、アメリカ中の全ての町から、このマフィルダ号に乗りにやってきたもんだ」

(無線で連絡する間もなく沈没したのは明らかだ)と、ズリタは考えていた。(たぶん無線機が壊れたに違いない。でなけりゃ今頃このあたりは、港から到着したお偉いさんを乗せた高速モーターボートや、グライダーや、ヨットや、それから新聞記者とカメラマンとレポーターと映画技師と潜水士でいっぱいになって、遭難者を助けているはずだ。

鎖なしでイフチアンドルを放すのは危険だが、そうする以外方法はない。しかし、間違いなく戻って来させるには、どうすりゃいい？　それに、あいつの身代金の真珠の山を取りにやらせるのと、どっちが危険だ？　しかし真珠の山は、本当に全部が高価なものだろうか？　イフチアンドルは大げさに言ってるんじゃないだろうか？　もちろんヤツには、真珠の山も、マフィルダ号の貴重品も、両方取ってこさせなきゃならん。真珠の山を取って来ることができるのは、イフチアンドルだけだ。イフチアンドルが俺の手元にいるかぎり逃げやしない。しかしマフィルダ号の貴重品は数日か、あるいは数時間で、手が出せなくなっちまう。よし、マフィルダ号が先だ。)

ズリタは決心し、錨を下ろすように命令すると、船長室で短い手紙を書き、それを持ってイフチアンドルの部屋に向かった。

「イフチアンドル、お前は字を読めるか？　グッチエーレがお前に書いた手紙を持って来たぞ」

イフチアンドルは、急いで手紙を読んだ。

『イフチアンドル！　私の願いを聞いてください。

メドゥーサ号の隣に、汽船が沈没しています。海に潜って、その船から貴重品を全部持ってきてください。ズリタは鎖なしであなたを行かせるでしょうが、メドゥーサ号に、必ず戻ってきてください。私のために、そうしてください。イフチアンドル。そうすればあなたは自由になれます。

グッチエーレより』

イフチアンドルは、グッチエーレから手紙を貰ったことがなかったので、彼女の筆跡を知らなかった。彼は手紙をもらったことが嬉しかったけれど、すぐに考えた。

(ズリタが騙してるんじゃないだろうか？)

イフチアンドルは、手紙を指した。

「なぜグッチエーレは、僕に直接話さないんですか？」

「体調が悪いんだよ。だが、お前が戻る頃には、会えるだろうさ」

「なぜグッチエーレが、貴重品を欲しがるんですか？」と、イフチアンドルは疑った。

「もしお前が人間ってやつを知っていりゃ、そんな質問はしないだろうな。美しいドレスを着て、高価なアクセサリーを身につけたいと思わない女がどこにいる？　しかしそれには、金が必要なんだ。そして沈没した汽船には、金が沢山ある。それは今、誰の物でもない。ならなんでお前が、グッチエーレのために、それを取って来ちゃいかん訳がある？　大事なのは、金貨を見つけることだ。郵便局の皮製のかばんに入っているに違いない。それに乗客も、金の指輪をしているだろう……」

「あなたは僕に、死体を漁れって言うんですか？」と、イフチアンドルは憤慨した。「あなたは信用できません。グッチエーレは、そんな欲張りじゃありません。彼女が僕に、そんなことを頼むはずありません……」

「くそったれ！」と、ズリタが叫んだ。

今イフチアンドルを騙すことができないなら、計画は失敗したも同然だ。

ズリタは自分を落ち着かせ、愛想笑いをしながらこう言った。

「わかった。お前を騙すことはできないようだ。お前には正直に話すから、よく聞いてくれ。グッチエーレはマフィルダ号の財宝など欲しがってない。これならお前は信じるか？」

イフチアンドルは、思わず微笑んだ。

「もちろんです！」

「お前は俺を信じたってわけだな。これで話し合えるってわけだ。そう。金を欲しがっているのは俺だよ。そしてもしマフィルダ号に、お前の真珠と同じぐらい財宝があり、お前がそれを俺のために手に入れてくれれば、俺はお前を海に放してやろうと考えた。

しかし、お前は俺を信用していないし、俺もお前を信用できない。俺は、鎖をつけずにお前を海にやったら、潜ったまま戻ってこんだろうと恐れている……。もし俺が、お前が戻ると信じることができなけりゃ、俺はお前を行かせられない。俺は今まで一度だって、お前が戻って来るだろうなんて思っちゃいない。

そしてお前は俺が嫌いだ。でなかったら驚きだな。だからお前が戻ると言って、その言葉を守らなかったとしても、驚きゃしない。

しかしお前は、グッチエーレが好きだ。グッチエーレの頼みなら、お前は自分から引き受ける。そうだろ？

彼女はもちろん、俺がお前を手放すことを望んでいる。

そこで、俺と彼女の意見が一致した。

だから彼女は、お前が自由になることを望んで手紙を書き、お前に渡してくれと俺に渡したと、そういうわけだ。今のこの話は、納得できるか？」

まことしやかなズリタの話は、イフチアンドルには何から何まで、もっともらしく思われた。

ただ、イフチアンドルは、見落としたことがある。どんなにマフィルダ号に金があったとしても、その財宝が真珠より価値があったら彼を放すといっても、その評価をするのはズリタだということだ。

(比べるためには、イフチアンドルは真珠も持ってこなければならなくなる。しかしその時俺は、マフィルダ号の金と、真珠と、そしてイフチアンドルを手に入れるんだ。)と、ズリタは自分に言い聞かせた。

しかしイフチアンドルは、ズリタがそんなことを考えているとは、思ってもいなかった。彼は考え、ズリタの率直さに納得し同意した。

ズリタは安堵のため息をついた。

(こいつは俺を、騙しちゃいない。)と、彼は考え「よし、さっさとすませよう」と言った。

イフチアンドルは急いで甲板に上がり、海に飛び込んだ。

船員たちは、鎖無しで海に飛び込んだイフチアンドルを見て、ズリタが彼にマフィルダ号の財宝を取りに行かせたのだと、すぐにわかった。

何から何までズリタが独り占めするのか？　そうであってたまるものか。そして彼らは、ズリタを急襲したのである。

船員たちがズリタを襲っている時、イフチアンドルは沈没船を調べ始めていた。

上甲板から大きな昇降口を通り、イフチアンドルは下へと泳いだ。それは大きな家の階段のようで、広い通路に通じていた。そこはかなり暗かった。ただ、開いた扉から差す薄明かりだけが、あたりを照らしている。

イフチアンドルは泳いで、その開きっぱなしの扉の一つに入ると、大広間だった。大きな丸窓から差す光が、一度に数百人が入れる巨大なホールを、ぼんやりと照らしている。イフチアンドルは、豪華なシャンデリアに座って、あたりを見た。

それは奇妙な光景だった。

木の椅子と小さなテーブルは浮かび上がり、天井で揺れていた。蓋の開いたグランドピアノが、柔らかな絨毯に覆われた床にある小さな壇上に立ち上がっていた。ニスで塗装されたマホガニーの壁は歪み、一方の壁ぎわに椰子が集まっていた。

イフチアンドルはシャンデリアから離れて、椰子に向かう。

突然彼は驚いて止まった。誰かが彼の方に泳ぎ、彼の動きを真似ている。

(なんだ、鏡か。)

その大きな鏡は、薄暗い水の広間の壁の一方を占領し、内部の装飾を全て映していた。

見たところ、ここに宝物はなさそうだ。

イフチアンドルは大広間から出て、デッキを一つ降りる。そこも上とよく似た豪華な場所で、広いサロンと、レストランのようだ。ビュッフェのレジやカウンターとそのあたりの床には、ワインのビンと食料の缶詰や箱が、かたまっていた。

水圧によって、大半のビンの栓は中に打ち込まれ、箱は潰れている。

テーブルの上に、一人前の食器が並べられている。けれど床には、皿の破片や、銀のフォークやナイフが、散乱している。イフチアンドルは、この船室に、責め立てられているような気がし始めた。

それからいくつかの、アメリカの快適さの象徴のような船室を見て回った。けれども、そこに死体は一つもない。第三デッキの部屋で一度、膨張した死体が天井付近で揺れているのを見ただけだ。

(たぶん、みんなボートで逃げ出したんだな。)

けれど、さらに下のデッキにある三等室に降りると、彼はひどい光景を目の当たりにした。

船室には、男も、女も、子どもたちも残っていた。白人も、中国人も、黒人も、インディオもいた。

汽船の船員たちは、ファーストクラスの金持ちの乗客たちをまず避難させ、他の者を運命の手にゆだねたのだ。

その部屋の出入り口は死体で塞がれ、イフチアンドルは入ることができなかった。人々はパニックを起こして出口に殺到し、お互いを押しのけ合い、最後の望みをかけて助かろうとしたに違いない。

人々がゆっくりと、長い通路を漂い、開いた丸窓から流れ込む水が、膨れ上がった死体をふらふらと揺らしている。イフチアンドルはぞっとして、この水中の共同墓地から急いで泳ぎ離れた。

(グッチエーレが知ってたら、僕をこんな所に来させるだろうか。彼女は僕に、死んだ男のズボンのポケットを引っくり返して、中身を漁らせようとしたんだろうか？　いいや、彼女はあんな手紙は書きはしない！)

彼は、またもズリタに騙されたのだと確信し、決着をつけることにした。

(海面から、グッチエーレを甲板に呼び出そう。そして彼女の意思を確かめるんだ。)

まるで魚のように、いくつものデッキを通り過ぎ、そして海面に出ると急いでメドゥーサ号に近づいた。

「ズリタ！　グッチエーレに……！」

しかし誰もそれに応えない。メドゥーサ号は沈黙したまま、波に揺れている。

(これもズリタの策略だろうか？)

イフチアンドルは、慎重に船に近づき、そして甲板に登り、再び叫んだ。

「グッチエーレ！」

「俺たちはここだ！」

海岸から、ズリタの声が微かに聞こえてきた。見ると、海岸の茂みから、ズリタがこちらを伺っている。

「グッチエーレが急病だ！　イフチアンドル！　こっちへ来い！」

グッチエーレが病気！　彼は彼女に会おうと、海に飛び込み、そしてスピードを出すために水面に出た。そして海から上がろうとした時、くぐもったグッチエーレの声を聞いた。

「嘘よ！　逃げてイフチアンドル！」

彼は向きを変え海に潜り、そしてそのまま泳いで海岸から充分はなれてから、海面に上がって振り返った。

海岸に、白いなにかがゆらめいる。

グッチエーレが、彼が逃れたことを喜んでいるのだろう。

彼女とまた、会うことができるのだろうか？

……。

イフチアンドルは、急いで沖へ出た。

切っ先で白波を蹴立て、白い航跡を残しながら、はねるように南に駆けていくる小さな船が、遠くに見えた。

(人間には近づかないようにしよう。)

イフチアンドルは、海の中に深く潜って姿を消した。



二十六　にわか親父

潜水艇から戻った後、バルタザールはひどく落ち込んで、一人で椅子に座ってブツブツとつぶやいていた。

「コン畜生の白人め！　ヤツらは俺たちから土地を奪って奴隷にしやがった。その上俺の息子を切り刻み、俺の娘をかっさらった。ヤツらは俺たちを滅ぼそうとしてやがる」

イフチアンドルも見つからず、グッチエーレもズリタと共に姿を消して、行方知れずだ。

「バルタザール！」

バルタザールは、クリストの声に顔を上げた。

「ニュースだ！　でかいニュースだ！　イフチアンドルが見つかったぞ！」

「なんだと！」バルタザールは、パッと立ち上がった。「早く話せ！」

「話そうとしてるんだから邪魔するな。話す事を忘れちまうだろうが。イフチアンドルが帰ってきた。わしが言った通り、あいつはあの時沈没船にいたんだ。わしたちが帰ってから外に泳ぎ出てきて、そして家に帰って来たんだ」

「で、どこにいるんだ？　サルバトールのところか」

「そうだ。サルバトールのところだ」

「俺はサルバトールのところに、俺の息子を返せと言いに行く……」

「返すもんか！」と、クリストは反対した。「博士はイフチアンドルが海に出ることを禁止した。だが、わしがあいつを、海に放してやる……」

「今すぐだ！　あの子が帰ってこないなら、ワシはサルバトールを殺してやる！　今すぐ行くんだ」

クリストは、バルタザールの勢いを恐れて手を振り回した。

「せめて明日まで待て。わしは『孫娘』に会いたいと言って、なんとかサルバトールのところから抜け出したんだ。もうサルバトールは、わしを怪しんでいる。ヤツはの目は、鋭いナイフみたいに物事を見透かすんだ。とにかくわしが何とかするから、せめて明日まで待つんだ」

「いいだろう。サルバトールの所へ行くのは、明日にしよう。俺は今から入り江に行く。もしかすると遠くからでも、海にいる俺の息子を見ることができるかもしれんからな……」

バルタザールは、言葉通り入り江に向かうと、崖の上に座り込み、夜通し波間をじっと見ていた。

海は荒れていた。冷たい南風が波を裂いて飛沫を巻き上げ、突風が沿岸の岩の上にそれを打ちつける。磯波が海岸で砕け散る。空を流れる雲に月が見え隠れし、時折波を明るく照らした。

その間、バルタザールは、何か見えはしないかと、海をじっと見つめていた。

やがて夜明けが訪れたが、バルタザールはまだ海岸に座り込んでいた。真っ暗な海が灰色になってくる。けれど人っ子一人現れない。

突然バルタザールが、顔を上げた。鋭い眼差しが暗闇を見つめた。男が波に揉まれている！　たぶん、誰か溺れているのだ！

いや、溺れているのではない。男は頭の後ろに手を組んで、ゆっくりと振り返った。

あの子だろうか？

バルタザールは確信し、立ち上がり、胸を押さえて、そして叫んだ。

「イフチアンドル！　俺の息子！」

バルタザールは手を高く上げて崖から海に飛び込み、深く潜った。しかし水面に出てみると、誰も泳いでいる気配はない。必死で波と戦いながら、バルタザールはもう一度潜ったが、巨大な波が彼を捕まえ、ひっくりかえし、海岸に打ち上げて転がし、唸りを残して引いていった。

バルタザールはずぶぬれて波を見つめ、大きなため息をついた。

(今のは現実か、それとも夢を見たのか？)

風と朝日がバルタザールの服を乾かすと、彼はサルバトール博士の屋敷を取り囲む壁の所へ行き、鉄の扉を叩いた。

「誰だ」

黒人がのぞき穴から彼を見る。

「博士に大事な用がある」

「博士は誰にも会わない」

黒人はそう答えて、のぞき穴を閉じてしまった。

バルタザールはノックし、叫び続けたが、扉を開ける者は誰もなく、ただ犬が吠える声が、壁の向こうから聞こえるだけだった。

「まってろよ、スペイン人のクソったれめ！」

彼は悪態をついて、町に戻り、裁判所の近くにあるパームという酒場に向かった。

パームは、古くてずんぐりした厚い岩壁の建物で、入り口のところに張り出した小さなベランダには、縞の日よけがかかり、テーブルと、紺色のエナメルの鉢に植えられたサボテンが、据えられている。

ベランダは晩になれば盛況だが、今はまだ、天井の低い涼しい室内の方が人気がある。

この酒場は、利発なボーイが裁判所と酒場を行ったり来たりして、裁判の状況を逐次報告してくれるので、裁判中の原告、証人、目撃者、被告、弁護士が、裁判の空き時間にやってきては、時間をつぶすのに調度よく、いわば裁判所の出張所と化している。

たちの悪い代理人や偽証者も、ここで見つけられる。

バルタザールも、以前何度か裁判にかかわり、パームに来たことがあった。だから、ここなら訴えの書類を作るのに必要な人物に会えることを知っていた。

彼はさっさとベランダを通り抜け、涼しい室内に入って冷たい空気を吸って一息つくと、額の汗をふきながら近くにやってきたボーイに尋ねた。

「ラーラは来てるか？」

「ドン・フロレス・デ・ラーラさんでしたら、いつもの席にいらっしゃいます」

ドン・フロレス・デ・ラーラは、以前は小さな裁判所の判事だった男だ。だが、賄賂を取ったことがバレて首になり、今では厄介で複雑な問題を抱え込んだ客が頼ってくる、いんちき弁護士として知られている。そしてバルタザールも、その一人になったというわけだ。

ラーラは、ゴシック様式の大きな窓際のテーブルに陣取っていた。テーブルの上にには、丸いワインのグラスと、赤いずんぐりしたブリーフケースを置き、オリーブ色の粗末な背広のポケットには、いつでも仕事が始められるよう万年筆が差してある。

ラーラは太っていて、ハゲていて、頬が赤く、鼻も赤く、髭を剃っていて、そしてふんぞりかえっていた。窓から吹き込むそよ風が、たしない灰色の髪を逆立てている。たぶん判事席にいたとしても、依頼人より偉そうには見えなかっただろう。

彼はバルタザールを見て、投げやりに頷き、脇の編み椅子に座るように薦めてから、こう言った。

「座りたまえ。何にするかね？　ワイン？　プルケ(甘い酒)？」

彼は薦めたが、ここで注文したものは、依頼人が金を払うのが通例となっている。

しかしバルタザールの耳には入っていない。

「大問題だ。とても大切なことだ、ラーラ」

「ドン・フロレス・デ・ラーラです」と、彼は訂正し、丸いグラスから一口飲んだ。けれどバルタザールは、訂正など聞いていないようだ。「あなたの問題はいったい何だね？」

「いいか、ラーラ……」

「私の名は、ドン・フロレス・デ……」

「そんなわかりきった話をしに来たんじゃない！」と、バルタザールは怒り出した。「問題は深刻なんだ」

「だったらさっさと話しやがれ」と、ラーラは調子をがらりと変えた。

「あんたは海の悪魔を知っているか？」

「個人的にお目にかかったことはないが、噂はよく耳にしますな」と、ラーラは再び調子を戻した。

「その海の悪魔は、俺の息子のイフチアンドルなんだ！」

「そんなバカな話があるか！」と、ラーラは叫んだ。「バルタザール、飲みすぎだぞ」

バルタザールは、テーブルを拳で叩いた。

「昨日から海の水以外、何も飲んじゃいやしない！」

「そりゃもっと悪い……」

「俺の頭がおかしいとでも思ってるのか？　そうじゃない。まともだよ。まずは黙って聞いてくれ」

そしてバルタザールは、これまでのことを全て話した。

ラーラは口出しせずに、彼の話を聞くにつれ、その灰色の眉を上げていった。話が終わると、彼は偉そうに気取ることも忘れて、テーブルをデブデブしたその手で叩きながら大声で言った。

「何百万の悪魔だ！」

汚れたナプキンを持った白いエプロンのボーイが、やってきた。

「何にいたしましょうか」

「氷で冷やしたソーテルヌ(白ワイン)を二瓶だ」

そしてバルタザールに向かうと、ラーラは言った。

「そりゃすごい！　素晴らしい儲け話だ！　本当にお前が全部考えたのか？　しかしながら率直に言うと、お前が父親だっていう根拠が弱いな」

「疑うのか！」と、バルタザールは真っ赤になって怒った。

「まあ、まあ、嘘だと言ってるわけじゃない。私は弁護士として言ってるんだ。裁判では証明することが大事なんだが、それが難しいと言っているんだ。しかし、それはなんとかなるさ。そうさ、大金が手に入るぞ」

「俺が手に入れたいのは息子であって、金じゃない」

「何にだって金が必要だ。特にお前さんのように家族が増えるとなればな」と、ラーラは、おためごかしを言い、ずるそうに目を細めて先を続けた。「とにかくだ、一番重要なのは、サルバトール博士が行った手術だよ。金鉱を掘り当てたようなもんだ。ゆさぶれば、サルバトール博士の財布から、嵐の中の熟れたオレンジみたいに金が降ってくるぞ」

バルタザールは、ラーラのワインを取り上げた。

「俺は息子を取り戻したい。その訴訟のための書類が必要なんだ」

「だめだ、だめだ！　いきなり訴えてどうする！」と、ラーラは怯えたように反対した。「そんなことをしたら、全部台無しになってしまう。それはやることをやった、最後の最後だ」

「じゃあ、どうしろというんだ」

「まず最初に」と、ラーラは太い指を折り曲げた。「我々はサルバトール博士に、おもいきり丁重な手紙を送りつけるんだ。我々は、あなたの違法行為を全て知っているとね。彼がそれを公にして欲しくなければ、我々に百万支払うように。そう百万、たいした額じゃない」ラーラがどうだというようにバルタザールを見ると、彼は眉をひそめて黙っていた。

「第二に」と、ラーラは続けた。「我々がその金を受け取ったら、サルバトール博士に、さらに丁重な二通目の手紙を送るんだ。『我々は噂されているイフチアンドルの本当の父親を突き止めた。そして我々は、その明白な証拠を持っている。そしてその父親は、たとえ裁判でイフチアンドルがサルバトール博士に改造されたことが公になろうとも、彼を取り戻すことを望んでいる。けれどももしサルバトール博士が和解を望み、子どもを手元に置きたいと望むなら、その時は我々に何百万ドルも支払わねばならないだろう』」

しかしバルタザールは、もはや話など聞いていなかった。彼は瓶を握り、弁護士の頭上に振り上げた。

ラーラは、これほどまで怒り狂ったバルタザールを、始めて見た。

「まってくれ、本気じゃない、冗談だ。瓶を下ろせ！」

ハゲた頭を手で庇いながら、ラーラは叫んだ。

「お前は！　お前はっ！」バルタザールは、かんかんに怒りながら叫んだ。「お前は、実の息子を売れ、イフチアンドルをあきらめろってのか。お前には心ってもんがないのか？　お前はサソリかタランチュラで、父親の気持ちってのをわかってないのか！」

ラーラも怒って叫んだ。

「五人だ！　五人！　五人だぞ！　私には五つの父親魂がある！　私には五人の息子がいる！　どんなにでかくなっても五匹の小鬼だ！　食わせるべき五つの口だ！　私に父親の気持ちがわからないだと！　短気を起こさず辛抱強く最後まで聞いたらどうだ」

バルタザールは錨を納め、テーブルに瓶を置いて、ラーラを見下ろした。

「ならば話せ！」

「よろしい！　サルバトールは我々に百万払うだろう。それであなたはイフチアンドルに必要なものを買ってやりなさい。そして揉め事を解決する方法を考えた私への謝礼も何百か何千支払っていただく。我々はあなたと一致協力し、私の頭に賭けてサルバトールに百万支払わせようではないか！　そして彼が金を出したらすぐに……」

「俺たちはすぐに法廷に訴えるんだな」

「もう少し辛抱して黙っていなさい。それから我々は出版社や編集者に、彼の悪事を特種として持ち込むのだ。我々が持っているこのセンセーショナルな犯罪の情報に、編集者は二万か三万の小金は出すだろう。警察にも密告して、裏金から裏報奨をいただくんだ。この事件は警官にとって出世級だからな。我々がサルバトールの事で搾り取れるだけ搾り取ったら、そのときに裁判所に、あなたの父性を訴え出なさい。そしてそう、女神テミスにあなたの素晴らしい息子が、父親の腕の中に返ってくるよう祈るのです」

ラーラはワインを一気に飲み干して、そのグラスをテーブルに打ち付けるようにして置き、そして勝ち誇った様子でバルタザールを見た。

「お前はそう言うのか？　俺が食べる物も喉を通らず、夜も眠れないというのに、お前は問題を、果てしなく引き伸ばそうというのか」と、バルタザールは再び怒り始めた。

「そうだ。何が悪い？」ラーラは、激しくそれに言い返した。「何のためにだって？　百万だぞ？　百万だ！　あなたはこの意味がわかってるのか？　あなたはイフチアンドルなしで、二十年は暮らしてきたじゃないか」

「そうだ暮らしてきた。しかし今は……。さっさと告訴状を書いてくれ」

「本当に、考え直す気はないのか！　現実的になれ！　正気になって目を覚ませ、バルタザール！　わかってるのか！　百万だ！　銭だ！　金だ！　それだけの金があればなんだって買える。上等なタバコ、自動車、帆船が二十隻、この酒場だって……」

「裁判所に出す告訴状を書け。でなきゃ俺は、別の弁護士のところに行く」と、バルタザールは断固として言った。

ラーラは、これ以上反対しても無駄だとあきらめ、頭を振ってため息をつき、赤いブリーフケースから紙を取り出して、胸ポケットの万年筆をしぶしぶ取り出して書きつけた。

数分で、サルバトールがバルタザールの息子を非合法に手元に置き、そして傷つけたことを訴える書状が書き上げられた。

「最後に聞くが、考えを改める気はないか」と、ラーラは言った。

「よこせ」と、バルタザールは告訴状に手を伸ばした。

「裁判所にそれを出すんだ。わかってるな？」ラーラは依頼人に注意した。そして鼻の下の低い声で、ぶつぶつ呟いた。「階段でけつまづいて、足を折っちまえ！」

弁護士と別れたバルタザールは、裁判所の大きな白い階段で、ズリタにであった。

「こんなところを、何うろついてやがるんだ？」と、ズリタは疑いの目で彼を睨みつける。「俺を訴えに来たのか！」

「お前らみんなを訴えなきゃならんさ」と、バルタザールはただ一人ではなく、スペイン人全部を念頭に置いてそう答えた。「俺の娘を、どこにやった」

「笑わせるな、俺に頼ったのは『お前』だ！」ズリタは怒り出した。「俺の妻の父親でなければ、棒でお前をおもいっきりぶちのめしてやるところだ」

ズリタはバルタザールを押しのけると、階段を登り、大きな樫の扉の向こうに姿を消した。



二十七　司法上における、この事件の取り扱いについて

ブエノスアイレスの裁判所長官は、珍しい客の訪問を受けていた。地元にあるカテドラル(大聖堂)の司教、ファン・デ・ガルシラーソだ。

長官は金壷眼の太った小男で、短く刈り上げた髭を染めていた。彼は肘掛け椅子から立ち上がると司教に挨拶し、彼の大切なお客に、とても丁重に重厚な革張りの肘掛け椅子を薦めた。

司教と長官と、なにもかも違っていた。

長官は、まるまるとしていて赤い顔に、厚い唇、洋ナシのような鼻をしていた。指は太い切り株のようだし、丸いお腹の上で、今にもはじけ飛びそうな様子のボタンが、脂肪の上でゆらゆらと揺れていた。

司教の顔は頬がこけ、青白かった。乾いた鷲鼻、細く尖った顎、そして血色の悪い唇。典型的なイエスズ会の修道士だ。

司教は、彼の話し相手の目を決して見なかったが、にもかかわらず彼は相手をしっかりと見据えていた。あらゆることに大きな影響力を持ち、また宗教的な見地から複雑な政治問題に口を出すためなら、どこにでも喜んで駆けつけた。彼は部屋の主と挨拶を済ませると、さっそく訪問の目的を、静かに切り出した。

「私は、サルバトール博士の事件がどのように取り扱われるかを、知りたいのです」

「あぁ、光栄です！　あなた様に、この問題に興味を持っていただけるとは！」長官は嬉しそうにそう叫んだ。「ええ、これは異例の訴訟ですとも！」彼は机から分厚いフォルダを取り出すと、事件の書類に向かって続けた。「ペドロ・ズリタの訴えにより、サルバトール博士を捜査しました。ズリタの陳述によりますと、サルバトール博士は動物に対して異常な手術を行いました。それが事実であることは、確認済みです。事実博士の庭に、作られた怪動物がいました。まったく驚くべきものでしたよ！　たとえば博士は……」

「捜査の結果については、私も新聞で存じています」と、司教は静かにきっぱりと言った。「そしてあなたは、サルバトールをどうなさったのですか？　逮捕したのですか？」

「ええ、逮捕しました。さらに私たちは、大切な証拠且つ告訴の証人として、海の悪魔として知られているイフチアンドルという若者を、町へ移管しました。長い間私たちの手を煩わせた噂の海の悪魔が、サルバトール博士の動物園の怪物だと、誰に想像できたでしょうか！　今は専門家、大学の博士たちの手が、怪物の研究に煩わされていますよ。もちろん私たちは動物園全体を移管することは、できませんでした。この大切な証拠すべてを、町中で飼育することはできませんので。しかしイフチアンドルは、裁判所の地下にいます。まったく彼については、苦労しましたよ。考えてもみてください。彼は水がなくては生きていられないので、彼のために大きな水槽を作らなければならなかったのです。なのに彼は、非常に調子が悪そうなのです。科学者たちは、確かにサルバトールは生き物を改造し、彼を両棲人間に変えたのだと言っています」

「私は、サルバトールの運命について、とても大きな興味を持っています」と、司教は静かに話した。「彼にどのような処罰が下されるのか？　そして彼が本当に処罰されるのかどうかについて、あなたはどう考えているのですか？」

「サルバトール関連の問題は、司法上例のない事件です。どの条項でこの犯罪を裁けばいいのか、はっきりしておりません。もちろん中でも告訴の理由として明らかなのは、サルバトールが非合法の生体実験によって、青年を改造した件で……」

司教は眉をひそめ始めた。

「あなたは、サルバトールの行ったことそのものには、犯罪の要素がないと言うのですか？」

「あるでしょうね。たぶん。バルタザールから、もう一件別の訴えがありました。彼はイフチアンドルが、自分の息子だと主張しております。証明する事は難しいでしょうが、ただ、もし専門家が、イフチアンドルが彼の息子だと認定すれば、、たぶん、バルタザールを証人として、訴えを立件できるでしょう」

「それはつまり、せいぜいサルバトールは、医学の倫理を踏みにじった件で審査され、親の許可なく子どもを連れ去り手術した件で裁かれるということですか？」

「ええ、それにたぶん、イフチアンドルに対する傷害の件で。しかし別の要素が事件を複雑にしています。専門家たちは、……これはまだ、結論として出されたわけではないのですが、動物を手術で造り替えてしまうということそのものが、まともな人間の考えを逸脱した異常性を示しており、よってサルバトールは精神異常者ではないかと言っています。とすれば、責任は負わせられません」

司教は座ったまま薄い唇をかみしめ、テーブルの隅を見て黙り込んだ。それから彼は、とても静かにこう言った。

「あなたからそのような話を聞く事になるとは、思いもよりませんでした」

「なんと、お許し下さい。何がいけなかったのでしょう？」と、長官は当惑した。

「正義を守る立場にあるあなたでさえ、思うにサルバトールの改造手術という行いを正当化しようとなさっている。しかしながら、それは本当にそれでよいのでしょうか？　いかなる罪状を定めるのかが難しいならば、天の裁きによるサルバトールの行為に関する異なる見解について、私はあなたを手助けするために、教えて差し上げることができるでしょう」

「お願いいたします」と、長官はかしこまった。

静かな司教は、説教師として、しだいに演説の声を高めていった。

「あなたはサルバトールの行いを、さして悪いと思っていないのではありませんか？　あなたは動物が姿を変え、そして人も少々改良されたとさえ、思っているのではありませんか？　ならばつまり、神によって作られた人間が、不完全だとでも言うのですか？　サルバトール博士は、人を完全にする必要があるとでも言いたいのでしょうか？」

長官は微動だにせず、教会の代表者の前にあっては、自分自身が被告であると、そう思った。

「たぶん、あなたはお忘れになっているのです。聖書の創世記にこう書かれています。第一章二十六節『神は言われた。『我にかたどり、我に似せて、人を造ろう』。そしてさらに二十七節には、『神は御自身にかたどって人を創造された』と書かれています。しかしサルバトールは、この神の似姿を損なったのです。そしてあなたも大差ありません。あなたも同罪です！　あなたはそれが、良いと思っているのですから！」

「お許しください、聖なる父よ……」

長官が口にできたのは、ただそれだけだった。

司教はさらに、感情的に語り続ける。

「主が創造されたものが、完全ではないとでもいうのでしょうか？　あなたは人の法についてはよく知っていますが、神の法についてはお忘れです。しかしながらあなたは、創世記第一章三十一節の最初の言葉を思い出さなければなりません。『神はお造りになられたすべてのものを御覧になった。見よ、それは極めてよかった。』けれどあなたのサルバトールは、それを水陸両棲に手直しする必要があるとして造り変え、あなたはそれがよく出来ていて都合がいいと考えたのです。これは神への批判ではありませんか？　神への冒涜ではありませんか？　冒涜でなくて何なのですか？　あるいは国家の法は、もはや宗教的犯罪を罰しないというのですか？　そのようなことが繰り返し続くなら、『神が創った人間は出来が悪いから、サルバトール博士に改造してもらおうか？』ということに、なってしまいます。これは、宗教をないがしろにすることではありませんか？

……。

神は、全てを完璧にお造りになられました。しかしサルバトールは動物の頭を、その皮を取替え、創造主を嘲るような、神をも恐れぬ怪物を作ったのです。そしてあなたは、サルバトールの行為に罪の要素を見つけるのが困難だと、そうおっしゃる！」

司教が言葉を止め、自分の演説が長官に与えた影響について、満足している。そしてしばらく沈黙した後、静かな声から、次第に声を強めつつ、再び話し始めた。

「私は、サルバトールの運命に大きな興味を持つと言いました。しかし私が、イフチアンドルの運命についても、無関心でいられるでしょうか？

そもそも、イフチアンドルというのはギリシャ語で、魚(イフチ)男(アンドル)という意味しかなく、キリスト教徒として相応しいクリスチャンネームですらないのです。イフチアンドル自身にその罪がなく、ただその罪の犠牲者であるとしても、にもかかわらず彼の存在そのものが、神を冒涜しているのです。ただ存在するだけで人々の心を惑わせ、心弱くうつろいやすい者たちを悪しき道に誘惑するのです。

イフチアンドルの存在を許してはなりません！　彼にとっても、神の御許に召されることこそが、最良なのです。もしこの不幸な青年が、その生体改造の欠陥において命を落としたとすれば」司教は長官に目配せした。「どうあっても、彼は告発され、自由を奪われなければなりません。実際に、彼は犯罪を犯しています。漁師の魚を盗み、網を切り裂き、そして漁師たちを怖がらせました。あなたは思い出すでしょう。漁師が漁を放り出し、町から魚が消えた日のことを。サルバトールは無神論者であり、イフチアンドルは彼が作り出した忌むべき存在です。

教会への、神への、天への、恐るべき挑戦なのです！　そして教会は彼らが滅ぶまで、その追求の手を緩めることはありません」

司教がこの糾弾演説を続けている間、長官はこの恐ろしい言葉の奔流を遮ろうとはせず、その前に座ったまま、厳粛に頭を垂れて畏まっていた。

そしてついに司祭が話し終えると、長官は立ち上がり司祭に近づき、震える声でこう言った。

「私はクリスチャンとして、懺悔いたします。どうか見捨てないでください。そして私はあなたに、あなたが私に助言してくださったことについて、言葉で現しきれぬほど、感謝しております。

今の私には、サルバトールの罪がはっきりとわかります。彼は告発され、罰せられるでしょう。

そしてイフチアンドルもまた、司法の剣を逃れることはないでしょう」



二十八　天才的な狂人

裁判のために拘留されても、サルバトール博士は気落ちしなかった。

拘置所においても、常に冷静で自信を保ち、看守や専門家たちに対しても、子どもに対する大人のように、威厳のある態度で話をした。そして彼は性格的に、怠惰とは無縁であった。彼は物を書き、警察付属病院で素晴らしい手術を、こなしていった。

警察付属病院には、ちょうどガンで死を宣告された看守の妻が入院していた。医者たちが、様々な薬餌療法を試みた後、もはや打つ手立てはないとサジを投げたのがきっかけで、サルバトール博士が呼ばれたのだ。

　

裁判の日がやってきた。

裁判所の大きなホールにさえ、傍聴を望むすべての人々を収容できず、人々は廊下や建物の前や開いた窓に群がり覗き込み、建物の近くの木には、鈴なりに野次馬たちが登っていた。

博士は、落ち着いた様子で堂々と被告席を占めていた。そのあまりの落ち着きぶりに、知らぬ人の目には、彼こそが裁判官のように映っていた。彼は、自ら被告人であることを、拒絶したのだ。

何百もの注目が浴びせられたが、そのまま博士を見続けることができる人は、そう多くはいなかった。

イフチアンドルは、少なからぬ好奇心の的とはなっていたものの、彼はホールに姿を見せてはいなかった。近頃は体調が悪化して、ほとんど水槽から出ることはなく、暇をもてあました野次馬たちの目から逃れていた。

裁判長は、この裁判においては、イフチアンドルはサルバトール博士への告訴における証人であり、重要な証拠にすぎず、イフチアンドル自身の犯罪に対する告訴は別件として後日扱う、とした。

実の所、イフチアンドルの件に関する証拠を揃えるのは時間がかかりそうだったため、博士に速やかな有罪判決を望む司祭のために、長官がそう手はずを整えたのだ。

司教は検察側の弁護士に、不運で哀れなイフチアンドルが天に召されることこそ主の思し召しであり、彼の死は人の手がただ神の創造の御技を損なっただけであることの、もっとも良い証明になるであろうと、ほのめかすことをやめなかった。そして弁護士は、酒場のパームで慎重かつ活発に、今後イフチアンドルが告発された時のための証人探しに、余念がない。

大学教授からなる科学的な専門家による調査報告が始まると、聴衆たちは、ただ一言も聞き逃すまいと、真剣に耳を傾けた。

「裁判所の求めに応じ」と、年配の解剖学教授アルチューロ・シュタインが話し始めた。「裁判所に指名された専門家として、我々はサルバトール博士が彼の研究所で手術した動物とイフチアンドルを診察し、小規模ながら充分に設備の整った研究所と手術室を、調査いたしました。

サルバトール博士の手術を、単に新しい外科技術という言葉で言い表すことはできません。電気メス、紫外線消毒といったものだけではなく、まだ外科医には知られていない道具が、並んでいました。

私はサルバトール博士の動物実験について、長々と話すつもりはありません。ただその成果は非常に大胆で、異彩を放ち、手術は完璧であったと言えましょう。皮膚や全ての器官を移植し、二匹の動物を繋げ、一種類の呼吸器しか持たない動物を二種類の呼吸器を持った動物にし、あるいはその逆を行い、雌を雄に変え、新たな若返りの手法を編み出したのです。

サルバトール博士の庭で、我々は数ヶ月から十四歳までの、さまざまなインディオの一族の子どもたちを発見しました」

「あなたが見つけた子どもたちは、どのような状態でしたか？」と、弁護士は尋ねた。

「子どもたちは全員健康で、元気でした。彼らは庭で楽しそうに遊んでいました。そのほとんどが、サルバトール博士にに命を救われた者たちです。インディオたちは、彼を信じて子どもたちを連れてきたのです。最も遠くはアラスカ、ファゴ諸島。エスキモー、ヤガニー、アパッチ、タウリパンジ、サナパニィ、ボトクベイ、パノ、アラウカンの子どもたちです」ホールからため息が漏れた。「サルバトールは、あらゆる一族の子どもたちの命を、助けたのです」

検事は、教授がサルバトール博士を褒め始めたので、心配になってきた。司教との約束を果たすよう、指示されていたからだ。

「あなたはサルバトールが行った手術が、有益かつ正当であると考えるのですか？」

しかし灰色の髪の年取った裁判長は、不機嫌そうに急いで割り込んだ。

「法廷においては、科学的な問題における、専門家の個人的な意見については考慮されません。教授、どうか話を続けてください。アラウカン族のイフチアンドルを調べて何かわかりましたか？」

「彼の体は、人工的な鱗で覆われていました。それを専門家が分析したところ、柔軟でかつ非常に丈夫な、未知の物質で作られているということが、わかりました。その分析はまだ終わっておりません。

彼の水中眼鏡は、重いフリントガラス製の特別な眼鏡で、その屈折率はほとんど２と等しく、これは水中をよく見通すことができると思われます。

イフチアンドルの鱗を脱がせてみると、左右の肩甲骨のあたりに、鮫のエラに似た五つの薄い膜で覆われた、直径十センチほどの穴がありました」ホールは、驚きのため息に包まれた。「そう。イフチアンドルは人の肺とサメのエラの両方があるのです。それゆえ、地上でも、そして水中でも、生きていることができるのです」

「蛙男ですか？」と、皮肉っぽく検事が尋ねた。

「はい。ある意味両棲生物で、両棲人間と言った方がいいでしょう」

「しかし、いかなる方法にてイフチアンドルはサメのエラを持ちえたのですか？」と、裁判長は尋ねた。

専門家は、手を大きく広げて、こう答えた。

「わかりません。我々は出来るなら、サルバトール博士自身に説明していただきたいと望んでいます。

我々の見解としては、このようなものです。ヘッケル博士によりますと、生物の個体発生は系統発生を繰り返します。つまり、それぞれの生き物は、発生の過程において地球上における進化の過程を繰り返すということです。人間がエラによって呼吸する祖先から進化したということは、疑いようがありません」

検事は、椅子から立ち上がろうとしたが、裁判長が身振りで制止した。

「人間の胚の発生二十日目には、萌芽期の頭蓋が平行して四つ盛り上がり、いわゆる内臓弓を示します。しかし人間の胚の場合、エラは形質転換します。一つ目の内臓弓は、音を聞くための小骨とエウスタキオ管になります。それは下あごの下部にあたります。二つ目の内臓弓は、舌骨になります。三つ目は二つの過程を経て甲状軟骨になります。

ただし我々は、サルバトール博士が、萌芽期に置けるイフチアンドルの発達に手を加えたとは、思っておりません。成人であっても下顎の首のあたりに、閉じきっていない『さい裂』があるケースが、科学的に実在することが確認されております。ただ、もちろん、エラ穴のなごりによって水中で生きることなど、できはしません。それに、胚を正常に発達させなかったとしても、二者択一になります。エラが発達し続ければ、聴覚器は発生しないのです。しかしイフチアンドルは、魚の怪物でもなければ、エラのない標準的な人間でもありません。イフチアンドルは、正常に発育した正常な聴覚を持った若者です。下顎と肺は、完全且つ正常に発達しています。しかし、その上で、完全に発育したエラを持っているのです。

それらが相互にどう関係し、どう配置されているのか、口を通った水は肺からエラへと流れるのか、あるいは水は、小さな隙間を通ってエラを通るのか、我々には、イフチアンドルのエラを切り開き、解剖学的分析をするまでは、その質問に答えることは、できないのです。

繰り返します、この謎については、サルバトール博士自身に説明していただくしかないのです。ジャガーに似た犬のような奇妙で異様な動物や、両棲サル。サルバトール博士には、これらをイフチアンドルに代えて解剖し、説明していただかなくてはなりません」

「あなたの結論をまとめると、どうなるのですか？」と、裁判長が尋ねた。

シュタイン教授は、科学者として、外科医として、非常に高名ではあったが、率直に答弁した。

「私は、この問題において私が何も理解していないことを認めます。私に述べられるのは、ただこれだけです。サルバトール博士の行いは、非凡な才能の賜物であると。サルバトール博士は、明らかに完璧な外科医としての能力を持ち、思いのままに動物と人間の体を調べ、加え、改造することができます。その成果は現実に燦然と輝いております。にもかかわらず、その大胆さと考え方の経緯は、天才を紙一重上回る……狂気であると考えます」

サルバトール博士は、微かに嘲笑った。

教授が、彼の狂気を主張することによって、博士には責任能力がないとし、刑務所ではなく病院に収容されるように取り計らい、彼への運命を軽減しようと心に決めていたことなど、彼は知らなかった。

「私は、彼が狂人であるとは、断言いたしません」と、サルバトール博士の笑みに気づいて、教授は続けた。「ただいずれにせよ、被告は精神病患者のための療養所において、長期にわたって精神科医の診察を受けることが相応しいと、考えます」

「被告の責任を問えるかどうかについては、この裁判に含まれておりません。これはいずれ新しい提起として、法廷で論じられるべきことでしょう。

サルバトール博士。あなたは法廷に専門家と検事が提起した若干の問題について、説明することを望みますか？」

「ええ」と、サルバトールは答えた。「説明しましょう。しかし、お話しするのは、これが最後です」



二十九　被告は語る

サルバトール博士は静かに立ち上がり、そして誰かを探すかのように、法廷を見回した。傍聴人の中に、バルタザール、クリスト、ズリタがいる。司教も最前列に座っている。司教に目を止めた一瞬、彼は微笑み、そしてさらに注意深く、傍聴人たちを見回した。

「私の被害者の姿が、このホールにはありませんな」

「俺が被害者だ！」

突然大声を出したバルタザールを、クリストが袖を引っ張って、座らせる。

「あなたは、いかなる被害のことを話しているのですか？」と、裁判長は尋ねた。「もし、あなたによって改造された生物についてであれば、当法廷はそれらを示す必要がないと判断しました。ただし両棲人間のイフチアンドルについては、当裁判所屋内におります」

「紳士のみなさんの中に、神はおりませんな」

静かに、そして真面目な顔で、博士が答えると、裁判長は当惑のあまり、のけぞった。

(本当に、これが彼の本心だろうか？　それとも刑を免れようと、おかしな振りをしているのだろうか？)

「それがあなたの言いたいことですか？」と、裁判長は尋ねた。

「法廷では、はっきりさせておくべきことです。この告訴における被害者は、明らかに、神ただ一人なのです。裁判所内で権威ある方のご意見によると、私は神の領域を侵している。神は満足行く創造をしたのに、突然どこからか医者がやってきてこう言ったのです。『こりゃあよくない、改良しなきゃならん』。そして医者は医者の方法で、神が創造したものを造り替え……」

「それは冒涜です！　私は議事録に、この被告の言葉を記録する必要があると主張します」

彼自身の信仰心が侮辱されたかのように、検事は口を挟んだ。

博士は、肩をすくめた。

「私はただ、起訴の根本的理由を要約したにすぎません。ことによると告訴の理由は、ただそれだけではありませんか？

私は告訴状を読みました。最初私は、生体を解剖をし、傷つけた件で告発されていました。ところが今の私には、もう一つ神聖冒涜が加えられているのです。いったいいかなる風向きでこうなったのでしょう？　風は、カテドラルの方から吹いたのではありませんかな？」そしてサルバトール博士は、司教を見据えた。「あなたの訴えによると、あなたの隣には、目に見えぬ神が被害者として座り、そして被告席には私と共にチャールズ・ダーウィンが並んでいることになるようです。さらに、私の言葉がこのホールに座る者の若干名を傷つけるだろうことを承知の上で続けましょう。

動物、そして人間の肉体は完璧ではなく、手を加えなければならないと、私は断言します。それについては、この場を取り仕切っているカテドラルのジャン・デ・ガルシラーソ司教も、認めるところであるのです」

この言葉は、ホール全体を驚愕させた。

「１９１５年、私が海岸通りから引き払う以前……」と、サルバトールは続けた。「私は尊敬する司教の体を、少しばかり手直しする必要がありました。つまり、盲腸を切り取ったのです。盲腸はまったく不要で、なおかつ有害な付属物です。この高尚なる私の患者が、手術台の上に横たわった時のことを、忘れてはおりません。彼は、神にも等しい盲腸を切り取ることに反対しませんでした。そうでしたな？」と、博士は彼をじっと見ていた司教に質問した。

ファン・デ・ガルシラーソは、座ったまま身動きしなかった。ただ、その青白い顔の頬だけが赤く染まり、そして細い指が震えていた。

「また、このようなこともありました。私が開業医であったころ行った手術で、若返りとでもいいましょうか？　ただ、シュタイン教授の見解とは異なり、それはまだ不可能です。そこで私の提案により、見かけ上の若返りとして増毛を行いました。かの尊敬すべき検事、サー・オーギュスト・デ……」

検事はその言葉に反論しようとしたが、彼の声は人々の笑い声にかき消されてしまうと、「話をそらさないように願います」と、裁判長が厳格に命じた。

「その言葉は、当裁判自体の取るべき態度にこそ相応しいでしょう」と、サルバトールは答えた。「この問いは、私ではなく、法廷によって提起されたものです。思うに、ここにいる人々はみな、エラであった器官が聴覚を司る器官になったその時から、昨日は猿であった魚であったという話に、耳を塞ぎたいようですな？　まあ正確には、猿や魚の子孫ではないのですが」

サルバトールは、見るからに苛ついている検事に向かって言った。

「落ち着きたまえ！　私はここで、進化論について講義するつもりはないのだ」

そしてサルバトールは、少し間を空けて話した。

「人間が動物から進化したという事実は、不幸なことではありません。ただ、未だに動物並という所から抜け出せないでいるのは……、悪い意味で原始的で、まったく理屈に合わないことです。

シュタイン教授は、胚の発生について話し、無駄にあなた方を怖がらせることはありませんでした。外科医にとって、ナイフが唯一の道具です。私は外科医として、人々を救うために、しばしば皮膚や器官や腺を移植しなければなりませんでした。この技術を改良するために、動物の皮膚を移植し研究したのです。

私は私の研究所で、長期にわたって動物実験をし、移植した器官がどうなるかを観察し、正しい方法を研究しました。そして観察を終えた動物は、庭に住まわせました。こうして私の庭、動物園が出来上がったのです。

特に私は、かけ離れた異種間の移植に興味を持ちました。たとえば魚から哺乳類に、あるいはその逆も同じように。そして私はその分野において、一般の科学者がそもそも不可能であると考えているものを、可能にしたのです。しかしながら、それはそれほど、特異なことでしょうか？　今日は私にしか出来ぬ事も、明日には外科医の常識となっていることでしょう。

シュタイン教授も、ドイツの外科医ザウアーブルーヒ博士を、ご存知のことと思います。彼は病んだ腿に脛を移植することに成功しました」

「しかしイフチアンドルは？」と、シュタイン教授がたずねた。

「そう、イフチアンドルは、私の誇りです。イフチアンドルの手術は困難でした。私は生物としての人間の仕組みを、全て作り変えなければならなかったのです。彼の生命が危険に脅かさされず目的を達成できるよう、私は子どもを手術する前に予備実験を行い、そこで六匹の猿が死にました」

「いかなる手術ですか？」と、裁判長がたずねた。

「私は若いサメのエラを子どもに移植し、子どもが地上でも、水中でも、生きられるようにしたのです」

人々は驚きと感嘆を漏らし、傍聴席にいた新聞記者たちが、このニュースを編集部に伝えるために、大急ぎで電話をしに行った。

「その後、私はさらなる成功を得ました。あなたが見た両棲猿は、私の後の成果です。猿は地上であっても水中であっても、どれほどの期間であろうと健康を害されることなく生きることができるのです。

しかしイフチアンドルは、水無しでは三〜四日しか生きられません。水無くして長期間地上に滞在することは、彼に害をなすのです。肺が酷使され、エラが乾燥し、イフチアンドルはわき腹に激しい痛みを感じ始めるのです。

不幸にも私がいない間に、私が言いつけておいたイフチアンドルの生活は、乱れてしまいました。あまりにも長い期間空気中にいたために、その肺の機能は破綻し、本格的に痛んでしまったのです。身体のバランスは乱れ、彼は大半を水中ですごさなければならなくなりました。彼は両棲人間から、魚人間になってしまったのです……」

「被告に質問します」検事は裁判長の許可を得て、先を続けた。「なぜ、何を目的として、両棲人間を作ろうと考えたのですか？」

「人間は完璧ではないからです。人間は、祖先の動物から進化するにあたって大きな利点を得ました。しかし、同時に最も原始的な段階には持っていた特性の多くを失ったのです。水中生活は、人類に巨大な恩恵を与えるでしょう。なぜ、その可能性を人間が取り返してはならないのでしょうか？

我々は、地球上の動物および鳥類が、すべて海から起こり、海を去ったことを、そして我々は、僅かの動物が地上から再び水中に戻ったことを知っています。

イルカの先祖は魚です。魚が海を出て哺乳類となり、そして再び海に戻ったのです。中国には、地上に残るイルカもいるそうですが、その中国種もイルカも肺によって呼吸しています。イルカを両棲動物に作りなおすこともできます。

イフチアンドルは私に、友人のイルカであるリーディングが、彼と一緒に長時間海底に潜っていられるように、そうして欲しいと言いました。それで私は、イルカにこの手術をする計画を立てていました。人間の中の最初の魚、魚の中の最初の人であるイフチアンドルは、孤独を感じずにはいられなかったからです。

しかし、もし他の人々が海へと彼に次いだならば、その生活は完全に違ってくるでしょう。その時人々は、容易にその強力な『水』という環境を、征服するでしょう。

その環境が、いかなる潜在力を持つかご存知でしょうか？

いいですか？　まず海は面積にして三億六千百万五千平方キロメートルあり、地球の十分の七以上が、手つかずの水域となっているのです

無尽蔵の食料と資源を蓄えているこの水域には、何百何億もの人々が暮らすことができるでしょう。しかしそれは、三億六千百万五千平方キロメートルの海表面の話に過ぎません。人々は、水中のあらゆる階層を利用し、何十億という人々が海の中を賑やかに行きかうことができるのです。

そしてエネルギー！

海が七百九十億馬力もの太陽熱エネルギーを吸収していることをご存知でしょうか？　もしその熱が空中やその他に放射されていないなら、海はとっくに沸騰していることでしょう。エネルギーはほぼ無尽蔵にあります。しかし地上の人類は、ほとんどまるで利用していないのです。

そして海流のエネルギー！　メキシコ湾流のフロリダ海流だけでも、毎時九百十億トンの水が流れているのです。それは大きな川の三千倍よりも多く、そしてこれが唯一の海流というわけではないのです！　それを地上の人類は、どう利用しているでしょうか？　ほとんどまるで利用していないのです。

そして波と干潮のエネルギー！　波は一平方メートルあたり、三万八千キログラム、つまり三十八トンを動かします。高さは四十三メートルに達し、そしてたとえば百万キログラムの岩の破片を十六メートル以上、四階建ての家の高さほどまで持ち上げるのです。それを人類は利用しているでしょうか？　ほとんど、まるで利用していないのです。

陸上の生き物は、地表からそう高く立ち上がることができず、地下深くにも潜ることはできません。しかし海では、赤道から極までの殆どの場所において、水面から十キロの深さがあります……。しかし我々は、海の無限の富をいかにして利用しているでしょうか？

我々は魚を取っている。と、おっしゃる方もいるでしょう。我々は、海のごく表面で魚を採り、そしてただ海綿、サンゴ、真珠、海草を集めているだけなのです。深海についてはほぼまったく手つかずとなっているのです。

我々にも、水中のでの仕事があります。橋の堰の土台の建設、沈没船の引き上げ。しかし！　こうした仕事は重労働であり、危険が大きく、しばしば人の犠牲を伴うのです。水底に二分もいれば死んでしまう不幸な人間！　我らに何ができるというのでしょう？

考えてみなさい。人間が潜水服と酸素ボンベ無しで水中で働くことができるなら、それはいかなる富をもたらすかを！

これは、イフチアンドルが考えた事です……。

しかし、私は欲深い悪魔のような人間を、恐れました。

イフチアンドルは私に、海底から希少金属と鉱石の試料を持ってきてくれました。試料はごく少量でしたが、海中の鉱床は巨大でありえるのです。そして沈没した財宝は？　あなたは少なくとも１９１６年に、アイルランド沿岸で、ドイツの潜水艦によって沈められた外洋汽船ルシタニア号のことを、覚えているでしょう。殺された千五百人の乗客の貴重品の他に、ルシタニア号は一億五千万ドル分の金貨と、五千万ドル分の金の延べ棒を運んでいたのです。

(傍聴席が感嘆で満たされた。)

さらに、ルシタニア号はアムステルダムに運ぶダイヤモンドの箱が二つあったのです。運んでいる品には、世界で最上級の輝きを持つ『カリフ』も含まれていました。誰が、この何百万をそのままにしておけるというのでしょう。

確かにイフチアンドルでさえ、この深度に潜水することはできません。そのためには高圧に耐える深海魚に似た人間を作る必要があるでしょう。

(検事が憤慨して鼻を鳴らした。)

私はそれが、絶対に不可能とは思っておりません。すぐには無理だということです」

「あなたは、あなた自身に、全能の神の能力があると思うのですか？」と、検事は指摘した。

サルバトールは、この発言を無視して続けた。

「もし人が水中で生きることができたならば、人類はその時深みに向かい大きく進歩し、人の犠牲を要求する海の本質は、我々にとって恐ろしいものではなくなるのです。我々は、溺れ死んだ者たちを嘆き悲しむことは、なくなるのです」

ホールにいる人々の心の中に、人類が海を支配し水中の平和を手に入れた様子が、鮮やかに描き出された。

支配し豊かになることが約束された海！

公正でなければならない裁判長でさえ黙っていられなくなり、こう尋ねた。

「では……では、なぜあなたは、これまであなたの研究の成果を発表しなかったのですか？」

「私は、急いで被告席に座りたくは、なかったからですよ」サルバトールは、微笑みながらそう答えた。「それに私は、私の研究は、この現状では、利益よりも害をもたらすと、恐れたのです。

すでにイフチアンドルをめぐって、争いが起きています。誰が私を訴えたのか？　私からイフチアンドルを手に入れられなかった、ここにいるズリタの報復です。しかし、ズリタが首尾よくイフチアンドルを手に入れたとしても、軍艦を沈めさせるために、将軍と提督が取り上げるでしょう。

私には、これ以上イフチアンドルを作ることができなかった。他のイフチアンドルたちを。国中が欲にまみれ、素晴らしい発明を悪しきことに使おうと争っている間は、人々の苦しみを増すだけで、人々のためになりはしない。そう、私は考えたのです……」サルバトールは黙り込み、そして突然調子を変えて続けた。「これで話をやめましょう。さもなければ私は彼に、本当におかしくなったと、思われてしまいますからね」と、サルバトールは微笑みながらシュタイン教授を見た。「いいや、私は『天才的な』という枕詞加わろうとも、狂人として扱われ尊厳を失いたくはありませんな。私は精神異常者ではないし、狂気に犯されているわけでもない。私は私の信じることを行い、あなた方はその全てを目の当たりにした。

もしあなたが、私の行いに犯罪性を見出すなら、あなたは法律に則って厳格に判断なさるといい。私は寛大な処分など望んでいないのです」



三十　拘置所

専門家たちは、イフチアンドルについて、彼の肉体的特質だけでなく、知能についても注意深く調査しなければならなかった。

「今日は何年？　何月？　何曜日？」

こうした質問に、イフチアンドルはこう答えた。

「知りません」

彼は常識的な質問に答えられなかった。しかし知能に異常は認められず、いろいろなことを知らないのは、育った環境と教育のためであり、彼は子供のまま大きくなったように見えた。結局、専門家たちは「イフチアンドルには、責任能力がない」と、判定した。そのため、イフチアンドルに対する告訴は取り下げられたが、そのかわり彼に後見人をつけることになった。

二人の男が、イフチアンドルの後見人を希望した。ズリタと、バルタザールである。

サルバトール博士は、ズリタが報復のために法廷に訴えたと言ったが、ズリタは博士に、イフチアンドルを手に入れそこねた仕返しをしたかったわけではなく、手をかえたのだ。彼は再びイフチアンドルを手に入れるため、後見人の座を狙ったのだ。そのために、ズリタは高価な真珠のうち十個を、賄賂として惜しみなく裁判所の役人に渡したのだ。

今ズリタは、目的に近づいていた。そして自分勝手な確信を持って、結果を待っていた。

バルタザールも、実の父親として後見人に名乗り出たが、しかしながら、こちらはあまり見込みがなさそうだ。ラーラのあらゆる努力にもかかわらず、イフチアンドルが、二十年前に生まれたバルタザールの息子だと証明することは、できなかった。証言をする者がたった一人で、他に証人もなく、しかもそれがバルタザールの兄弟では、信憑性はまるでないと判断されたのだ。

ラーラは、司教と検事長が、この問題に干渉していることを、知らなかった。

バルタザールは、ただ子どもを取り上げられ、生体改造されて苦しむ父親として、裁判の過程で必要とされたものの、イフチアンドルを完全に抹殺したいと考えている裁判所および教会の利害とは、一致しなかったのだ。

クリストは、バルタザールを心配し、何かと世話を焼いていた。

バルタザールは、バルタザールは一日中、眠ることも食べることも忘れて深い悲しみに沈み込んでいたかと思うと、突然興奮して椅子から立ち上がり大声でこう叫ぶ。

「俺の息子、俺の息子！」

そして、ありとあらゆる罵詈雑言で、あらゆるスペイン人を罵り始める。

一度バルタザールは、このような発作の後で、唐突にクリストに、こう言った。

「俺は拘置所に行く。看守に俺の最高の真珠をくれてやれば、イフチアンドルと会わせてくれるはずだ。俺はあの子と話をする。そうすりゃ、あの子にも俺が父親だとわかるはずだ。息子に父親が、わからんはずがない。血が繋がってるんだからな」

クリストは、弟を思いとどまらせようとしたが、バルタザールは頑として聞き入れなかった。

バルタザールは拘置所に向かい、看守に泣いて頼み込み、足にすがりついて懇願し、そして次々と真珠を与えながら拘置所の奥へと入り込み、ついにイフチアンドルの監視室にたどり着いた。

その監視室は、小さな鉄格子のある窓から光が差すだけの薄暗い部屋で、窓の反対側の壁際に、鉄の水槽が置いてある。看守は、監視室の水槽の水を滅多に代えようとしなかったし、床で腐っている、奇妙な囚人の食事の残りを、片付けようともしなかったので、臭く息苦しかった。

バルタザールは水槽に近づき、イフチアンドルを隠している暗い水面を見た。

「イフチアンドル！」

バルタザールは静かに呼んだ。

「イフチアンドル……」

そして、もう一度。

水面にさざ波が立ったが、彼は水の中から現れなかった。

しばらく待った後で、バルタザールは生暖かい水に腕を突っ込んだ。

その手が肩に触れる。

水槽から突然、手を押しのけるように、イフチアンドルの濡れた頭が現れた。

「誰ですか？　あなたは僕に、何の用があるんですか？」

バルタザールはひざまずき、手を伸ばし、急いで言った。

「イフチアンドル！　父さんがお前のところにやってきたんだよ。お前の本当の父さんだよ。サルバトールは、お前の父親じゃない。サルバトールは悪いヤツだ。お前を傷つけた……。イフチアンドル！　イフチアンドル！　俺をよく見てごらん。俺が必ず助けてやるからな。お前には、本当の父さんがわかるだろ？」

青年の豊かな髪から水が滴り、青白い顔を流れて、顎から滴った。

悲しそうに、そして少し驚いた様子で、年配のインディオを見た。

「私はあなたを知りません」

「イフチアンドル」バルタザールは叫んだ。「俺をよく見るんだ！」

いきなりバルタザールは、イフチアンドルの頭を引き寄せ、熱い涙を流しながら、口づけはじめた。イフチアンドルは思いがけない抱擁に驚き、水槽に逃れようとして水面に小さな渦巻きを作り、水は水槽の端をつたって石の床に溢れ出た。

突然誰かがバルタザールの肩をぐいと掴み、彼を部屋の隅に放り出した。

バルタザールは大きな音を立てて床に打ち突けられ、石の壁に頭をひどくぶつけてしまった。

目を開いたバルタザールが見たのは、彼を痛めつけたズリタの姿だ。

ズリタは右手を握り締め、左手には一枚の紙を持ち、それをバルタザールの前に突き出した。

「こいつが見えるか？　俺をイフチアンドルの後見人に命じるという公文書だ。お前は余所で金持ちの息子を見つけるんだな。しかし俺は、夜が明けたらコイツを連れていく。わかったか？」

バルタザールは、床に伸びたまま、意味不明の唸り声を上げていた。しかし次の瞬間、雄たけびを上げて、彼の腕に飛び掛り、そして狂ったように叫びながら、敵が手の中の物を奪い取る。そして、ひったくった公文書を自分の口に突っ込んで、スペイン人を罵り始めた。

壮絶なケンカが始まった。

両方から賄賂を貰った監視室の看守は、中立を決め込むことが自分の義務だと考えて、手に鍵を持ったまま出入り口に立ち、その戦いを誰かが邪魔しないように見張っていた。しかし、さすがにズリタがバルタザールの首を締め始めると、飛びついた。

「貴様、絞め殺す気か！」

しかしズリタは頭に血が上って、もはや看守の言葉など耳に入らず、もしそこで監視窓のところに別の人物が姿を現さなかったら、バルタザールを殺していただろう。

「いや素晴らしい！　後見人殿は、今後彼がどのような義務を負うのか、その身を持って教えているというわけか！」

サルバトール博士の声だった。そして博士は、まるでこの拘置所の所長であるかのように、看守をしかりつけた。

「君は何を見ているのかね？　それとも君は、君の義務が何であるのかを知らないのかね？」

サルバトールの叱責は、すぐさま効果を表し、看守は慌てて二人を引き離しにかかり、また物音を聞きつけた他の看守もやってきて、ズリタとバルタザールを異なる壁際に引き離した。

ズリタは、イフチアンドルをめぐる一連の争いの勝者であるはずだ。しかし負けたサルバトール博士は、にもかかわらず、そのライバルよりも強かった。拘置所でさえ、この監視された囚人という地位にあってさえ、サルバトール博士は、物事と人々を支配することをやめなかった。

「この戦士たちを、監視室から連れ出しなさい」と、サルバトールは命令した。「私は内密の話をするため、イフチアンドルとここに残る」

ズリタとバルタザールの抗議と文句にもかかわらず、看守はその言葉に従って二人を連れ出し、監視室の扉がバタンと閉めた。

騒ぐ声が廊下を去り、静けさがあたりを支配すると、博士は水槽に近づいてイフチアンドルに呼びかけた。

「イフチアンドル、水槽から出て監視室の中央に出てきなさい。私はお前の健康状態を診察する必要がある」青年が従うと、「そして」と、博士は続けた。「光の差している場所に寄りなさい。息を吸って。もっと深呼吸して。息を止めて。そうだ……」

博士はイフチアンドルの胸を打診して、彼の途切れがちな呼吸を聞いた。

「息が苦しいのか？」

「はい、お父さん」

「お前が悪いのだ」と、サルバトールは答えた。「お前があまりにも長い間、空気の中にとどまりさえしなければ、こうはならなかったのだ」

イフチアンドルは頭を垂れ、そして考えた。そして博士を真っ直ぐに見つめて尋ねた。

「お父さん。でもどうして、そうしてはだめなんですか？　みんなにはできることが、どうして僕にはできないんですか？」

この暗なる叱責に満ちた視線を受け止めることは、サルバトール博士にとっては、法廷で答えることよりも、いっそう難しかった。しかし博士は、逃げなかった。

「お前には他の人々にはない、水中で生きるという能力があるからだ……。

もしお前が、どちらか片方を選ぶことができるならば、そしてどちらかしか選べないとしたら、地上で生きることと、水中で生きることと、イフチアンドル、お前はどちらを選ぶかね？」

「僕にはわからない……」

彼は、考え込んだ。水中の平和も、グッチエーレがいる地上も、同じぐらい大切だった。けれど、グッチエーレは、もういない……。

「今の僕には海の方が大切だと思う」

「イフチアンドル、お前はすでに、選んでしまったのだ。お前が言いつけを守らなかったために、体のバランスは崩れてしまった。今のお前は、水の中でしか生きられない」

「けれど、こんなにもひどく汚れた水の中にはいられません。僕は死んでしまいます。僕は海へ帰りたい！」

サルバトール博士は、ため息をこらえた。

「私はお前をこの拘置所から解放するために最善を尽くそう。イフチアンドル、勇気を出すんだ！」

博士は、イフチアンドルの肩を軽く叩き、監視室を出て、自分の監視室に戻ると、狭いテーブルの前にある腰掛に座って、考え込んだ。

外科医の当然として、彼もまた失敗とは無縁ではなかった。失敗とは、彼の腕がまだ未熟である時に、その手違いによって彼のメスの下に死んだ、多数の人々の命である。

しかしながら彼は、その犠牲者たちのことを、決して思い悩まなかった。十人は死んだが、千人は救い、その数字に彼は満足していた。

イフチアンドルでなければ、彼は彼自身の方が重要であると、考えていただろう。しかし、イフチアンドルは、彼の誇りだった。

この若者を、最良の仕事の成果と同じぐらい、愛していた。

さらに言うなら、イフチアンドルとの人間関係を、そして彼自身を、息子として愛していた。

イフチアンドルの病気のことを、そしてどうなるかわからない彼の運命のことを、サルバトール博士は心配していた。

誰かが監視室の扉をノックした。

「入ってもよろしい！」と、博士は答えた。

「博士先生、おじゃましてもよろしいでしょうか？」

拘置所の所長が、部屋に静かに入ってきた。

「いいや、まったく」と答えながら、サルバトールは立ち上がった。「君自身も、奥さんも子どもさんも調子はどうかね？」

「ありがとうございます。みな上々です。ですので私は、家族を遠いアンデスの、義理の母の所に向かわせました……」

「うむ。山地の気候は、彼女たちの健康によいからな」

所長は、部屋を出ていかなかった。出入り口からあたりを見回し、それからサルバトールに近づくと囁いた。

「先生！　妻の命を救って下さったことを、感謝しております。私の最愛の妻なのです……」

「感謝の必要はありません。感謝は、私にとって、負担にすぎませんからな」

「先生への私の借りを、そのままにしておくことはできません。私は教養のある人間じゃあありませんが、先生の素晴らしさは、新聞で知っております。こんなに素晴らしい方を、浮浪者や強盗と一緒に刑務所に入れるなど、許されることではありません」

「同業の私の友人たちは」と、博士は微笑んだ。「私を精神異常者と一緒に、療養所に入れようと考えたようだよ」

「療養刑務所なんて、刑務所と変わりません」と、所長は反対した。「それどころか、もっと悪いですよ。強盗のかわりに、あなたを狂人で取り囲むなんて。気のふれた連中の中に先生がいる！　ダメです、ダメですとも、そんなことがあってはなりません！」声を小さくして、所長は続けた。「全て考えた上で、私は決心して家族を山にやったのです。先生の脱獄を手配し、私自身も身を隠します。しかたなく、ここで働いていましたが、私はこの仕事が嫌いなんです。私は誰にも見つかりません。しかし先生は……。先生は、この呪われた国を出てください。ろくでもない司祭と商人がのさばっていない、別の国へ。

それにもう一つ、先生にお知らせしなければならないことがあります」

そして彼は動揺を見せ、そして先を続けた。

「これから話すことは、私の公務上の秘密、州の秘密です……」

「明かす必要はありません」と、博士は遮った。

「はい。しかし……。私には、黙っていることなどできません……。それになにより、私は、私に与えられた恐ろしい命令を、実行することなどできないのです。話さなければ、命ある間、私の良心が私を責め続けるでしょう。先生は私のために、本当に良くしてくださったのに、あいつらは……。私にさらなる罪を犯させようとする当局に、どうして感謝できますか」

「さらに？」

博士は手短に尋ねた。

「そうですとも。バルタザールもズリタも、イフチアンドルの後見人にはなれません。ズリタは、高額賄賂を使って命令書を手に入れましたが、彼を手に入れることはできないのです。なぜなら……、イフチアンドルは殺すと、決まったからです」

微かに博士が、動揺した。

「どういうことです？　続けなさい！」

「はい、司教がイフチアンドルは殺せと、言い張ったのです。口には決して『殺せ』と出しませんでしたが。私は毒を渡されました。青酸カリだと思います。今夜私は、イフチアンドルの水槽に、これを入れなければなりません。拘置所の医者も、すでに買収されています。イフチアンドルは、あなたの両棲人間にするための手術が原因で死んだと、診断することになっているのです。もし私が命令を実行しなければ、ひどくまずいことが私の身に降りかかるだろうと、ヤツらは言外に匂わせました。私にも家族があります……。ヤツらは誰に知られることなく、私を殺すでしょう。それがヤツらのいつもの手なんです。これまでも私は犯罪を……、たいしたことのない……、ほとんど偶然に……。しかし今回ばかりは、もし私が命令に従ったとしても、彼らは私を永久に黙らせるに違いないのです。

私は逃げ出すことにしました。既に逃亡の準備を整えました。

私にはできません。私はイフチアンドルを殺したくはありません。けれど、短時間にお二人ともを救うことは、あまりにも難しすぎます。。けれどお一人でしたら、私にも助けることができます。よく考えました。イフチアンドルのことは、痛ましいと思います。しかしあなたの命の方がより貴重です。あなたの腕があれば、別のイフチアンドルを作ることはできますが、世界の誰に、サルバトール博士を作り出すことができるでしょう」

博士は所長に近づいて、手を握った。

「私はあなたに感謝します。しかし、私のためにあなたが犠牲になることは、私には受け入れられません。彼らはあなたを捕まえ裁くでしょう」

「犠牲になどなりません！　すべて考えてあるのです」

「待ちなさい。私は私のために、あなたが犠牲になることなど受け入れることはできません。しかし、もしかなうなら、私よりもイフチアンドルを助けて欲しいのです。私は健康で丈夫です。そして私はどこにいても、私の解放を手伝ってくれる友人を見つけることができます。しかし、イフチアンドルは、一刻も早く自由にしてやらなければならないのです」

「それが先生のご希望なのですね」

彼が行ってしまうとサルバトールは微笑んで、独り言を言った。

「これでいい。争いの種は、誰も手にしないことが一番だ」

そしてサルバトール博士は部屋を歩きながら、静かに囁いた。

「かわいそうに！」

そしてテーブルに近づき、何か手紙を書くと、扉に近づいてノックした。

「所長に用があると伝えなさい」

所長が現れた時、博士はこう言った。

「一つ、追加したい頼みがあります。私をイフチアンドルに合わせて欲しい。最後の面会をしたいのです！」

「簡単な事ですよ！　偉いさんは誰もいませんから、私たちの望むところ拘置所のどこにでも」

「それは素晴らしい。では、もう一つ助けて欲しいことがあります」

「なんでもおっしゃってください」

「イフチアンドルを自由にしてくれれば、とてもありがたい」

「先生、私を助けてくださったのは、先生以外におりません……」

「私たちの貸し借りは、これでなしです」と、サルバトールは遮った。「しかし私は、あなたの家族を手助けしたいのです。ここに短い手紙があります。この手紙には住所と、ただサルバトールの『Ｓ』が一つ書いてあるだけです。ここへ向かいなさい。彼は信頼できます。もしあなたが一時的に姿を消さなければならないなら、あなたにはお金が必要となるはずです……」

「しかし……」

「『しかし』は、なしです。私を早く、イフチアンドルのところに連れていってください」

監視室にサルバトールが現れた時、イフチアンドルは驚いた。イフチアンドルは、これほど悲しそうで、同じくらい優しそうな博士を、今まで一度も見たことがなかった。

「イフチアンドル。我が息子。私が思っていたよりも早く、お前と別れなければならない時がやってきた。そしてそれはたぶん長期に渡るだろう。お前の運命について、私は思い悩んだ。何千という暗礁が、お前を取り巻いている……。もしここに残れば、お前は死んでしまうだろう。良くてもズリタや、似たような猛獣の囚人となるということは、わかっているね」

「お父さんは？」

「裁判所は、もちろん私に有罪を宣告するだろう。そして私を、おそらく二年かそれ以上、刑務所に閉じ込めるだろう。私がここから遠く離れた刑務所にいる間、お前はさらに遠く離れた安全な場所に逃れなさい。

そこは、ここからはるか遠く、南アメリカの向こう側の、太平洋にあるツアモツ諸島の中の、海抜の低い小さな島の一つだ。

そこまで行くのは容易ではないだろう。しかしあらゆる危険の中で、ここで、家やラプラタ湾で、お前に降りかかるだろう運命は、暗礁などとは比較にならぬほど危険なものなのだ。

そこまでどうやって行くか？　南アメリカの北か南を周って行くわけだが、それぞれに利点と欠点がある。

北周りの方が幾分距離がある。こちらを選べば大西洋から太平洋に出るために、パナマ運河を泳いでいくことになるが、これは危険を伴う。お前は、特に水門のところで捕まる可能性があるし、あるいはお前のちょっとした不注意で、船に押しつぶされてしまうかもしれない。運河はあまり広くもなく、そして深くもないからだ。もっとも大きなあたりで幅九十一メートル、深さ十二メートル半だ。最近の大型外洋汽船の竜骨は、ほとんど底に着いてしまう程度しかない。

しかしお前は、常に暖水を泳いで行くことができる。さらにパナマ運河から西へは、主な外洋航路が三つある。二つはニュージーランドに。一つはフィジー諸島を通過してさらに向こうに。

その汽船の後をついて行くか、あるいはつかまって行けば、ほとんど目的地の近くまで達することができる。ニュージーランドへ向かう航路は、どちらもツアモツ諸島のある海域を通っているから、お前はその少し北へ向かう必要があるだけだ。

南の端を回れば近いが、けれどもお前は、冷たい南の海を泳ぐことになる。特にお前が南アメリカの南端の、ファゴ諸島のホーン岬を回る時には、流氷が漂う付近を泳ぐことになる。さらにマゼラン海峡のあたりは嵐が多い。もちろんお前にとって嵐は、船に対するほどには危険ではないだろうが、それでも危険なのだ。そこは今でも帆船の墓場なのだ。

特に海峡が狭くなる西側では、崖の傍に小島や砂洲がある。とても強い西風が、東に海の水を追い立てる。つまりお前に向かって。水中にあってさえ、その渦はお前にとって致命的だろう。それゆえお前は、マゼラン海峡を泳ぎきるより、遠くなってもホーン岬を周っていく方がいいだろう。海水は少しずつ冷たくなっていくから、それにお前は少しづつ馴れ、そして健康を維持するのではないかと望んでいる。

お前には食料の心配はないだろう。海では水と共に、いつでも手に入るし、お前は小さなころから海の水を飲んできたが、健康にはどんな害もなかった。

ホーン岬からツアモツ諸島に行く方法は、パナマ運河を通った時よりも、かなり難しい。ホーン岬から北へ向かう汽船の外洋航路はないからだ。

私はお前に、正確な距離と緯度を教えよう。お前は私がお前のために作った特別な道具を使って、位置を知ることができるだろう。しかしこの道具は少々かさばり、動きにくくなるかもしれん……」

「僕はリーディングと一緒に行きます。彼なら僕と荷物を運んでくれると思います。僕は、彼を置いて行くことなんてできません。そんなことをしたら、彼は恐らく寂しがるでしょうから」

「どちらがよりいっそう寂しがるかわからないがな」と、サルバトールに微笑みが戻った。「しかしリーディングを連れて行くのはいい考えだ。お前はツアモツ諸島に行き着くだろう。お前はそれから人里離れた場所にある珊瑚礁を見つけなければならない。目印は、マストの上に取り付けられた、大きな魚の形の風見鶏だ。これを見落としてはならない。できるかぎりじっくりと慎重に、これを探しなさい。この諸島で二ヶ月か三ヶ月を使っても、それは問題ではない。水は温かいし、牡蠣は沢山いるはずだ」

根気良く教えるサルバトールの話に、イフチアンドルは口を挟まず、じっと耳を傾けていた。しかしイフチアンドルは、ここで聞かずにはいられなくなった。

「風見鶏の島で、僕は何を見つけるんですか。魚ですか？」

「友だちだよ。親切な親友たちだ」と、サルバトールは答えた。「そこに住んでいるのは、私の古い科学者の友人で、フランス人の高名な海洋学者、アルマン・ヴァルボアだ。以前私が、ヨーロッパに長期滞在していときに紹介され、そして友だちになったのだ。アルマン・ヴァルボアは興味深い人物だが、今それを話している時間はない。お前は彼自身から、なぜ彼が太平洋の辺鄙な珊瑚礁に住んでいるのか、聞くといい。

しかし彼は、孤独ではない。彼は優しい妻と、息子と、その島で生まれた娘と一緒に暮らしている。彼女は今年で十七、そして息子は二十五だ。

私はすでに、お前のことを手紙で知らせてある。そして彼らはお前を家族の一員として受け入れると、私は信じている……」博士はわずかに、言葉を切った。「確かに、今のお前は、あまり長く水中から出ていられない。だが、新しい友だちと出会い付き合っていれば、日中数時間は、海岸に出られるようになるだろう。そして健康が回復したら、以前のように、水中と同じように空気中に留まることができるようになるはずだ。

アルマン・ヴァルボアを、お前の二人目の父親だと思いなさい。お前は、彼の海洋学の科学的研究にとって、かけがえのないアシスタントとなるだろう。お前の海と海の生き物についての知識は、十人の博士が束になってもかなわないからな」と、博士は微笑んだ。「裁判所の、型にはまった気難し屋の学者たちは、お前に今日は何月の何日かなどという、お前にとって何の重要性もないことを質問したのだから、答えられないのは当然のことだ。もし彼らが、海の潜流や、水温や、ラプラタ湾の塩分とその環境について尋ねたなら、科学の事典ほどもお前は答えられただろうに。

お前はもっともっと学ぶことができる。そしてもしお前が水中を巡り、この経験豊かで才気溢れる科学者を導くならば、アルマン・ヴァルボアと共にお前は、その知識を人々に伝えることができるだろう。お前が海洋学の研究をし、それを編纂すれば、それは海洋学の分野で画期的なものとなり、人類全体の平和に貢献するはずだ。その時お前の名前は、アルマン・ヴァルボアの名前と共に残されるだろう。お前はそうやって、自分が科学によって人類に貢献したことを、人々に知らしめなければならないのだ。

しかしここに残るならば、お前は金目当の無知な人々の利害関係の底辺として、扱われるだけだ。私は美しい珊瑚礁の海と、アルマン・ヴァルボアの家族の中に、お前は静かな桟橋を見つけ、それがお前の幸せになれると、私は信じている。

もう一つ言っておくことがある。お前は今夜中に海に放たれる。すぐに水中のトンネルを使って家に向かいなさい。家にはジムがいるだけだ。そして航海の道具やナイフなどを手に入れ、日が昇る前に海に戻り、リーディングを見つけなさい。

さようならイフチアンドル！　いや、また会おう！」

サルバトールは、生まれて初めてイフチアンドルを抱きしめ、強く口づけた。そして微笑み、そして彼の肩を叩いてこう言った。

「これほど素晴らしい者は、なんだって切り抜けられるとも！」

そして彼は急いで部屋を出ていった。



三十一　逃亡

オルセンがボタン工場から帰宅し、夕食に取り掛かったちょうどその時、誰かが扉をノックした。

「誰？」邪魔されたオルセンは、不満そうな大声を上げる。

扉を開けて入ってきたのは、グッチエーレだ。

「グッチエーレ！　君だったのか！　どこから来たんだい？」

喜んだオルセンは、驚いて叫び、椅子から立ち上がった。

「オルセン、ごきげんいかが。夕食を続けてちょうだい」そしてグッチエーレは扉により掛かる。「私もう、夫や姑と一緒に暮らすことなんてできないわ。ズリタが……、私を本気で殴ったの……。だから出てきたの。オルセン、私もう戻らないつもりよ」

これを聞いて、オルセンは手を止めた。

「信じられないな！　座って！　そこに立ちっぱなしってのも何だから。でもどうしたんだい？　君は『神が結びつけた相手と別れることはできない』と言ってたじゃないか？　その話はどうなったんだい？　でもその方がいい。私も嬉しいよ。君はお父さんの所に帰ったのかい？」

「お父さんは、何も知らないわ。お父さんのところに行ったりしたらズリタに見つかって、連れ戻されてしまうもの。友だちのところにいるの」

「これからどうするんだい？」

「私、工場に勤めたくて、オルセン、あなたのところに来たの……。何か仕事はないかしら」

オルセンは申し訳なさげに頭を横に振った。

「今はとても難しいね。でももちろん聞いてみるよ」そしてオルセンは、少し考えてこう聞いた。「君の旦那さんは、それをどう思うかな？」

「私の知ったことじゃないわ」

「けれど旦那さんは、妻のことを知りたいと思うだろうね」と、オルセンは微笑んだ。「君はアルゼンチンにいるってことを、忘れちゃいけないな。ズリタは君を見つけ出すよ。そしてそれから……。彼が君をほっておかないことは、君も知っての通りだ。法律も世論も、彼の味方をする」

グッチエーレは考えた。そして彼女は決心して言った。

「なら！　そんな時は、私はカナダかアラスカへ行くわ……」

「北極へ、グリーンランドへ！」オルセンは大真面目だった。「私たちはそのことを本気で考えるべきだと思う。ここにいたら、君は危険だ。私は前から、ここを離れようと思っていた。ここは、あまりにも司祭の力が強すぎる。だからあの時脱出に失敗したのは残念だった。ズリタが君を誘拐して、私たちの切符が、渡航費用が無駄になってしまった。

今君は、おそらくヨーロッパに向かう汽船のチケットを買うお金を持ってないはずだ。けれど私たちは、真っ直ぐヨーロッパに行かなければならないわけじゃない。

なぜ私が、まだ南米に残ったのかって？　なぜなら私は、君を危険な場所に置いて行くつもりはないからだ。もし私たちが、私たちだよ。私たちが、もし隣国のパラグアイか、できればブラジルに行けば、ズリタが君を見つけることは、とても難しくなるだろう。その間に私たちは、ヨーロッパのどこかの国に渡る準備をすることができる。

君は、サルバトール博士と一緒に、イフチアンドルが拘留されたのを、知っているかい？」

「イフチアンドルが？　彼が見つかったの？　どうして拘留されたの？　彼に会うことができるの？」

グッチエーレはオルセンを質問責めにした。

「そう、イフチアンドルは拘置所にいる。そしてズリタは再び彼を奴隷にしようとしている。サルバトールとイフチアンドルは、ばかばかしい訴訟を、ばかばかしくも不利な告訴をされたのさ」

「ひどいわ！　助けてあげられないの？」

「手はつくした。けれどうまくいかなかったんだ。だけど拘置所の所長が、意外にも私たちの味方だったのがわかったんだ。今夜のうちに私たちは、イフチアンドルを自由にしなければならない。私はさっき、短い二通の手紙を受け取った。サルバトール博士と、拘置所の所長からだ」

「私、イフチアンドルに会いたい！　一緒に行ってもいいでしょ？」

オルセンは考え込んだ。

「私は行かないほうがいいと思う。

君は……、イフチアンドルと会わない方がいい」

「でも、なぜ？」

「なぜならイフチアンドルは病んでいるからだ。それは人間としての病気で、けれど魚としては健康なんだ」

「わからないわ」

「イフチアンドルは、もう空気を呼吸することができないんだ。それでもし彼が君に会ったら、何が起こると思う？　彼はきっと、間違いなく、何がなんでも陸にいたがるだろうね。たぶん、君のために。イフチアンドルは、君と一緒にいたがるはずだ。そして空気中の生活は、最終的には彼の命を奪ってしまう」

グッチエーレは、うなだれた。

「そうね。たぶん、あなたが正しいんだわ……」と、彼女は考え込んでから言った。

「彼と、そして全ての他の人々との間には、『海』という越えられない壁がある。それがイフチアンドルに与えられた運命なんだ」

「でも、でも彼はたった一人で、果てしない海で、魚たちの中の人として、海の怪物として生きていくの？」

「彼は、平和な水中で幸せだった。これまでは……」

グッチエーレは赤くなった。

「今はもちろん、以前ほど幸せではないと思う……」

「やめて、オルセン」グッチエーレは、顔を曇らせた。

「いずれ時間が、全てを癒してくれる。彼は失った残りの幸せを見つけるだろう。彼は生きて行くだろう。魚と、海の怪物たちと一緒に。そして、サメに食べられたりしなければ、白髪の老人になるまで生き続けると思うよ……。けれど死は？　死はどこにいても訪れる」

薄闇が濃くなり、部屋も暗くなった。

「そろそろ時間だ」と、オルセンが立ち上がると、グッチエーレも立ち上がった。

「けれど、遠くから彼を見るだけならいいでしょ？」

「そうだね。もし、君が姿を隠しているなら」

「ええ、約束するわ」

オルセンが、水運び人夫の服を着て、樽を積んだ馬車を操り、コロネル・ディアス通り通用門から法廷内拘置所へと入っていったときには、あたりはすっかり暗くなっていた。

「拘置所に何の用だ」と、警備員が彼を呼び止める。「どこへ行く？」

「悪魔に海水を運んできたんです」と、オルセンは拘置所所長に教えられた通りに答えた。

警備員たちはみな、拘置所に「海の悪魔」と呼ばれる、海水の入った水槽に入っている奇妙な囚人がいて、その海水を新しいものに取り替えなければならないことを、知っていた。これまでも時折、馬車に乗せた大きな樽で海水が持ち込まれ、交換されている。

オルセンは、敷地内の拘置所へと馬車を進めた。そして角を曲がって警備員からは死角にある調理室の、拘置所内と続く従業員用出入り口に向かった。

所長は、既に全て手配していた。いつもなら通路や入り口に立っている夜警を、さまざまな口実で余所にやり、そしてイフチアンドルを伴って、拘置所を抜け出して来たのだ。

「さぁ！　急いで樽の中に飛び込むんだ！」と、所長が言うと、イフチアンドルはすぐさまそうした。

「行けッ！」

オルセンは手綱で馬を叩き、裁判所を出る。そして焦らずにアルベアル通りに沿って進み、レティーロ駅を過ぎて、貨物駅へと向かった。

離れてその後を追う女の影が、ゆらめいていた。

オルセンが町を出た時には、あたりは闇に閉ざされていた。

道が海岸に出た。風が強くなる。

波が海岸に押し寄せ、そして岩で砕けて轟きを上げる。

オルセンはあたりを見回した。しかしそうするまでもなく、道には誰もいないことが、はっきりしていた。

ただ向こうの方で、自動車のライトの輝きが、素早く動いているだけだ。

「通り過ぎるのを待とう」

警笛と、目がくらむような光を残し、町に急ぐ自動車は過ぎ去り、そして遠ざかって見えなくなった。

「今だ！」

オルセンは最後の合図をした、そしてグッチエーレに、岩影にかくれるようにと手を振った。そして樽を叩いて叫んだ。「着いた！　出ていいぞ！」

頭が樽から出てきた。

イフチアンドルは、あたりを警戒していたが、素早く地面に飛び出した。

「ありがとう、オルセン！」青年は、濡れた手で、大男の手を握って、そう言った。イフチアンドルは、まるで喘息の発作を起こしているかのように、ぜいぜいと呼吸していた。

「礼はいいから、さようならだ！　注意しろ。あまり海岸近くを泳ぐんじゃないぞ。また捕まって閉じ込められないように、人に注意するんだ」

オルセンは、イフチアンドルが博士からどう言われているかまでは、知らなかった。

「えぇ、そうします」イフチアンドルは、息を詰まらせた。「僕は、船が一隻も訪れないような静かな珊瑚礁で、ずっとずっと浮かんでいるつもりです。ありがとうオルセン！」そして若者は、海に向かって走って行った。そして彼は突然波間で立ち止まり叫んだ。「オルセン、オルセン！　もしあなたがグッチエーレに出会うことがあったら、僕がよろしく言っていたと、伝えてください！」そして青年は、海に飛び込みながら、大声で言った。「グッチエーレに、許して欲しいと！」

そして彼は、海の中に姿を消した。

「イフチアンドル！　さようなら……」

岩影に立つグッチエーレが、そっと応えた。

風が強くなり、立っていられなくなってきた。海は荒れ狂い、砂が叩きつけられ、跳ね飛ばされた石が足を打つ。

グッチエーレの手を、誰かの手が取った。

「行こう。グッチエーレ！」

オルセンが、心を込めて言った。彼はグッチエーレを連れて、道に向かった。

グッチエーレは、海を振り返った。そして、オルセンの腕によりかかると、二人は街に向かった。

　

＊＊＊

　

サルバトール博士は、刑期を勤め上げると家に帰り、再び自然に抵抗する研究に没頭した。彼はどこか遠い所へ旅行するための準備ををしている。

クリストは、彼の元で働き続けている。

ズリタは新しい帆船を手に入れ、カリフォルニア湾で、真珠を採っている。彼はアメリカの大金持ちにはなれなかったが、その運命に文句を言う筋もなく、気圧計のようなその髭は、高気圧を示している。

グッチエーレは正式にズリタと離婚して、オルセンと結婚した。そして二人はニューヨークの缶詰工場で働いている。

ラプラタ湾の沿岸では、海の悪魔の話は、忘れられた。

ただ時々、息がつまりそうな静かな夜に、年老いた漁師が聞き慣れぬ物音耳にすると、若者たちにこう話す。

「海の悪魔は、こんなふうに貝を吹いたものだ」

そして彼は、その伝説を話し始める。

たった一人、ブエノスアイレスに、イフチアンドルのことを忘れない者がいる。

町のワルガキどもは、この貧しいインディオの老人を知っていて、からかって遊ぶ。

「海の悪魔のオヤジが行くぞ！」

けれど老人の目には、子どもたちなど入っていないようだ。ただスペイン人と行き会うと振り返り、その後姿に向かってツバを吐き、呪いの言葉をぶつぶつとつぶやく。

けれども警察は、このバルタザール老人を、かまいはしない。おかしくはなっていても大人しく、誰に迷惑をかけるわけでもないからだ。

ただ海に嵐が近づくと、老人は、ひどい不安にさいなまされる。そして海岸に急ぎ、波に浚われる危険も構わず、沿岸から石のように動こうとしなくなる。

そして彼は昼も夜も、嵐が終わるまで、叫び続ける。

「イフチアンドル！　イフチアンドル！　俺の息子！　……」

けれど海は、秘密を隠し続けている。


訳者のあとがき　

子供の頃、図書館で読みふけった両棲人間。

いつのまにか図書館からなくなり、しかもそのラストシーンの記憶が二種類あって、気になって調べてみたのがはじまりでした。

結局翻訳者の違いだったわけですが、最終的にロシアで公開されているロシア語版にたどりつき、インターネットごしにさまざまな方にも助けられつつ、なんとか翻訳してみたのが、この両棲人間です。

助けてくださった皆様、そしてインターネットに感謝します。どうもありがとうございました。
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